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135 .仮使用承認制度について ( その 2 ) / 大阪府建築

指導課 … ... . … 目." .. .......... … ・ ー… ー 4  

136 .老人・身体障害者等のため叫蝶棚班/ 消田重雄・・ 5

137. 住宅を含むピ l レの容積率の割増制度/ 井原篤… 6

138 .避雷針の設備/ 小林健彦・・・ …・・ …ー 7  

139 .  r総合設計制度の取扱い要綱J の改正 ( その 1)  

/ 足立幸一 一・・・・…・・ …・ ー ... ....・ H ・. 8  

140.  r総合設計制度の取扱い要綱J の改正 ( その 2 )  

/ 足立幸一. . . ・ H ・....・ H ・-…....・ H ・...・. .... • •. .•. •..•..... . .. 9  

141 .  r総合設計制度の取扱い要綱J の改正 ( その 3 )  

/ 足立幸一・・…・・~・ ー …- 一 … ....... .. .1  0  

142 .耐震設計の配慮に閲する指導指針/ 大橋孝<<IJ "' 11

143 .避難器具の基準/ 松田i ; f ... .• 一 ・・… ・12

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

34 .  r  A  K裂枠パネルJ / 1羽川向之 ー…. . . . ー ー...... 1

35.  itt 線 ・金属管のft 通ユニ y トr.." ノレチケープルトラ ンジ

ットJ / 藤川懇. . . . . . . …・ 0 ・ ・ .. .. . ・ .••.... ••••• . 2  

・36. rエースウ y ドJ rK Gシート (長尺金属屋線用不燃断

熱石こう 7 オームシート ) J /絵本英良・. . . . . . . . ..... ・ ・・ 3

37. グラスウールによるコンクリート建物的断熱・吸音工法

r A T 工法 J / 富田照久. . . . . ・ 0 ・ ・・ ー …… 4  

38. 集合住宅用断熱打込み工法 rs L工法J / 和国待也 5  

39. 石膏セル7 レベリ ング床下I也材『ユニフローJ / 三河祐雄 6  

40.  rスパンクス J rチョダヒ ット天井J rチョダ和風天井』

/ 藤川 慧・.. . . . ... .... ..........ー ー・…… ーー .•• •• ... •.• 7  

41. ステ ンレスパイプ配管システム『フローメイト J / 恒成

tI! ……. . . . ......... .. ーーー 一…・. . ・ ーー.... . . . . .. .・ e ・e ・.. 9  

42. ft主斜配4晶ポリエチレ ン7 宥ーム『サンベルカJ/ 牧図顕治 10 

43. rコンクリート mA. S . ワンデープラスターj 一日仕上

げ工法/ 山国幸一 ....... .......... ... .. . ー・ ー ー... ......... 11

読者の頁

• 大阪青年デザイナーズ倶楽部発足後の活動その 2/ 若

林輝雄。7 イ ・フォト* 水遊具勿 / 稲図純一。新刊紹

介「環境評価報告瞥作成技法J .  ...... .  .... ...  ... .・H ・... . 1

山崎ゼミ 文化的環境としての建築実践学。マイ ・フ

ォ卜 パリの子供たち/ 原佐一郎… … … …. .  2  

横浜市都心プロムナードのデザインについて/ 内藤惇

之。マイ ・フォト ーバ リ点描/ 瀬戸本淳。舎評「塔j

/ 川上貢。 r者E市設計のための新しいストラクチャー」

• 

号

/ 西村一朗。母子保健総合医療センター56年完成へ基

本訟計・…・… ー…ー ー....... .. ・… ー. ..".・ H ・H ・H ・. 3  

恥盲人情報文化センタ- " 完成/ 坂本松男。マイ ・フ

ォト* ベルージャ命 / 原桂- 9" .... ・H ・. . . ". . …・ … ー. 4  

評「史家巡礼 ・西日本総 J / K K. ' ?イ ・フォド中

世。 / 原俊一郎 日 … ・… … ー ・ー・・ ・・・・ … ・5

日影研修会に参加して/ 十亀光行。読者からの手紙/

本弁元康 ・笠原利男。舎評ー和室造作集成(新版 ) / M。

? イフ方ト" リスポン. ， / 原佳一郎. . . ・ H ・. ... ・… 6  

7 イフ才ト 検老人" / 原佳一郎。読者からの手紙/ 田

中信一。大阪市の今後の住宅施策の方向について/ 坂

雅勝・広瀬正秀…

? イ フ方トー兵庫県多紀郡篠山町/ 阪 本 章。7 イ

. フォトーギラデリー ・スクウェアーの中庭噴水/ も

りたしげお. 舎評「日本の建築一明治 ・大正 ・昭和」

第 Ｓ 巻「国家のデザイン」を読んで Ｏ 稲田晴ｾＮＮ ＮＮ Ｎ Ｎ 8  

7 イ ・フォトー 〈アムステルダム〉の運河沿いの建築

群/ 柴田正己。読者からの手紙一高田秀三。野評-

I これからのいえづくり ・まちづくり計画的小集団開

発J / 石関薙夫。「都市型住宅J r多面体と建築ーその

なぞとかたち J r図形と投象J / K. M…....・ H ・... ・9

Ｗ イ ・ フォトーヴェネツアの裏町 Ｏ 柴田正己 。 ｭｾ の

陣をめざす住まいのなかの彫刻j 考展/ A . M。無表情

環境のなかで/ 上谷重男…・・・ ... .. ・ ー ....10

7 イ・フォト* キンベJ レ美術館。 / 有栖川和1. {!}:評

史都への視点ー金沢 ・都市景観レポート / M・・・ υ .11 

古代建築家の話あれこれーその 1/ 木村伝ぃ … ...... .12

建築と社会ニュース • 

• 

I也ti 町動きを即座に画像化。奈良時代の木綿発掘。 r日本 J レ

ナ7 7 ーザー協会J が誕生。京郷で建築士会の全国大会. 第

10回中部建築賞

神戸ポートアイラ ンド博賞会ーポートピ7 ・81ー開{ 臣. 大阪

見本市会場の移転計画. こども文化セ ンター. 新刊紹介 2  

駅舎再開発 シリーズー l 一大阪駅改良 7 ー ミナルピル建設計

画/ 継野昭雄. 詮設省救仁郷住宅局長との態談会開催. 財団

法人大阪建築防災セ ンター創立 5 周年の集い盛会健に終わる .

新建運動の新たな展開をめざして第 8 回大会聞かれる ー 3  

駅舎再開発シリーズー 2 ー 〈南海維波駅>. i U生省営終設計コ

ンクール入賞 4 点決まる 。社会教育総合セ ンター市立図魯館

計画中ー ...........•••..•.•....••.. •• .•• . .•.• •... ・・・・ H ・M ・.. ... . 4  

駅舎再開発シリーズー 3 ー京都駅前地下街/ 峨村英一。中国

要約 ‘ 建設受注で合作を' 一技術は日本，労力で協力 一. 第

4 回吉回五十八賞決まるー雑tilJ の森学凶作品一 . 第 8 回

‘ 中之島まつり ' 開催ーポクの街・浪速友あれ ・中之島一.

台北市政府工務局長成竪氏はか 7 名来会・・・・…. . ・ e ・.. .... ... . 5  

駅舎再開発シリーズ - 4 芦屋駅ピル. 大阪府文化芸術年鑑

(1979年版 ) 発刊. 駒井哲郎氏の「樹J 特集の季刊誌刊行.

神戸ガウディー展. . ... .. •• •• ー .......... ...... ・ 6  

駅令再開発 シリーズー 5 一国鉄三/ 宮駅改良計画/ 守田 浩。

昭和54年度ピル緑化表彰決まる e ・e ・ ••.•••••••••• .• • 7  

「住宅 ・建築省エネルギ一機械」設立発起人総会開 l曲、設立

代表者に太回和夫氏. 新刊紹介 「デザインの鍵J 一人r. J J ・建

築 ・方法. ポートピ7 81 トピ y クス ( その 1 ) 博覧会の概

婆/ 端 的 郎 ・ ー ー ....... ...  ・ー ー・ ・. 8  

トピ ックス ーその 2 ・神戸新交通ポートアイラ ンド線. 新刊

紹介. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .... ........ ・0 ・.. ................. 9  

トピ y クスーその 3 会場内恒久建築物の槻要/ 問中直人・ 10 

トピ y クス ーその 4 ・盛りたくさんの悩し物計画/ 湯ロ徹。

大淀区淀川| リ バーサイド地区町づく りについて/ 山田邦… 11

トピ ックス ーその 5 会場建設基準について/ 問中直人. 新刊

紹介 「改訂日照の補償J ................ ... ... . . ーー・ -ー .. 12

• 構造の頁 4島

54. プ レ ハ プ の 局 部 風 圧/ 吉 川 祐 三 ー・ .... .. .. . 1  

55. 有 壁 ラ ー メ ン の 特 性/ 安藤昌範… ・ … … ・・ ・・2

56. 熱 影 響 を う け る 高 カ ボ ル ト 接 合 部/ 奨 昭 夫

57. 鉄 骨 の 防 錆 塗 装 の 考 え 方/ 青 山 笠. . . … . 4  

58 柱 ・梁 仕 口 溶 接 部 の 伸 び 性 能 ( その 1 ) / 笠

田政男・

59. 柱 ・梁 仕 口 溶 接 部 の 伸 び 性 能 ( その 2 ) / 豊
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号

田政男. . . …・・・一

60. ネ ガ テ ィ プ フ リ ク シ ョ ン 低 減 杭 / 福 井 賞・ ・7

61. 杭 の 水 平 抵 抗/ 実 天 義 久 ・福 井 賞・… … ・・ 8

62. 新 耐 震 設 計 法 の 動 き / 小 泉 昇 … … … … ・ 9

63 大 阪 地 盤 の 生 成 ( その 1 ) / 西垣好彦ー .. . .10

64. 大 阪地 盤 の 生 成 ( そ の 2 ) / 西 垣 好 彦 ...... 11

65. 大 阪 地 盤 の 生 成 ( その 3 ) / 西 垣 好彦 ・.. ...12

設備の頁

54. 設備 施 工 上 の 地震 対 策( その 3 )  電気( 1 ) / 中

島 勅 夫 ・ー

55. 設 備 地 工 上 の地 震 対 策 ( その 3 ) ー 電 気回 / 中

島勅夫・ ・・ ・・ ・・・・ ・ ・・ ー ー・・ー・・ …・ 2

56. 設備 施 工 上 の 地震 対 策 ( その 4 )  消 火 設 備/

於 田 和 光・・・・

57. 建 築 設 備 用 鋼管 の 腐 食 / 石 田 繁 夫… ・…・ ・・・・ 4

58. 全 電 化 住 宅 ( その 1 ) ー総論/ 宮崎光彬・・・… 5

59. 全 電化 住 宅 ( その 2 ) ー 厨 房 器 具/ 宮 崎光 彩

6  

60. 経 済 的 て 州 快 適 な 照 明 を / 吉 川孝 禰……・・・… 7

61. 最 新 の 防 犯 装 置/ 中 井 利 治 . . . 一一 ・……・・・ 8

62. 外 壁 埋込 空調 設 備 / 菜 生 敏 明 ー ーー ・・ 0 ・9

63. 省 エ ネ ル ギ ー か ら み た ス チ ー ム ア キ ュ ム レ ー

タ / 安 形 明 彦 … … 一 ・・ ー. . . . . . . . . . . .... ..1  0  

64. フ ァ ン と 充 て ん 材 の な い 冷 却 塔/ 植 山 哲 平

ー11

65. ク リ ー ン ・ル ー ム ー 設 計 の た め に / 山 脇 久 樹

・12

施工材料の頁

54. 最 近 の 溶 接 技 術 に つ い て/ 根岸宏年・・・ … … 1

55. 屋 上 断熱 防 水 の 仕 様 / 荒 木 孝 ー. . ... . . . .... 2  

56. 新 し い 真 空 コ ン ク リ ー ト 工 法 に よ る 床 ス ラ プ

の 施 工 / 和 美 広 喜一一 .. ..... . … ・・・・…・・・… … 3

57. デ ザ イ ン の 個 性 化 を 可 能 に し た 原 色 タ イ ル/

坂本和雄・ 田・・・ 目

58. 湿 式 工 法 の 新 し い 外 内 装 仕 上 材/ 山 月 国 雄

59. 波 形 化 粧 屋 根 ス レ ー ト ( U瓦 ) の 特 性 / 笹 山

秀 和 ・・・・ ・

60. フ ォ ー ム ポ リ ス チ レ ン を 用 い た 施 工 例/ 中 野

英治

61. 新 し い 石 膏 系 耐 火 間 仕 切 材/ 武 南 勝 美 ーー 9  

62. 静 か な 破 砕 剤/ 一 家惟 俊 ー ー・・・. . . . . . . …… ・10

63. フ ッ 化 ビ ニ ー ル ラ ミ ネ ー ト 鋼 板/ 花 田 健 一

11 

64. 膨 張 コ ンク リ ー ト の 適 用 例/ 棚 橋 秀 光一 … 12

シリーズ・歴史的集落と街路景観・

4 一 地 形 条 件 と 集 落 景 観 ・ ー ー … ー い … ・・…. . . 1  

5 一 神 社 ・寺 院 ・辻 堂 な ど の 要 所 の 分 布 ・ ・ . • 2  

6 - 街 路 網 と 街 路 景 観… ・ ーーー. . . . . . ..... 一 . . 3  

7 一 道 景 観 そ の 1 ・ ー …・・ … … … … ・・… … … … 4  

8 一 道 景 観 そ の 2 ・・・

9 一 道 景 観 そ の 3 … 一 一 ・ ・ … ・.. .... . … . .. . ... 6  

10  道 景 観 そ の 4 ・… … ・ ・… … … … … ・・・ ー・ー 7  

11一 道 長 鋭 そ の 5・・・・

12ー 辻 景 観 そ の 1 ・ ... ・・・ ・・・… ・ー ーー・ …・・…・ 9  

13ー 辻 景 観 そ の 2 ・・・ ー・・… ・・・ …・ ・・・ ・田 …・ ・・ーー・・・ ・ーー ー10

14- 辻 景 観 そ の 3 ・ ・・・ … … … . . .・ a ・. ... . … …・・ ー11

15ー 辻 景 観 そ の 4・. . . . . ..... . .. .... ・・ . . ... .......・ 12

以 上 : 紙 野桂 人 ・長 i頼 信 義 ・渡 辺 豪 秀 ・三 木 亨

W 

号 号

若い会員の集いレポート

会員{ 音加にご協力お願い. 会貝の受章。新言T排煙段備技術基

. 1  準議習会のご案内. 灘の消桶「ハナY 川 の 工 場 を 見 る 。 実

務家のための日彬研修会。等時間日影図の錨き方とそのチェ

ック方法' 。日本建築協会展示窓のご紹介・・ 0 ・. .. .... . ..... . 1 

AS T M研修会(3) 芦屋浜シーサイドタウンの建設現場をたずね

て( その 3 ) 一入居が開始された超高層住宅群を見る一。小

林ピル新築工事・ホテル「ホリデ ィイン南海大阪J を見る.

歴史的環境と建築設計・・京都でのいえづくり ・まちづくりを

中心に 。ガウディ京都展。 建築技術選3 第 6 号 ・第 7 号発

刊. . .. ..••.••••.• ..... .......... . . . . . . . . . . . ・. . . . . . . . ... .. .. . .. . .•• 2  

高骨骨者世話ーホーム「宝塚 ，エデンの園J 特別養護老人ホーム

「栄光闇」新築工事の見学会。予告「建築家の ための" みど

り" 学習会(7)j . 奈良万葉植物園と春日奥山原始林を歩く .

会貝倍加にご協力お願い o i建築と社会」誌上に催しガイド

新設。建築技術選往第 8 号「建具の知議と意匠」発刊。東京

八重洲ブックセンターで「建築と社会J 販売 … 3  

定時評議貝会決議お知らせ。通常総会結果報告。日本建築協

会昭和54年度収支予$):0 昭和54年度茶室見学会( 1)大徳寺町来

光院賞悔院の名席をたずねる。建築家のための* みどりゅ

学営会(7) 奈良万葉植物園と春日奥 山原始林を歩〈。大阪 ・上

六 ・市街地再開発的経過と現状を聞く (1)0 ガウディー展神戸

で開催 . •.•. …................. ••• ••. ・ 4  

. 1  通常総会開催通知。会只の受章. 日本建築技術交流会友管訪

中間 募集中・建築技術選告講座シリーズ( 第 3 図) 機造計・

函とやさしい力学 1 0 日影図演習シリーズ「等時間1日影図の

描き方とそのチ ェック方法J( 演習問題) ぬ載のお知らせ。都

市住宅を考える (3) コー ポラティプハウスの問題点と現状 中

筋修氏に IIH< 。芦屋川パ- 7ハイム新築工事の見学会… ー 5  

宗教都市 ・天理を訪ねる ー・教祖誕生量生 ・礼拝場・参考館 ( 博

物館) ・西左第三械の見学. 大阪市立労働会館森ノ宮ピロテ

イホー J レ新築工事的見学会。通常総会開催通知 o ' 79- 80年

版会貝名簿発行お知らせ o i等時間日彬図的措き方とそのチ

エ y 夕方法J ( 減習問題) 掲載のお知らせ. 昭和 54年度目本

建築協会副会長・理事の会務分掌. 日本建築協会評議貝。昭

和54年度日本建築協会常設委員 ... • ... •.. ....... ....・ 0 ・ 6  

建築技術選由議座 y リーズ ( 第4 回) ー建築とコンビュータ

- 0 昭和54年度 ・建築工事実務講習会 ( 第35回) 倒flti お知ら

せ。 キャンパスを訪ねて一大阪芸術大学の建築群を見る一.

ディスカバー大阪(5) 川面か らみた大阪のまち 儲一中之品 ・

道頓場を船で巡る一. 薬師寺西t菩再建工事を見る . 神戸 ・元

町パルパローレを見る 。建築技術選命第 10号 im造計画とや

さしい力学 2 J 第11号「建築と設備の接点 1 J 発刊 o 79- 80 
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大阪外国語大学図書館

施 工 戸 田 建 設

設 計 日 建 設 計 ・ 大 阪

監 理 大 阪 外 国 語 大 学 施 設 課

所 在 地 大 阪 府 箕 面 市 大 字 寮 生 問 谷2734

敷 地 面 積 140，400m 

建 築 面 積 l ，491 . 5 m 

延 床 面 積 6，552. 23m 

繕 造 規 模 R C.  5  F .  P1 

工 期 昭 和53年 1 月~昭和54年 1 月



- 大 阪 外 国 語 大 学 の 新 し い キ ャ ン パ ス が 大 阪 平 |  な施設でありそこに学ぶ者たちにと って 尽 き せ | 理 部 門 、 2 . 3 附 閃 諮問係室、 4 ・sm語 学 研 究

野 を ー さ立する 北 桜 山 系 の 丘 陵地 に完成しました 。 I ぬ 真 理 の 宝 庫 で あ り 源 泉 と い え ま す。 とくに国 |  教 育 施設からなり 、図 3 閲 覧室は 開 放 的 な窓面

新 図 訟 館 は キ ャ ン パ ス の 中心 施設 に ふ さ わ し い l  際交流の街皮と多織化はますます情報の多品化手 l により千ＮＧｊｾ丘陵 地 ＴＱＳ を総て大阪 市内 を 一 望でき

企 画 を 大学当局によ り 用 な さ れ そ の 実 現 が 期 待 |  複 雑 化 、 高 度 化 を ま ねきその情 報伝 達 の た め に |  る位置にあります。 4 ・5 附 には諮学実習室の lま

されていたところです。 I 収 集 ・ 後 思 ・ 保 存 などのと早川的 な機 能 が重視 さ |  か語学教 材の製作 と基礎 的 研 究の た め に 必要な

・文 科 系 大 学 の キ ャ ン パ ス を 代 表 す る 象 徴的 な |  れてきます。 I スタジオ 録 音 室 ・無料 室 音 J i I 実 験 室 ・テー

施 設 は 大学院lfP 館 で あ る と い わ れ て い ま す。大 |  ・ 図 ｻ ｾｾｦｩｩＮ［ 全 体 の 附成 はト ｹ プライトと ｬ 次抜をも |  プラ イブラ リー が 設 け ら れ て い ま す。

学においてよ工程 を探求する者たちにとって重 要 |  つ中 央 附段 と エ レベータホー Jレを中心に 1 附 管 I  (西 田 宏 / 日建設計 ・大阪)
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西 淀 病 院 淀 川 勤 労 者 厚 生 協 会

設計監理

施 工

京 都 建 築 事 務 所

間 組

I  I  I  I  1. 正面外観

I  1  I  I  5  I  2 北西函よりの外観

L 一一一一一J r志寸7 l 3 南西面よりの外観

「すT 3T 4l 4 中庭

5 中央待合室より待合廊下 中庭

をみる

6. 大手術室

7 玄関より中央待合室をみる

( 右側は医事謀受付カウ ンター)



大阪市西淀川区野里 3 丁目 9 番 地

5. 983 . 46m・

1 期 部 分 2. 039. 94m' 2 期 部 分 2. 067. 99m・

1 期部分 6. 989 . 85 m・2 期 部 分 9. 937. 17m'

R C、8 1 、7 F  

1 期 160床、将来 311床

内 科、外 科、盤形外科、小児科

昭 和53年 5 月~昭和 54年 8 月

所 在 地

敷地面積

建築面積

延 床 面 積

構 造 規 模

ベッド数

診 療 科 目

工 期

淀川勤労者厚生協会は全国はじめての民

主医療機関ー淀協西淀病院を開設して以

来、 32年の歴史を持ち、特に 1960年 代 の

公害問題の発展の中で、公害被害に対し

てその医療と五回めの両国における拠点と

して大きな役割l を来すなど、 J折界にユニ

ークな存在として知られている。今回の

新病院の建設資金も協会の活動を支える

地 域 ・職場の人々の拠出金が基礎とな っ

ており、このことの大切さをキモに銘じ

て設計監理に当った。当時としても特別

にきびしい予算の中で、公害地域に建つ

地域の中心病院としてどれだけの内容が

盛りこめるか、将来の増設にどう対処し

ておくかが計画の焦点であった。腕房 ・

手 術 ・中央検査等、却1改築の困難な苦11分

は、当初から面総の確保につとめ、増設

病僚は躯体だけ完成させて医師、看護婦

の充実に合わせて病練が開設できるよう

に考えた。一方、設備に相対的に比重を

かけて、病院本来の良い: m 筑や機能の硲

保につとめた 。 この極の病院の「冷暖房

だけ」という内容を一歩前進させて、全

館 1 次処理外気の宝剣を行っていること

はその一例である 。建築意匠については、

生活空間としての病院という観点に立ち、

ｲ ｾ かな光 ｊ [ "空間l機能に合った色彩J

「木質! 惑を生かすJ をテーマとしたが、

プロック一枚ムダに郁まないという姿勢

で与徹底的に安価! な設計を心がけた。

なお、きびしい予算、短い工ml の中で、

私たちの意図が少なからず笑現できたか

げに、施工者各位の格別のご協力があっ

たことを申しそえておきたい。

川下弘正 Ｏ 京行 ｉｬｩｬｬｾＧｊＧ［ 務所

9  

14 滅 菌 室

15 仮 眠 室

16. ボイラ一室

17 機 械 室

18.  1  C  U  

19. 分 娩 部

20. 産婦人科病棟

8 . 手 術 室

9 洗 浄 室

10. 中央機械室

11 . リネ ン グロープ作

業主

12.  h'h軍保管室

13  ディスポ保官室

室

一

室

室

ル

機

タ

一

室

備

一

待

ン

リ

即

洗

機

ホ

・

セ

パ

手

・

)

A

U

衣

術

力

術

械

階

待

真

下

リ

A

M

手
刷
府

内

d
，
t

、
，

I

ヲ

u

q

O

必

q

F

D
内

b

7

'

手

・

・

V

A

日

J

叩

急

電

笠

摘

箆

室

M

m

い

盗

品

室

恥

下

弔

問

問

叩

救

筋

K

官

僚

L

宅

室

付

竹

内

一

室

室

作

総

線

断

宅

H

什

t

t

w

食

登

山

睦

A

ロ

括

・

貴

信

-

E
罰

百

朱

V

A

X

-

-

脅

J

完

除

山

抑

制

n

川

品

川

護

法

割

D

山

山

室

盆

入

防

叫

附

付

V

科

料

宅

兇

制

S

U
収

判

階

風

刺

待

医

抜

高

揖

外

術

脳

略

物

A

水

検

内

吸

肺

心

X

受

T

内

外

線

町

小

一

M

検

口

町

中

，，
、

.
色
e
l
-

-
'

t

，p

p

、
，
，
，

A
υ

・
I

。
r
u

令

d

A句

F

3

2

U

勺

'

o

o

q

d

A

U

1

A

。ι

今
、
u

a

u
司

氏

d

"

b

マ，。
0

1

2

3

4

5

6

7

E

E

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

 

叫

図 は2 JYI 工'1' 範 囲 を 材

10 
1 階平面図



日本建築協会会告

4 第 25回工高生デザインコンクール

入選者発表

日本建築協会主催による昭和54年度の標記コンクールの入選者が

下記のとおり決定しましたので発表いたします。

なお、入選作品は次号 ( 55年 1 月号) にm載いたします。

・設計課題 「児童図書館J

- 応 募 校 18校

- 応募作品 97点
{ 岡田不|ロJ)

氏 名 寺 校 名
，一ささま，

年

入選 ・政優秀賞 馬 場 智 士 大阪市立者I¥! ゐ 工 業 高 等 学 校 3  年

入 選 東 野 敏 行 同 上 3  年

/1 千 百 岡 俊 雄 同 」ニ 3  年

"  
藤 原 英 高 同 上 3  年

/1 
tt 前 啓 大 阪 府 立 西 野 田 工 業 高 等 学 校 3  年

/1 償 山 秀 文 同 上 3  年

/1 小 山 将 史 群 馬 県 立 体l 生 工 業 高 等 学 校 3  年

/1 前 日 ま 誠 同 上 3  年

/1 立 見 公 志 大 阪 市 立 工 芸 高 等 学 校 3  年

/1 川 島 政 治 徽 浜 市 立 鶴 見 工 業 高 等 学 校 3  年

4 建築技術選書第13号

「医院・診療所の計画と設計J 発刊

建築技術選舎の第 13号として、標記図書が本会企画、学芸出版社

発行で、この 12月に発刊されました。 この道の権威者である池田有

隣先生と船越晦由先生 ( いずれも京都工芸繊維大学) の執筆になる

ものです。

医者 ・診療所の需要の多いこんにちでありながら、意外 と適切な

類告企がない折、設計者にと って 、企画者にと って 、実務に役立つ資

料として喜ばれるものと 硲信してお ります。 ご論説をおすすめいた

します。

定価は￥ 1000で、全国主要illJ 苫でお口い求めになれますが、本会

事務局までお求めにこられた J J には￥ 900でほi布いたしております。

送付希望の方は送料 ( 1  11Uにつき約 160円) を ご負担下さい。

なお、本替の内容はつぎのとおりです。

第 ｬ ｾ . 医院 ・診療所の性俗

第 2 i;i . 診療所の基本計画

第 3 :4t . 計画 ・設計の手法

第 4 :4i ' 診療行為の解析

第 5 草 ・設計 ・施工の進め方

... e有国男 「等時間日影図の描き方とそのチ

ェッ夕方法J ( 演習問題) 掲載終了について

誌、 7 月号よ り5 固にわたり大阪大学工学部建築工学科の伊藤克

三 ・佐藤隆二両先生にご執筆をいただきました綴記日 ;;ij 図説{ 稗シリ

ーズは前|号 ( 11 月号) にて終了いたしました 。

出題および解説 ・解ー答のご執筆を いただきました両先生には誌上

より j写くお礼申しあげます。また 、こ のシリーズが会員諸氏の実務

のご参考にな りましたでしょうか ・ 本会卒業諜までこa 芯: 見こ。感想

を是非お寄せ下さるようお待ち申しあげます。

なお、掲載誌( 7 月号一 11 月号) のパック ナ ンバー購入ご希望の

方は本会までご述絡下さい。

... r建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ 111111111川

パックナンバーがそろってお ります。購入ご希望の方は日本建築協会まで ( 屯話06- 2 31- 9 648) お申し込み下さい。

なお、郵送料は実費いただきます。年間購読( 12冊￥7 ，800 ・送料 当方負担) のお申し込みも応じます。

1;( 
11百手[147年 (53集) 昭 和48年 (54集 ) 昭 栴149年( 句集) H百平日50年 (56集 ) IIBf 日51年 (57集) 11召干1152年 ( 58%) 1Ij(j羽153年 (59.ml

冬季オ リンピック *  デザインの動向一

1  建 築 教 育 l f A史的 EIi 境 保 全 図 自官 Jil: "B' 76 ー 建 築 デザインの iWJl i'lー

と 礼 申見
デ ザ イ ン の 動 向 部 分 と 全 体

事 ｾ ｩ 旧 のコン トラスト

泉北ー ユータウン

明 日 の 建 築 は 主I ! 築基礎械造 兵庫県ーその風土

2  600号 記 念 号 のコミュニティ施 東 海 の 新 ru 築 水

設

ど う な る か の 問 題 点 と ｩｬｬｾ 事 ・ 主 ｮｩ 界

イ ン テ リ ア 大 阪 大 林 *  *  

日本建築協会60閃

医療施設ー病院主主

3  保 養 所 作 品 イ ン テ リ ア 医 療 施 設 年記念号 ・ニュー

デ ザ イ ン ビ ノ レ デ ィ ン グ
タ ウ ン の 位 互II

m とffJ 報システム

既 成 市 街 地 の 住 P C板を f史芹l した

コンクリ トの品

4  高1¥市 交 通 問 題 レ ジ ャ ー と 地 設 床 工 法 と 材 料 'l'l 住宅II と行政府導 外 1控 塗 装 材 料

宅 地 強 1hil の 方 策 工 業 化 住 宅
の 方 向

5  水 手IJ 用

大 阪 国 際 北mニ ュータ ウン

社 会 . i l l 築 ・法 建 築 防 災 と 法 日Ｉ［ ｾ J;l!. JlI J と 法 ';JL i，止降 C.!;: と 建 築

ピ ル デ 4 ン グ 計 画

6  量 産 住 宅 の 設 備

老 人 建 築 生 産 と 流 通

都市の景観と純i設 市 街 地 経 11il 身 障 者 地 設

組 合 方 式 に よ る

コ ミ ュ ニ テ ィ 機 f，'Ii の 変 容 集 合 住 宅 計 画

住 宅 一 建 築 家 *  建築とプレストレ

7  ピ ル の 省 工 場 建 築 と 設 備i llti ｉｾｊ＠ 設 備l 宅設 Ｑｾｩｬ

骨主 号

の す ま い

エ ネ ル ギ 化

ストコンクリート

一
( 佳 中 学)

*  

埋立地における情遣UlJ

8  新 用 途 地 域 制 と

高層プレハプ住宅 生活排水処理! 地設 鉄. f l " f鼻 造 の

題一大阪南港と戸屋浜 新 し い 面J ｾｦ 設計

環

の 構 造 設 計 の あ り 方 ジ ョ イ ン ト

を1刊として

都 市 住 環 反 へ の *  *  *  日 本 住 宅 公 団 C  A  D ー 設 計

9  続 造 と 施 工 み ど 人間環境としての m f王 体 の

ア プ ロ ー チ
タ ー ミ ナ ル ハ ー ド と ソ フ ト

と主I ! ｾ荘作品 と コ ン ビ ュ ー タ

*  騒 TT 対 策 と 結 22 防 止 対 策 ミニ乱 ｭｊ ｾ から
10  諸 市 防 災 仕 上 と 材 料 昼 HH坊 水 工 事 の

般 号

失敗例とその対策

防 音 材 料 と 断 熱 材 料 計画的ミニ IJ 日発へ

第 19  回 第 20 回 第 21  回 第 22 回
gr; 

23 回 建 築 に お け る r;p; 25 回

11 
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ヨ ー ロ ッ パ の ビル防災に |関する *  第 24 回

12  北 陸 の 新 建 築 集 合 住 宅 の 設 1Iil 設 備 か ら み た ピ ル 環 境

ま ち づ く り 12  主主

建 築 の 問 題 点

) 1
1
" 年 技 術 者

10 処築と社会/ 1979"1三12月号

* 印は欠号

IIH利54年 (60.ml

転 換 JUI の 同 IJN発

大 阪 商 浴

ポ ー ト タ ウ ン

商 業 空 !日l
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検 討

庄 内のまちづく り

80 年 代 の

イ ン テ リ ア

m 26 |国

1!? 年 技 術 者

建設業の労務 ， ｊｾ ｴＮＧｉ



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの役稿をお待ちしておリます.

避 難 器 具の基 準 (その 1 )  

避難i * 具は、火災等の災害の際に建築物に設置さ

れている i盟維階段、特別避難階段等の避難地設が

利用できなくな った場合に使用するもので、避難

はしご、緩降機、すべり台、すべり棒、避難ロー プ、

避難橋、避難用タラ ップ、数sj J 袋等の種類がある 。

これらの避難苦器具のうち金属製避難はしごおよび

緩降機については検定の対象とされ、それぞれ構

造、性能等に| 期する技術上の規格が自治省令て'定

められている 。 この技術上の鋭絡に基づき、総進、

性能等の試験を行い、市場には検定に合格したも

のが供給されるしくみにな ってお り、品質の確保

が図られている 。 また、金属製避難はしご、緩除

機および救助袋以外の避難器具、すなわち 、金属

製避難はしご以外の避難はしご ( 以下「避難はし

ごJ という に すべり台、すべり俸、避難ロープ、

避難用タラ y プおよび避難怖については、消防法

施行規l ! I J 第27条第 9 号の規定に基づき、昭和53年

3 月13日避難昔器具の基準 ( 昭和53年消防庁告示第

l 号 ) が公布され、構造、材質、強度についての

基準が定められた 。 この避難器具の基準の概姿は、

つぎのとおりである 。 なお、数sj J袋に関する基準

は、技術的な検討が終わり次第告示される予定で

ある 。

1  避 難 は し ご

ここでいう避難はしごは 、固定はしご、立てかけ

はしごおよびつり下げはしごで金属製以外のもの

であり、これらの構造、材質および強度は、つぎ

の事項に適合するものでなければならない 。

(1)  構造

ア. 避難はしごは、 図 1 に示すように 2 本以上の

縦棒、横さんおよびつり下げ具て寸花成されたもの

で? あること ，

イ. 縦棒の間隔および徽さんの! 間隔は、 図 2 に示

取付具{ 例) 取付具{例)

なすかん 自在金具

突子

図 3 図 4

エ. つ り下げはしごにあ っては 、図 4 に示すよう

に使用の際、防火対象物から 10センチメートル以

上の距離，を保有するための有効な突子を横さんの

位置ごとに設けたものであること 。

(2)  材質

ア. 縦株にあ っては、耐久性に富んだ繊維製のも

の、またはこれと同等以上 ( 木製のものを含む )

の耐久性を有するものであること 。

イ. 横さんにあ っては、金属製のもの、またはこ

れと同等以上 ( 繊維製のものを含む ) の耐久性を

有するものであること 。

ウ. つり下げ具にあ っては、鋼材またはこれと同

等以上の耐久性を有するものであること 。

(3)  強度

避難はしごは、安全に ｩｬｬ￯ｾｬｫ が行えるための強度を

有するものでなければならない 。 そのため一定の

条件で試験を行い、強度上定全なものであること 。

(4)  表示

避難はしごには 、使用者が誤りなく使用すること

ができるとともに、設置者が維持管理を行う場合

のことなども考r; i ¥し、種別、製造者名 、製造年月、

長さ、はしごの自重等を表示しなければならない 。

2  すべ り台

すように縦祢にあっては内法寸法で 30- 50センチ すべり台とは、 図 5 に示すように勾配のある直線

メートル、横さんにあ っては 25- 35センチメート 上、または 図 6 に示すようにらせん状の固定され

ルであること 。 た滑り面を使用者が滑り降りることによ って地上 .

ウ. つり下げ具は、 図 3 に示すように丸かん、フ へ避難するものをいい、これらの構造、材質およ

y ク、その他の容易にはずれない構造のものとし、 ぴ強度は 、つぎの事項に適合するものでなければ

縦棒の上端に取り付けられたものであること 。 ならない。

ーー 縦 俸

40cm以上

図 1 図 2 図 5 すべ り台

ア ン

図 6

すべ り台

(1) 構 造

ア すべり台は、底板、 jftl J . t 反、手すりその他のも

のにより構成されたものであること 。

イ. 1ま板の有効幅およ び11l1J;!，反の高さは 、それぞれ

40セ ンチメー トル以上 とし、底板の地 上高 が 1 メ

ートル以上となる部分の両側 に、高さ 60センチメ

ートル以上の手す りを設けること 。 ただし、 1則板

の高さが60センチメートル以上のものにあ っては、

手すりを設けないことができる 。

ウ. 滑り面の勾配は、 25度以上35度以下 であるこ

と。

(2) 材質

底板、側板 、手すりおよび支持音1¥は、鋼材、アル

ミニ ウム材、鉄筋コンクリート 材 またはこれと 同

等以上の耐久性を有するものであること 。

(3)  強度

すべり台は、 Jま板、 1則板および支持部に作用する

自重、; f j 't ，1在荷量 、風圧、 j也民力等に対して構造耐

力上安全なものであるとともに、一定の条件で試

験を行い、強度上安全なものである こ と。

(4)  表示

避難はしごと同様の趣旨から一定の表示をするこ

と。 ( 大阪市消防局予防部設備課 松 田 章 )

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川111川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川|川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川|川川11川11川11川11川11 |  

都市計画法開発許可申請等に係る

事 前 協 議 制 度 の 改 正一大阪府建築部開発指噂謀

従来から都市計画法開発許可申請等に際し、 |井l発者等

の手IJj更を図るため実施してきた事前協議制度について 、

このたび下記のとおり 一部改正が行われ、 11月 l 日か

ら笑施されることになりましたのでお知らせします。

記

1  ｾ ｊ ｾ 前協議古に有効期間を設けたこと 。

ｾ ｊ ｾ 前協議が 完 了し事前協議舎を受けと っ た日から原則

として l 年以内に法に基づ く申苅をしなければならな

いこと 。ただし、市街化調態区域内で行われる都市計

画法第34粂第 l 号又は同条第 8 号に係るもの ( ガソリ

ンスタ ン ド、 ドライブイ ン等) については 6 ヵ月 。

2  事前協議手続を明確にしたこと 。

開発者の手IJl 更を図るため、市街化区域における開発等

については先に市町村長と市街化調務区域における開

発等については先に知事と行うこと 。

3  事前協議出の係式を怒冊目したこと 。

機式を一昔日変更するとともに添付すべき図舎について

も明らかにしたこと 。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  
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古代建築家の話あれこれ

その 1

木村 伝 / 奈良女子大学事務局

古いものが見直されている今日此頃、たまた

ま専門 外の古い建物に関する文献を見ていま

すと、われわれ建築家の古代先設は非常に苦

労し ，活躍し、また、びっくりするほど有過

もされていたことがわかり、やたら感銘して

いる次第で 、拙文、いや、 拙話ですが御用と

お急ぎでない方は、「読者の頁」のマイクを借

用しますので、一寸立ち止って、素人から見

た古代建築家のよもやま話ですから軽い気持

ちで、耳を借していただき、御指摘なり、御

指導もいただければ大変しあわせです 。

・ 古代建築文化飛躍の導火線になった寺院

と建築家の話

皆様も先刻御 承知のように、飛鳥時代の 6 世

紀末頃の大和 国家は、文化 的にかなり後進国

でもあり、一般の住宅も「うさぎ小屋」でさ

わぐどころか、 「もぐら小屋J ( 竪穴式住居J

ですから、建てるにも専門職人の必要もなく、

建築技術らしきものも、そんなに取り立てて

いう程のものは無かったはずですね。

ところが 596年の春、日本のふるさと、とい

われている飛鳥の里に、忽然といって表現し

でも差し支えない状態で、かの有名な法興寺

(5J 1j 名飛鳥寺、後名元興寺) が「舶来文化の

殿堂」として姿をあらわしたのですから、当

時の大和国家の人びとは、さぞかし驚I挺した

ことでしょうね。

かりに、現代の日本のあちこちの方言を、ご

っちゃにして、その様子を言葉にすれば、「お

ったまげたなあ一 、 ものすごくでけぇ建物で、

赤い色まで塗ってあるでねえか J [ " 屋根の上

に、並んでいるうろこのようなものは、なん

ぞなむしJ

「かわらちゅうもんごわんど J

「まん中に、どえらく高いもので、なん重に

も屋根がある建物は、なんだんべかJ

「トウとかちゅうて、舎利といってな、もっ

たいないものを、まつつであるげなJ

Jm おみ

「ばってん、大臣蘇我馬子さまは、ほんに、

おとろしい程どでかい4径利を持っていなさる

し、金も持っていなさるよってなあ J

"・" ;.. f! 

「主任技師は外国からさなすった太良未太博

士ちゅうてな、設計や、工事中の指導もだら

けずにしやはったそうなJ

12 

読者の頁

以上 、変な 日本語になりましたが、その珍し

さ、その巨大さ、その重量感、その技術 の高

さに篤I喫したことは容易に想像が出来ます。

もちろん、この突然の技術ｾ新は、百済王か
' " のた( . ‘ ど り

ら 588年に貢として献ぜられた、寺工( 太良

λ 1:' .1， 11'<' のIl l l ' 1! 

未太以下 2 名) 、鎚盤博士( 将徳白味) 、瓦

t帥 せ .f. ，. .  .; の

博士( 麻奈文奴以下 4 名) 、画工( 白加) 、

計 8 名の設計( 模型持参) 、指導、監督によ

るものであることは、ものの本( 日本書紀、

元興寺伽藍縁起) により、はっきりしていま

すが、これらの博士たちは、まさに、文字ど

おり、日本建築文化創造に対する貢献者であ

ったわけで、すね。勿論、蘇我氏の手元で国賓

待遇を受けたことでしょう 。 反対に、それま

でに司祭的というか、呪師的に朝廷の建築を

リードしていた忌部首系の技術者は真青にな

ったことで、しょう。

. 特紐建築士? が誕生して、活躍した話

飛鳥寺着工の時から、このような寺院が今後

は重要な存在になり、数多く建設されるだろ

うと見通しをつけたのが、東 j英直一族です。

一族は諸説がありますが、 5 世紀の後半から

6 世紀のはじめにかけて、百済から渡来定着

した人びとが東淡代という復合氏族に成長し

ていた、ともいわれていますが、当時の大和

国家においてはインテ リ族であり、外国語 (i .英

語) も解していたし多方面にわたって基礎的

教養を十分具えていたわけですね。 技術関係

者も造寺の技術はなくても基礎的知識は持っ

ていた、いうなれば、少なくとも当時の数少

ない「一級建築士受験資格者J であったわけ

で、大和朝廷にあっても、手人集団として重

宝がられていたようです。

しかも、飛鳥寺建設現場に近い地域 ( 高市郡

北半分から御所市街付近に至る地帯) に住ん

でいたものですから、前記↑ 専士逮に講義? を

受けやすい立地条件もありました。従って着

工 11寺から造営に参加して、 tt 重な体験も得ら

れ、一級建築士や特級建築士 ( 大匠 ) となり、

それからの相次ぐ造寺に対して、東i葉真、西

文直ほかの渡来人氏族が奈良時代のはじめ頃

までまで独占的に大活躍するわけですね。

これら大陸文代輸入の露払い的役割を果たす

ことが出来る波来人がいなければ、古代の先

進国建築文化の l吸収 ・消化にもたつき、奈良

時代の急激な拡大発展に結びつくには、さら

に困難でなか ったかと恕{ 象されますので、こ

れら飛鳥時代の建築士群は、第 2 の貢献者と

自風先輩の傑作 『薬師寺東塔J 筆者百

言えますね。

それから、当時の生産構造ですが、前にも申

て ひ と

し上げましたとおり、手人集団の存在はあっ

ても本格的建築が出来る大工等職人がいなか

った、と言ってよい状況で、また、賃金労働

者もいるはずはなく、冬の ｊｾｉ ね ｪ 引のみに、ず

ぶのしろうとの農民が、権力により徴発( 後

には税の後役となる ) されています。数だけ

は大勢が各地( 近江や越ほか) から集められ

たようですが、いわゆる丁といわれたうごう

の衆が労働に従事したわけですから、特級建

築士である大匠の立場としては、この大 11f 労

働力を、高級建築建設の過程においての有効

駆使も重要な用務であり、総合指揮官として

の管理能力も必要があったわけです。

当時は、道具関係一つを見ましても、縦のこ

ぎりが無い時代ですから、板を造る場合でも、

桧等のくせの無い大木の柾目をくさびで告IJ っ

て、ちょうなで、はつ ぷたことでしょうし、

木材や石のような重量物を運搬するには 川 を

利用したとしても、 川 までは、そりのょっな

修維を人海作戦の人力で引 っぱるために 、 ま

た、土木工事をすることにな ったり、あれや

これやで大匠や関係者は夜まで残業して、時

には突11工事で不眠不休で ・・・ ? 。失礼しま

した 。夜は照明らしきものが無か ったの で、

明かるい時だけしか働くことが出来なか った

はずですね。 それでも、夏は 121時間、森 ・秋

は101時間、冬は 8 時間以上は実働したようで

す。以上の例だけでも、当時は、現代では想

像以上の大変な苦労をともな ったことがわか

りますね。
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波京の造営では、 ( 将作大匠 ) 荒 田井比罷夫

と記録されていますが、 ( これら波来人技術

者は、兵隊の位で言えば大将程度の待遇を…

一。 いや、この例示は、小生の年がばれま

すので伏せておいて 。) 現在の官庁組織からす

れば、建設大臣、または次官クヤスの待遇を

受けていたと想像しても、そんなに間違って

いないと思います。
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ニュース原稿 をお送り くどさい。
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田中 直人/ 附神戸ポートアイランド博覧会協会 事務局

協会では博覧会の会場建設や運営等に閲して

指針とすべき基準を定めております。

「一般規則JJ は博覧会の基本的要件を規定す

る内容をもつものです。 この「一般規則」以

上の詳細については 、表のような特別規則を

定める 梢成にな っています。建築関係では 「建

築お よび訟備 にi刻する特別規則」およびその

関連で規定する「老人身体障害者等の利用を

考慮した施設基準J i色彩 ・サイン基準Ji 広血

基準Ji 緑化基準」等があります。

「建築および設備に関する特別規制」は博覧

会の用に供する建築物、工作物およびこれら

に附帯する 設備ならびにその敷地内の造図施

設等に関する事項を定めることを目的とし 、

敷地 、建築家、建設計画の承認申請、施工お

よび監理、建築物等の材料および備法、建築

物内部の安全惜置 、建築物の防火情置、消防

用設備等、ｾｉｩ気設備および通信設備 、 ガス設

備、 給排水Wr生設備 、換気排煙および非常用

! 照明設備等、建築物等の使用、環筑保全につ

いて、出席者が遵守すべき事項を定めたもの

です。 この中でで.は、 l闘剥係法令の遵守はもちろ

んのこと隣

有機的つな が りを碓{ 保呆するための広場場1、シェ

ルタ一類、ストリートフ ァニチ ュア類に関す

る計画上の配[ & や老人 ・身体障害者等のハ ン

ディキ ャッ フ・用への配慮および緑豊かな会場

作りとするための緑化計画の推進、建設省の

建築防災計画指針に基づ く、建築物内部の安

全措置等について規定していることが特徴と

してあげられます。

「老人 ・身体障害者等の利用を考[@: した施設

基準」では博覧会施設において観覧動総を 1

以上硲保することを前徒に、誘導路、優先駐

車 スペース 、外部出入口、庭園 ・広場等の屋

外空間、廊下および通路、傾斜路、階段 、内

部出入口、展示 スペース、縦覧スペース 、飲

食スペース 、l構貿ス ペース、便所および洗面

所、エレ ベータ一、エスカレ ー タ一、公衆屯

話、カウ ンタ一、水飲探等の各項目にわたり

神戸ポート アイランド博覧会一般規則、特別規則の梅成

寸法、仕上げ、その他必要な措置を掲げてい

ます。基本的には、老人 ・身体障害者等とい

う特定の観覧者だけへの配慮てーはなくそ の配

慮、の結果すべての観覧者にと って快適な博覧

会会場となることをねら ってお ります。

「色彩、サイン基準j は観覧者にと ってわか

りやすい会場作り、快適な会場作りをめ ざし

て、必要な基本的事項を定めたものです。

色彩計画としては、博覧会の基本理念、および

テーマ ド新しい海の文化都市協の創造J にふ

さわしいシ ンボルカラーとしてマリ ンブルー

( T OY O I NK  CF5221) を、ポートアイラ

ンドの景観に ふ さわしいベーシ ックカラーと

してオフホワイト (T OY O I N K  CF5271)  

を指定しています。

文字としては、 和文字はナール D平体 l 号、

英字、数字はフーツラメデューム正体を指定

しています。その他文字 については大きさ、

ロ

…
閉園

…
固

い
回

一
回

回

~
回

一
回

…
図

…
周一

回

一
回

…

身障者マーク 銀 行 救 J並セ ンター

絵文字の一例

を設置することが義務付けられており、観覧

者にと ってわかりやすい会場作りをめ きして

おります。

「広伴 J占i.1主J は博覧会参加者が会場およびそ

の周辺で行う広告に関して必要な基準を定め、

会場景観との調和 をはかり、博覧会の円消な

運営に資することを目的とする ものです。

「緑化基準J は出席者が自己に割り当てられ

た敷地を緑化し、緑12かな会場とするために、

緑化面積、緑化方法、 jm留空間の確保、. f 11'i. J Ii

本数、地被、樹種、土境改良、支柱等 、フラ

ワーベー ス、プランタ一、 維持管理、 会期 終

了後の情誼等必要な事項に ついての基準を示

したものです。

協会では、これらの基準 をベー スに出展者 そ

の他関係者 と協議しな がら よりよい会場作り

を 目十旨し ていく方針です。

圏国圃図

点字標示や特定のロゴタイ プの扱いについて

字問、行間等についても標準を 示 しています。 改訂 日照の補償

先行 中央法脱出版隊式会社

定価 2. 800円も規定しています。

制 III IIJJ 也行政研究会

体 1& A  5 総 39 l tl

絵文字 ( ピクトグラム ) としては、別図の例 -111 年刊行した挫設省公共mJ也，品川:

の他会場内標示に必要な物を定め 、統一的に

使用していくことにな っております。

その他、各出席者のパ ビリオ ン敷地には共通

仕様によ って定められた館名、テーマ表示板

は、近年大きな社会問題とな っている日開 1!Il. 'gの問題を (I'J 伺

に解明するとと ｌ に、多くの，Ｑｉ ｆ ，［ｾ ・ Ｑ ＨＨＧＱＧ 肉慨袈と判 ｬ 例をな般し

ているが、今般内芥を一新した改訂版を刊行した.

改訂版には. 批新の判例 和解例を収対するととらに、" mll

れ ｴ ｬ ｬ Ｎ 時 Ａ日 ｬ 品作 Ｑ Ｑ Ｗ 主マニュア ｊ レなどＮ現場に役立つ資料を ｊｾｾｾ '( ・1

1こff 載している .

13 



歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 1 5 -
紙里子桂人( 大阪大学助教授 )

長瀬信義( 大阪大学大学院卒)

波辺豪秀( 大阪大学大学院生)

三 木 亨 ( 大阪大学学生)

辻 景 観 そ の 4

こ こ に 集 め た .i: J'; 例 は 前 回 の 凶 つ 辻 を ' 支 け 継 い だ も の で あ る 。 特に 辻 の 11食い

j 1 t ! い型の変化から発展して、辻がひとつの小広場となり、或いはまた地形

上 の 変 化 な ど が 加 わ って 聞 い た 荻 鋭 を 総 成 し 、 11寺 に は 彼 雑 な 形 状 を 持 つ よ

う に も な る と い う 所 を 示 そ う と し た も の で あ る 。 我 固 め 集 落 に は 広 場 と い

うものは短めて少なし、 。安 堂 の 例 は そ の 少 数 の ひ と つ で あ る 。 広 場 の 規 模

は小さいが、その( i ' I f _ 成の原理は中世ヨーロ ンパ者11市 の 広 場 と 同 様 と み た 。

ここ で は 教 会 堂 に 代 わ っ て 辻 堂 が そ の ー 附 を 占 め て い る 。 それはいつ頃、

ど の よ う に し て 出 来 た の か は 知 ら な い が 、 こ の よ う な 広 場 を 注 意 深 〈 復 元

すれば、興味深いキ古来を得ることであろう 。 そ れ に し て も 、 新 し い 建 物 な

どがなんと無雑作に広場の ｾｉ ｈ ｪＨｊＨ ｊ な魅力を ￎｊｩ￭ し ていくものであろうか。

ＱＱ 食いｪｴＮＡいｾの典型として 示した、大ヶ塚の 例も建物と辻の さ ｾ ｴ ｬ｜ Ｍ ｊ の布石の妙

を! 岳、じさせる好例であると思う 。 大 ヶ 塚 の 集 落 の 南 の 方 か ら 近 づ い て 来 る

人 は 、 村 へ の 坂 道 を 登 って FI然 と こ の 辻 に 導 か れ る 。 恐 ら く こ こ は 、 村 に

出入する人々のJ l Rに 深 〈 焼 き つ け ら れ て き た 場 所 と 言 う べ き で あ ろ う 。 ま

ち に は 、 そ の よ う な 有 意 義 な 場 所 が そ こ か し こ に あ っ て し か る べ き で あ ろ

っ。

日目

JI!‘部 ( 大ヶ塚) の南端にあり、東西 南北町逃が共に喰いi主ぃ rI:'

型になっている. 道は緩やかな勾配を持つた め、坂道を登るにつ

れて変化のある荻観の展開をみせる 。角の佑子をもっ民家が視覚

上目 立つ位訟にあリ、道の速く からも望まれる重嬰な存在にな っ

ている( 写其 a ). 

凹口

Id)  

ｲｉＺＧ型Ａ四つ ｩｴ が広場に拡大した珍しい Ｇ ｉ ｗｉｊ である 。 ｾ泌 Ｈ 安全 Ｉの伎と言っ て良いで

あろう Ｎ この形のｾｊｬ ｮ 構成は、規肢の違いはあるが、ヨーロ ッパの 中世都市 の広場

と同じ性質的むのである. 北側の角に jj二立が位置しているが、隣リの雄物が突き出

しているため、 i t 堂が見えにくくな っているのは惜しい気がする ( 写真 a ) . 農作

物の集散広場として実際に役立 って 来たも のと 思われる .

(d)  

1.) 



山田

; n のひとつが、料而にかかる寺町山門への階段とな って辻の空H l Jが大

くのびやかに l制き、 m止や山門 、山門 につながる上場、あるいはまた石

段わきの嗣立が、ひとつの世界を泣リ出している . Iti 北のj { j の脇を与の

) i へ登 って行〈、ささやかな j反i立も、 Ifli LI' 、長ｾｊｾ ・を山している Ｎ

(a)  

ｾ＠

E 園

(e) 

道が11I 1りしかも傾斜しているので景観は i上に近づく方向に応じて大きく

変わる 。辻町北側の他物が道から後退しているため、 l別肱感のある空J l IJ

とな っている . 誌の- f( j を占める土泌が強〈人的阪をひく ( 1}，l'i d ). 

(a) 

(c) 

(d) 

(b)  

(d )  

l

 

f

 

{

 

(b)  

ト L1L・1;. ，!illIW出幽園

田 園 圃 c， ｾＷｾ＠ ｾ層圏 ・・・・・・・・・
・・・・・・・・・園田・ ｾＮＮ .. o  昌 也 〓 I I 園田園・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 園田 園 町 、 ゐ己 4 $，号デa ・・・ ""' j 河 幽 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 園

(el 
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まじり文

森鴎外め「渋江: t IU斉 」 の 文 章 に は と こ ろ ど こ ろ 片 仮 名 設 さ の フ ラ ン ス 語 が ま じ る 。「渋江抽斉の誕生を語

るに当って 、 こ れ を し て 其 天 職 を 尽 さ し む る に 与 っ て 力 あ る 長 者 の ル ヴ ュ ウ を し て 見 た い と 云 つ に ・・

云々」、「 一・ー・・其第を諸邸宅のオ リア ン タ シ ヨ ン の た め に 引 合 に 出 してある ・・・ ・云々」。例えばこういうと

こ ろ は 実 に 寄 妙 で あ る 。奇 妙 と は 風 が わ り 、 不 思 議。奇 に し て 妙 な ど の 意 味 に お い て で あ る 。何 故こう

い う こ と に な る の か さ っぱ り わ か ら な い 。鴎外ほどの人、単なる気| 母、街学: でないとすれば、文体論上

必 然 に そ う で な く て は な ら な い 筈 で あ ろ う 。 文 章 は 大 正 初 期j の も の で あ る 。文 学 者 、 文 芸 評 論 家 の 説 明

が あ れ ば 知 りたいものだと思う。

し か し 考 え て み る と 、 こ う し た こ と は わ れ わ れ の ま わ り に も 数 多 く あ る 。横 文 字 ま じ り の デ ザ イ ン ( こ

れ は 日 本 語 で あ る ) と お ぼ 也 し き も の に も 出 く わ す し 、 折 衷 様 式 と い う の も あ る 。研 究 論 文 は 概 念 、 用 語

な ど の 点 で そ う な ら ざ る を 得 な い こ と も あ る 。 思 う に 、 こ れ は 混 合 の 手 法 と い う べ き も の で あ ろ う 。 政

策 の 上 で も ポ リシーミ ッ ク ス と い う の が あ る し 、経営工学の中にも紗IJ えば内製、外注ミ ッ ク ス と い う 概

念 が あ る 。 い わ ば何 か 一 つ の 語 法 、 方 針 、 や り 方 だ け を 固 守 し な い で 、 状 況 に 応 じ て い ろ い ろ と 混 ぜ 合

せ る や り 方 で あ る 。 こ れ は わ れ わ れ 日 本 人 の 得 意 の 手 法 に ち が い な い 。 さ 識 し て 活 用 す べ き か も 知 れ ぬ。

( F  .  0 )  

創 造

さる 10月 末 の 全 国 建 築 審 査 会 長 会 議 に 参 加 し 、 翌 日 皆 ん な よ り 1 11寺間早い 9 11寺 に 見 学 予 定 地 の 新 宿 新 都

心 ( い つ の 頃 か ら か 副 都 心 で な く な っている ) を 見 に 行 っ た。超高層ビノレ1詳の横を通り抜け、 N H Kに

よくでてくる新宿中央公図の入口で車を| 繰り、まず公図に入る 。

10年 の 年 月 を 粍 た 樹 林 に 野 鳥 の れ が と て も 賑 や か 。広 場 を は じ め 散 策 の た め の 道 ま で 完 全 舗 装 さ れ 、 芝

生は全く見当らなし、 。 |拘 束 ロ ー ム に よ る 挨 を さ け た の で あ ろ う 。 そ こ か ら 見 る 超 高 層 ビ l レ1洋はさすがに

圧 感 だ。

ペ デ ス ト リ ヤ ム を 通 ってヒ‘ ル鮮の一角 、 京 王 プ ラ ザ ホ テ ル の 1 階 食 堂 に は い る 。 車 道 か ら こ の 実 際 ま で 20

メ ー ト ル 余 り 、 そ の 聞 に 6 メートル程の歩道があり、 10 メ ー ト ル 余 り の 公 関 空 地 が あ る 。 クヌギ、カン

ワ 、 コ ナ ラ な ど7従業拾すかランダムに植えられ、かさこそと/ 従業の音が聞 こえそう 。 和 j恨の青ぎながし、素

足に下駄ばきの若人が散していて、武蔵野の風景が千万初j; する 。

11長村は神が翁IJ ') 、都市は人 11りが創る J といわれている 。新 宿 新 都 心 に 神 の 創 造 物 を か い ま 見 た よ う な

気 が し た 。 ( 1 .  S )  

不 易 流 行 の 説

T V で大銀行の調査部長が、 JJ 民自ili 界 に 例 を 取 ってH寺 代 の 流 れ を 語 って い た 。 その説を図式化すれば、

モードー → フ ァ ッション ー → ス タ イ ルー→ フ ォ ー マ ル て あ って 、 こ の サ イ ク ル は 比 較 的 短 い 機 で あ る 。

市 場 ア ナ リ ス ト の 見 解 で あ る か ら 、 こ の 短 い サ イ ク ル を 発 見 し て 亭 業 の 成 否 を 判 断 し 乗 り 遅 れ な い 様 に

し な さ い と い う 底 意 も う か が え た 。

建 築 家 と し て も 興 味 あ る 御 説 と 承 ったが、ただ彩、共のi ! ! : 界では、サイクルが長い様に思う 。 服飾i並 に 短

い サ イ ク ル の み を 対 象 と し て い る 一 部 建 築 ジ ャ ー ナ リ ズ ム で は 上 記 の 説 は そ の ま ま 適 用 さ れ る か も 知 れ

な い が 一 般 社 会 通 念 か ら す れ ば 、 そ う は 行 か な い 。建 築 を 審 物 、 冬 物 と か 若 者 用 、 老 年 用 と か 分 け て や

るわけにはいかなし、 。

; 建築に限らず文化一般をロングランで見て行く H寺に鋒者はいつも、芭蕉の、不易流行の説ゆヵ、頭に浮ぶ 。

この説は、東西古今を通じて、適用可能ではあるまいかと思 っ ている 。 芭ヲｾｾは実作によ っ て自らの説を

笑 証 し て い る か ら で あ る 。 ( U .  S )  

六 甲 破 砕 帯

宅地開発が平野音1)か ら 六 甲 山系 の 丘 陵 地 へ と 拡 が っていく 。 六 甲 山 系 が 断 層 に よ る 造 山活 動 に よ り 生 ま

れ た 事 実 は 若 い 頃 教 わ った よ う に 記 憶 、 し て い る が 、 現 実 に 建 物 の 計 画 設 計 上 の 障 害 物 と し て 、 建 物 の 基

礎設計の段階て‘ 断層破砕，市の制益を必要とする case が 増 え て き た 。 lvJi 砕; > > 干、破砕似の位笹は推定位置

を 敷 地 内 踏 査 す る 事 に よ り 確 か め 、 最 終 的 に ボ ー リ ン グ に よ り 地 質 の 述 続 性 を 勘 案 し て 雌 認 さ れ る が 、

「断層破砕術は断層の両側のフロ y ク の 異 な る 運 動 を 調 節 す る 11i X . 骨に相当する部分であるから常に歪み

が蓄積されていく 可 能 性 が あ る 。 自 然 は こ の よ う な 弱 い 部 分 に 常 に 崩 壊 層 を ず 寺 本 t. このようにかぶせて、

保 護 し て い る oJ ( 藤田和夫氏 近倣の活断層より) とあり、又このような場所で‘ 湖水があれば地 下 水 の

以 響 が 考 え ら れ 、 被j玉 水 の 力 が 思 わ ぬ 事 故 を も た ら す と も 言 われている 。保 護 し て い る 崩 壊 層 を 切 土 に

よ り 取 除 き 、 傷 口 を 跨 11 ¥させた場合、断層でクラ ッシ ュ さ れ た 傷 口 に 雨 水 等 がi:m‘ 留するとすれば、毛皮圧

水 に よ る 法 面 崩 壊 に つ な が る IJI- も想像される 。 地 盤 は 生 き て お り 、 地 盤 調 査 を 垂 直 ボ ー リ ン グ に よ る 標

準 ＱｾＱ 入試験、物理試験のみで簡単に片 付 ーけられない ー 而があるように思う 。 Ｈ ｆ .  T )  



財団法人 日本建築総合試験所だより

耐火・防火・風洞試験室施設紹介

平 素 は 、 当 試 験 所 を ご利 用 い た だ き 有 難 く 厚 〈 御 礼 申し

上 げ ま す。

お 蔭 i隊 で 当 試 験 所 も 関 所 以 来 梢 15年 を 経 過 い た し ま し た

が 、 こ れ H，oえ に 皆 機 方 の 深 い ご 理 解 と ご 協 力 に よ る も の

と所良一同感謝し、たしております 。

さ て 、 当 試 験 所 と い た し ま し て も 、 そ の 間 皆 様 の ご 要 望

に 添 え る べ く 試 験 施 設 の 整 備 拡 充 に 努 め て ま い り ま し た

が 、 当 所 の P R 不 足 も あ り 、 十 分 に 把 催 し て い た だ い て

いな い 商 も ご ざ い ま す の で 、 こ れ か ら 随 時 本 誌 上 を お 借

り い た し ま し て 、 各 試 験 室別 に 現 有 施 設 の 概 要 を 紹 介 い

た し た い と 思 い ま す 。

今 回 は 、 そ の 第 1 回 目 と し て 耐 火 ・防火 ・風 洞 試 験 室 を

ご 紹 介 い た し ま す 。 ご 参 考 の 上 、 今 後 と も な お 一 層 ご利

用 下 さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す。

耐 火 ・ 防 火 ・風 洞 試 験 室 施 設

本 試 験 室 は 、 そ の 名 の と お り l耐火 ・| 幼火試験施設と風綱

試 験 施 設 で 構 成 さ れ て い ま す 。

耐 火 ・| 坊火試験施設は、西日本唯一 の公 的 試 験 施 設 で あ

り、建設省および Ｇ ｾｬ 訪日本海事協会の指定試験機関として、

建 築 基 準 法 に 基 づ い た 耐 火 構 造 、 防 火 構 造 、 |坊 火 戸 、 防

火 材 料 の 認 定 の た め の 試 験 や 船 舶 の 隔 壁 な ど の 標 準 火 災

試験および種々の材料や音11材 に つ い て の 耐 火 ・| 切火性能

試 験 を 行 ってお ります 。

ま た 、 風洞試 験 施 設 は 、昭 和 52年 4 月に完成し、街ii 少 脱

型による建築物に作用するＩＡｒ ｾ 力、風圧係数および周辺気

流 の 測 定 を 行 って お り ま す。

以 下 に 各 々 の 施 設 の 性 能 お よ び 用 途 を 示 し ま す。

(1) 耐 火 ・ 防 火 試 験 施 設

性蛙およU現措 主要用量釘よ Vi ! 用現幡

炉町形状問問型渦ｬＡＮｦｒ ｾｊ ー加熱炉 控E 昔告示! l ¥創刊岡大構造的指定

加熱イI効U: 3. 0m. 内在= 1.2m のH法j

拭監体的大きさ。 H=3. 5m JIS A  1314 r組事情占部分の耐火』量

Il UJ f I 耐火炉 断面5( kmXS(km以下 H量I

100熱'1' 岨荷重量置付) I SO 

(最北古田t聞、自動定荷量聾置付) 11同組1"加熱耐火性能試唖(写真ーl 書照

炉問形状水平甲加熱炉
ー控設省告示顕湖9 { } rl耐火構造的指定

試験体的止さき W=2. 0m 
の方法j

L=3. 5- 7.0m 
.  JIS A  1314 rl ! 聾構造部骨町耐大試験

12牒床用耐火炉 組荷加熱試腫可能 {最大l∞，，，，1
B法j

' ISO.  I MCO  

EE{写・躍庄の一l2ib書-崖照f)H町耐火試験も可能

炉町ｉｩ ｾￂ :  ｫｾｾ 垂 ､ｬ 加熱炉 担訓告示事2999'fj r耐火構造的指定

加熱有効。 W=2.4m. H=2. 9m の方法」

試肱体内大与さ W孟2. 5m 。喧註古告示串2臼5号I防火構造的指定J

H孟3. 0m 控E 首告示臨倒的 Il ，瞳防火戸の貯企J

Ｑ Ｓ Ｑ 大ｾＡＧ￭ Ａｭ 耐火炉
輔自7加熱試盤可能 (舵太叩E開) 控佐官住宅局通達ー「土並胴等外雫

の指定J

J I SA 131I. J IS  A  Ｑ 却 ＲＮｊｉｓ Ｎ ｾｉＳＱＴ

JIS A  1311 

I MCO. I SO 

{写真一2書開)

t戸町町珂R 小型開由加熱炉 JIS A  1314 1堕聾構造部分町耐火話量

14レト型空用耐火炉 加然有効 W= 1. 0m.  H= I. Om 万法J

d障体的k 与さ W=I . 2m. H=I.2m [写真ー2害関)

}i. 画試験用試監体的大与さ・2il:0X2il: m I ! 軍基準法およびJISにL とづ〈 内装

15防火材料試験装置 基村試験用試験体町大きさ H軒町防火性能試腫用

4四 X4c圃 X H5c悶 (写真- 3害問)

(61朝地ガス1i 書性訳融葺置

惜蝿i 戸、 CO・CO，分析嘗置 ' I ! 軍基準法にもとづ〈内韮H軒町暗蛙

試量体町大きさ : 22cmX22cm ガス有書性試験J fl

17レト申加熱が

I i ' 町酔松崎tu式 (J ISAI315) 内装材料的畦惜性能試韓間

4腫体的k きさ 32回 X32回

Ｈ Ｘｾｾｾ 性試験加陣炉
炉の1i . f R :4，ノ yケJ ν' - +イ担ニよる JISにもとづ〈荷物材料円防貴性能試鵬用

試腫体同大きさ 3( kmX20:園

(9)商事試揖蝿

落盤式、市高 1 m- 2 m 面軍且腫m

軍捕なす聖Ikg、2kg. 3I<g、5kg、l()kg

。舵水試離装置 路加佳 12. 7<園、問先圧力1. 4kg;切 住本試量用

01)電虫マ yフル炉

炉内 f注 目3():園X5(k.
加熱式離ならびに強熱減量圃定用

最高品度lillOt

2  ) 風 洞 試 験 施 設

E責職遊 置 お よ び 檀 器 名 性 能 お よ び 規 格

( 1) 凪 ifiiJ 置主 式 エ γ フ ェ ル τ'1耽: J ¥式境界府風削

λ  ι  民 18. 51111

，l t- l: 川間 l正さ 9 "' 

J I 制 f市即I" [(l i : l .2m X l . 2 m i EJ j 形

輯，ifie 上七 1  :  5  

風 速 純 l剖 2  m/  s  - 2 0 m/ 5  (i 血 統 可 変 }

風 速 分 布 川 珪 土 1 % 以 内

f; L  流 f，在 1 % 以 内

温 風 機 55KW 軸 iJ r. i昌凪機

トラノ〈ー ス

パ ル ス モ ー タ一 肌動、 X 、 Y. Z 軸 的 作 動 お よ

U' B 軸 の 凶 転

ター ン テ ー プ ル
l([i 圭 l . l m

(2) ;lt 刷 機世話

⑧ 接・床用耐火炉

⑮大型壁用耐火炉

。小型壁用耐火炉

主 要 用

縮小快守ｾ ｾ克障による

途

1  ) 他 築 物の風 圧 係 数 測定

2  ) 挫 築 物的問立」気流町制定

3  ) 他 築 物 に f1' f l I する J且 力 削 定

熱 組 風i主 計 曹 の 位 置 持 動

十災 弓 Ｇｾｩｴｬｴ［ ｒ およ び鼠｜ ro'l J l I供役山

定 地，.a ｈ［Ｇｾ熱輯風速叶 K A N OMA X  MO D E L  21- 13 12  

ピ ト 一 行

マ ノ メ ー タ

圧 力 変 憤 時

間』品院制風述3十

JI S H; 'l } 浪 速 お よ び 風 圧 の 制 定

ゲ y チンゲン. ' ，

制 定 範 凶 土 50kg/ lll '

K A N O MA X  MO D E L  2' 1- 6 121  

.  -4三試験 室に |弘lす る お l問 い 合 せ

本 試 験室 の 業務，l[ 当 は 次 の と お リです。 遠慮なく

お! 甘い、令せください 。

日IJ 所 長 ( 主管取扱 )

正 法 院 協 三 ー本 試 験 室 全 般

耐 火 . ｾｽｪ 火材料係

m草川 Ｇｌｾ ＮＮ＠ ' ' '1''' 1装 材 料的 ガ ス 右 寄 性 試験 、 内 装

材 料の 防 火 性能 試 験

耐 火 ー防 火 締jli 係

坂 E年箔 " " -1' 1・ 4詫 . /正 . ｾｴＮ＠ 屋m等 の 耐 火 試

験、外t : ，t . IV i 火戸等の防火試験

}!It¥ il 日;J j，長

日IJ 所 長 Jlttfi 紡少悦 ｊｾｾ 実験による建築物のｽ ＡｉｄＮ 圧

係数社IrJ 定 、 建 築 物 の 周 辺 気 流 の 測

定 、 建 築 物 に 作 用 す る 風 圧 iJlt J定

エ γ フ ェル 型 吹 出式 境 界層 風 洞

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

. 本試験所 所在地 ・大阪府吹田 市藤白台 5 丁目 125番地の 8

電 話 ・大阪 (06 ) 872- 0391番 (代表 ) (干565 )  

道 JI I貢・阪急電車北千里釈よリ 北西へ約 1 km 

・大; 定分室 所在地 ・大阪市大淀区長柄西 2 丁目 1 - 18  

電 話 ・大阪 (06 ) 351ー 7217番 ( 干531)

道 }II買・阪急電車天神椴 6 丁目駅より線路沿いを 北へ約700 m

・ 堺 分 室 所在地 ・大阪府堺市浜寺石津町西 2 丁目 302の 4

電 話 ・石 津 (0722 ) 44- 3912番 ( 干592 )

道 順 ・南海電車本線石津川駅線路沿い北へ約400m

也 築 と社全/ 旧79年 12月号 17 



特 集 .

建設業の労務事情- 悪化とその打開への試み
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座 談

A

Q

玄

建 設 業 の 労 務 事 情

井 上 申 男 氏 ，大石

米海多計志氏

仲 川 英和j 氏

贋 瀬 晴 之 氏

と き 昭 和54年 8 月18 日( 土)

ところ 日本建築協会会議室

司 会 庚 瀬 晴 之 ( 竹 中 工 務l吉工事部副部長)

一大阪建設労務研究会委員長一

出席者 井上 幸男( 奥村車即車生課長)

(50rr-順) 一大阪建段労務研究会第 1 部会一

大石 巌( 鴻池組労務安全部長)

一大阪建設労務研究会副委員長一

杉浦 宏( 大成建設労務課長)

一大阪建段労務研究会第 3 部会・ E見第 4 都会一

仲川 英利( 大林組労務安全課長)

一大阪建設労務研究会第 2 部会一

米i畢多計志( 松村組労務課長)

一大阪建段労務研究会第 3 部会一

大阪建設労務研究会的構成

ー総合部会

・第 l 部 会 社 会 的 背 景 . 下m

- 第 2 部会 :l. t金、服用、募集

ー第 3 部会 経営方式、技能訓練

・第 4 部会 関西地方の労働者需給

編集委員高木嗣郎( 大林組)

度瀬 ( 司会) 建設労働事情の悪化は、最近は非常にクローズア

ップきれてきた問題だろうと思います。業界全体としてとらえてみ

ても、昨年の超大型予算を消化するために、いわゆる技能労働者の

不足、その中でとくに 言われるのが型枠とか鉄筋とか左官工のそう

いう職種が非常に逼迫してきていることです。

こういう背景を受けて、関西地方もご多分に漏れず全般的に技能労

働者が非常に逼迫すると、将来ともに懸念されるわけです。 とくに

関西地方のいわゆる建設投資は、 49年ぐら いには落ち込みましたの

ですけれど、今後本四梨僑とか、あるいは新関西空港とか、そうい

う大きなプロジェクトが組まれまして、建設労働者の議要のアンバ

ランスが当然予想されるわけで、 5 年先、 10年先を見通すと、現状

の約 10% ぐらいは不足するんではないかと言われておるわけです。

このようなところから、いろいろとご研究をなさ っておられる大阪

建設労務研究会のそれぞれの専門の方々から、各部会を通じてのご

意見をお 11[J きしまして、現状の建設労働事情問題をいろいろと探り

ながら将来志向 というものをどう進めてい ったらいいかというと こ

ろを一つのポイントとして、皆さんのご意見をお聞 きしたいと思い

ます。 まず第 2 音11会の仲川 さんにお聞きしましょうか。全体的な建

設労働者についてなぜこのように不足してきたか、将来もどうか、

ということについてー ・。

賃金、 雇用不安定・・・・・・

イ中川 第 2 部会では、 n金とか労働条件、それと雇用ー ー とくに

新卒者の募集の問題というようなことから入 っておるわけです。

それで調査では、専門工事業者さんにアンケート調査を行 って、ど

ういう問題点があるんだろうかということも調べました 。

その調査の結果から申しますと、数字的に出てきたのは、収入が不

安定である、賃金レベルが低い 、 というようなれ金関係の問題が一

番多く、つぎに作業環境が悪い 労働時聞が長い、とい ったような

ことが問題点としてあげられています。

そこで最近、先ほどからお話がございましたように、いわゆる技能

労働者の不足ということが一般的にどこでも 言われていることで、

恒常的に 問題にな ってきておるわけなのですが、これをどういうふ

うにしていくかということが今後の大きな課題なのです。 これにつ

きましては早急に解決出来るとか、あるいは特効薬的なものは実際

問題むずかしいわけなんですが そうは 言っ てお ってもなかなかの

ことなので、やはり何らかの改善の方向を見出してや っていかなけ

ればいけないというようなことにな っておるわけです。

魔瀬 建設業界では受注産業というような大きな特性を抱えて、

それぞれ必要なときに募集し、ひまになるとまた手放すということ

を繰り返してきたのですが、 とくに 48年度のオイルショ ック以後、

U ターン現象が起こり 、それが地方の公共投資と結ひ、ついて、それ

らの人たちがなかなか帰ってこない というようなことがl I J i 著にな

ってき た。 そういう中においていわゆる技能労働者というものがい ・

ままで都市下に集中してお ったものが地方に分散してしま った、と

いうような主ころから、いわゆる都市の技能労働者がより逼迫して

いるということは、私は現実にあると思うのです。それを補う 何か

がなか ったらいけないということになりますが、とくに高年齢化が

l叫ばれておりますようなそういう技能労働者に対して、もちろんこ

れは仲 川さんのお っ しゃるように賃金の問題もあるのでしょうし、

今後ともいわゆる魅力のある建設業とするためにどうしたらいいか、

いわゆる不是があるということは、即魅力がないというようなとこ

住 援 と H 会/ 凶79年 12111; ' 19 



ろにも一面結びっくわけですけれど、この辺はどうでしょうね。

イ中川 それはいつも言われておるようなことで、まあ先ほどから

の賃金の格差が少なくな ったとか、あるいは、いわゆる政府の公共

投資の拡大ということで地方にも工事が分散されて、先ほどからの

お話のように、あまり都会へ出てこなくても地元で仕事があるとい

うことが多いということで、そこでやはり新規の若年労働者をどう

しても導入してこなければいけないということ 。

それと今後の問題として、この部会で担当することにな っておりま

す賃金にからむ、いわゆる資格格付けというんですか、そういうこ

とをはっきりと方向づけをして、建設業というものが魅力のある職

場であるというふうにも っていかないといけないんじゃないか、と

いうことで、いまいろいろや っ とるわけですがね。

度 瀬 各論については後のほうでじ っ くりお話をお聞きしまして

ね。全般的に、大石さん、どうでしょう 。

条 件 の 悪 い 屋 外 労 働

大石 戦後、仕事があるときは労働者を安易に募集する、仕事が

なくな ったら解散してしまうの繰り返しで、使い っ放しということ

で、育てて使うという戦前のばんさん形式のもの、徒弟制度がなく

なってしま って、そういうことをしなくても間に合 ったらいい、の

繰り返しで、だんだんじり貧をたど っ とるのじゃないですか。それ

にもちろん屋外労働者と屋内労働者という問題で、屋外労働者とい

うのは非常に悪い環境のもとでしており優遇措置ということが講じ

られぬままで現状にきたのがこういう建設労働者が非常に逼迫して

くる一つの要因じゃなかろうかと私は思うのですけれと'i';). 。

庚瀬 屋内と屋外労働者の取り扱いというのはかなりや っぱり・ ・・

大石 それは業界自身も改ま ってこなけれは.いかんのだがー ・ー 万

博当時、官民に一緒にな って、労働者の募集ということに気持ちを

一つにしてや ってきた。国の施策としてもやはり屋外と屋内とい 7

ことはそれぞれの見方を変えて優遇措笹を講ずることが必要ですね。

やはり環境が悪いというところに、収入は少ない、不安定である、

危険である ・ーー・ 。実際ええとこなしですわ。 これじゃと っても若年

労働者をこれから募集するにしても、育成してくれというても、非

常にこれはむずかしいですね。

新 規 学 卒 者 が 入 っ て こ な い

廃瀬 いま毎年関西地方では新規学卒者が約 3 ，000人ぐらいしか

見込まれへんわけですね。 その 3 ，000人の中でブルーカラーに対し

て飛び込んでくれるという人にと っては、建設業の受けざらという

ものが非常に大きな問題にな ってくる 。 これらは先ほど言 うたよう

に、魅力がないとかあるとかいう問題に焦点がしぼられるわけです

ね。いわゆる一面、学卒者が入 ってこないというようなところ、こ

れはもちろんあるわけですが、もう 一面では、非常に大きないろい

ろと物議を醸しだしますね、雇用というような、いわゆる明縫であ

るとかないとかいうような面も、これは 一つの建設業の大きな問題

点だろうと思うのです。 この辺は井上さん 一

井上 戦後、だれもかれも高校や大学へ行き出した、中卒者がい

よいよなくな った、というようなところへも ってきて、建設業は受

注産業であり、屋外労働だと 。例をとりますと、自動車産業あたり

は厚生施設も十分で、きておる、それで環境のよい中で仕事をする、
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また、ある一定の基準を決めて計画的に仕事をやっていく、という

ことで、まあある程度、日給制のものもありましょうけれども、だ

んだんそれが月給制にな っていく、というふうなことで、いよいよ

。建設業そのものは相変わらず、仕事を取った、さあ人集めだ

と人を集め、工事が済んだら、もう終わりだ、というふうなことで、

非常に雇用問題を安易に考えておったというふうなことが、いま大

きなネ ックとして出てきておるんじゃないかと、私はそう考えてお

るんですがね。

魔瀬 雇用改善法が施行され、 51年ですから 3 年目に入ったわけ

ですが、その辺の雇用の明石在化という点についてはどうでしょうね。

大石 雇用改善法ができて、ゼネコン自身の現場へ行っても、雇

い入れ通知舎の写しまで、土木関係を主体にしてですな ある程

度のところまでは徹底してきつつあるのじゃなかろうかと思うんで

すけれどね。

米運 労働者が足らなくな ったというのは、それは確かに U ター

ン現象もあるし、地方の公共事業の発注ということもあると思いま

すけれど、建設業界は昔から、仕事はゼネコンがもろうてくる、人

聞は下請が集めてこい、と 言 うて 、労務管理は元請は全然やらなか

ったですね。 またそれが普通にな っていて、元請が労務管理の面ま

で乗りだしていかなか ったのを元請も下請も不思議にも恩わなか っ

た。だから急に建設労働者が逼迫したとか、人間を集めなければい

かんとか言 うた って、これは 一面、元請にも責任があると思います。

もちろんさ っき大石さんのお話があ ったように、官庁関係も指導不

足の商はありますけれど、これはゼネコンにも責任があると思いま

すね。

度瀬 しかしいままではそういう、労働者は下請、というような

観念でいけてたわけですけれどね、いままでは 。今後は、米i撃さん、

できないわけですからね。 そしてその中で核となるようなものはや

っぱり若年労働者ですからね。 .. .. .. 若年労働者がやめていく理由と

して、労働環境というものに非常に重きを置いておるわけです、い

わゆる屋外であるとか、重労働であるとかね。 そういう面について、

元請が確かな改普とか改良というものを加えていかなければ、若い

人もなかなか入 ってこないと思うのです。

元 請 も 二 次 以 下 の 下 請 は つ か ん で い な い

庚瀬 いま話が出てましたように雇用というような面については、

一次のいわゆる下請業者まではわりと明確化されてきてるわけです

が、 二次になると、さ っぱりその辺があいまいなことしておるとい

うような点もあるわけですからね。 その辺は井上さんどうですか、

二次以下の雇用管理というものはどう

井上 その点て¥第二次として、われわれの部会に再下請、いわ

ゆる 二次下請の雇用管理の状況を調べてみよというような大きな課

題をもら っておるんですがね、実際元詰自体は確かに 一次ぐらいま

では確実につかんで、指導も十分行き届いてるんですがね。 それ以

下が非常に問題だと思うとるのです。て¥これからの調査をどうい

うふうにしていくかと 。 まずアンケート調査もとらなければいかん、

この取るについても、ありきたりのアンケート調査ではだめだ、や

はりわれわれが二次下請のところに飛び込んでい って、ひざを突き

合わせていろいろ話をしながらアンケートを取 っていきたい、とい

うふうなことも考えておるんですがね、これからの課題として、ど

うしていこうかと思うて、いま現在

魔瀬 私たちのいままでの期待というのは、一次業者に対して指



導したらその点はすぐに 二次、 三次にまで浸透するだろうというよ

うな期待感があ ったんですが、その辺の期待感はどうでしょうね。

井上 確かに当初はそういう期待感て¥まあ一次下請を指導して

きたんですが、どうも思うようにいかん。そういう意味で、アンケ

ートを取るにしても、下の方へ飛び込んでい ってやらなければいか

んというふうな自覚はいましとるんですがね。

先ほど来、雇用管理の問題で 雇い入れ通知書の交付状況というよ

うなものも、日建速さんなり、建設業協会さんなりがお調べにな っ

ておられるんですが、これも二次、三次のあたりでどうな ってるん

だろうかと、懸念するんですけれどね。 だからその辺のところを ・・・

まあ履い入れ条件とか、1 ' ( 金紛争とか、そういうふうなものも早〈

改めていかんことには、旧態依然なことをや っとっても、どうにも

ならない 。われわれ社内でも、従来から、米 j事さんがお っ しゃ った

ように、仕事が取れた、おまえのところ人間手配せい、というよう

な状況で来ていましたからね。 その辺はやはり、われわれも二次下

請あたりの管理状況をもう一つ突 っ込んで調べて、それに合わせた

一次なりの指導もやらなければいかんと思うとるんですがね。

魔瀬 いままでわれわれは 二次以下については、一次を指導する

のに精い っぱいだ ったわけですからね、今後は二次、 三次にまでず

っ と入 っていかなければいかんと，思いますね、元請自身が。

大石 大成さんとこで一番早くから、 二次以下の承認制というこ

とで現場でや っ とられましたな 。 その結果、おたくでいまどの辺ま

で. ... 把握はしておるが、どの辺まで指導されておるかですな。

下 請 申 請 制 度 一 大 成

度瀬 雇用改善法が施行されてから、各作業所でも雇用管理報告

書がそれぞれ出とりますし、その辺の報告がどの辺まで行われてお

るかということですね。

杉浦 建設業は受注産業という構造的な性格を持 っておるわけで

す。受注産業であるということは、重層下315制度というものが避け

られない構造にな っておるわけですね。 したが って、 二次下翁以下

をどう把握するかということが大きな謀題になり、いまそれが論議

されているわけですが、それで私ども、 二次下諮以下の指導は一次

下請がやる、 一次下請を通じてそういう指導をするという、いま皆

さん方がお話しておられることと同じ方式でや っております。 それ

で一つは 、雇用改普ー法の第 8 条| 剥係ですか、重層下請の把混という

ことで様式を決めて、それを 一 次は二次を申請し 、二次は三次を報

告する、それを 一次下請を通じて当社へ提出するようにな っている

んです。それに闘しましては、私ども労務課として労務ノ マトロール

をや って、現場へ行きまして、その提出状況をチェ ックしています。

ところが、いわば常連の協同組合の組合員である下請さんの場合は、

それがよく実行されているんですけれども、仕上関係にな ってくる

と、どうしても笑行されている度合いがやはり ｳ ｊｾＢ 、ですね 。 という

のは、郵送してくるでしょっ、郵送してきて、ここは間違いだから 、

ここは記入されていないから直してくれということをいうわけです

が、そうするとすでに郵送してあるし、向こうも忙しいものだから、

ついこないわけですな 。で結局第 l 固に郵送されてきたものがもう

そのままとじられている 。現場の方もそれにば っかりかかり っきり

で、電話をしたりヤイヤイ文句をい ったりするわけにもいきません

から、もうつぎのことをや っていかなければいかんわけですから 、

結局そのままの状態で、形式的に書類が送り込まれて 、 ミスがあれ

ば、ミスがあ ったなりにな っているというものも、ときおり見かけ

ることもありますね。

企 業 体 質 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 指 導 援 助 か 育 成 強 化 か

杉浦 それから 3 部会のテーマにも入 ってくるんですが、これは

二次下請以降をどう把握するか、どう指導するかという問題ですヵ、

まず、一次下請の企業体質がし っかりしてなけれぽ、いけないと思

うのです。一次下請自身カサ唱し、企業体質であるならば、たとえば自

分ところがあしたこの一千万の手形をどうや って混とそうかとい っ

ているような経営状態の一次下請さんが、 二次下請の指導をうまく

できるはずがなし、。 また、いい二次下請もうまく使えるはずヵ、ない

ですね。みんな散 ってしまいますからね。

ではどうや って充実さすかということですが、これはやはり元誌と

して 一次下前さんを、どこへも金を出すわけにいかないんですから、

優秀な、自助努力をや っているそういう下請さんに対しては選別し

て金を出して、そして育てなければいかんと思う のです。育成強化

て" すね。で育成強化された 一次下請さんは、必ず直用の従業貝に対

しても 、 もちろん労務管理は徹底していくでしょうし 、いい管理が

なされるでしょうし、 二次下請以降に対しでも也.理が行き届くと思

います。 ですから何とい っても元請のこれか らの課題としては 、一

次下請の体質強化、育成、私はこの一言に尽きると思います。受 注

産業て、あるとか最低入札制度であるとか、いろいろと構造的なむず

かしい問題がありますが、そればかり 言っ た って前へ進みませんか

ら、また現在の控設業界としてはそれを受け入れて進んでいるので

すから、それは、また別の機会に倹討することとして、元詰として

は一次下請の育成値化にカを入れなければいかんと思います。

ヨ一口ツノ〈では. .  

大石 古い話ですが、われわれは前にヨーロ ッパへ行 っていろい

ろ現場を見たんです。 クレー ンの運転にしろ、有資格者の問題、い

ろんな問題があるんですね。セ。ネコンさんにどういうふうに教育す

るのかとい ったら、いや、あれは専門の業者が、それぞれ事業主が

やることで、われわれの知 ったことじゃない、そういうゼネコ ンさ

んの答が返 ってくるわけですよ 。 それで自分ところのクレーンの運

転手は自分ところで教育をしておる、しかし専門の工事業者のもの

は私は知らない、と 。 しかし、その専門工事業者のほうへ聞いたら、

いや 、 自分ところのは自分ところで訓練してます、そういう資絡も

取らせてます、という答が専門工卒業者から返 ってくるわけです。

日本の場合はほとんどが元詰責任、どれもこれもが元詰責任、と 。

また" 指導援助 " という 言葉が非常に多いわけですが、指導援助と

いうところにあいまいな点があ って、育成強化という 言葉はどこに

も出てこないわけです。指導援助でみんな終わ ってしま ってるわけ

です。法律的にい っても指導援助ですわ。

まあ建設業法からい っても安全衛生法からい っても、皆元詰責任、

元37i 資任にな ってしまいますが、そういうことで、一次、 二次を指

導しなさいとい っても、みんなゼネコンにかか って来るわけですね。

その辺、セーネコンとしても、 二次 三次までのやつは 、教育はでき

ないということで、やらなか ったらやらなか ったで、問題が起きた

らまた元詰責任で来るわけです。 どれもこれも元請責任で来るから、

何か問題が起きたときには元請が責任をとればいいじゃないかとい

うような、安易なところに孫ち務くわけです。 もう少し卒業主に対
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する責任ということを考えていかないと、どうもあいまいなままで

いっとるような感じがしてしょうがないんですがね。

元 請 責 任 、 行 政 責 任

度瀬 元請責任というのが叫ばれておるのは、とくに私は建設業

が値いと思うのです。元請責任というものの言葉をひ っくり返した

ら、それだけ体質というものが弱体であるということ、いわゆる当

事者能力は下請業者には少ないんだ、そういうような意味もあるわ

けですね、一面では 。だから杉浦さんがお っしゃるような体質強化

ということは、そういう体質強化をすることによ って元詰責任も消

えてくるし、あるいは労働事情もかなり述 った方向に・・ … ー。

大石 それは行政と業界とが一体にな ってそういうことを考えて

もいかないと、やはり官民が一体にな ってやらないと、建設業界の

問題は解決しない問題が … - 。

自分とこの子供でさえ癖が直らんのと 一緒で、癖を直すためには 、

やはり相当強い薬も飲まなければいかんというような、そういうこ

とをこの際考えていかないと、いまの指導援助一点張りでいくとい

うことは、ちょ っとあいまいな点があり過ぎて、うまくいかんのじ

ゃなかろうか、という! 惑じがするんですがね。

杉浦 いまの下請業者の体質というのは、普からの伝統的なもの

がいまだに多〈残っていると思うのです。 それはどういうものかと

いいますと、元詰べ ったりという考え方ですね。要するにおんぶに

だっこで、それでず っときたわけです。高度成長時代はそれでもよ

か ったわけです。 しかし、この体質がいまなお抜けないところがか

なりあると思うのです。下請企業は専門工事業者として一つの企業

である、だから経営者として、自分の企業は、 一応元請の指導方針

というものはありますが、それに沿 って自分の企業はこう生きるん

だという、そういう考え方の絞営者というのは私はまだ少ないと思

います。いままでの歴史からい って、なかなか生まれにくいわけで

す。名義人という 言葉がありますが、この名義人という 言葉が、い

わゆるおんぶにだ つこというものと同義語だと思います。だから自

分の企業でこういう新しい試みをする、元諮に依存しないで自分の

ところで新しい企画をやるということは、なかなかやらないと恩う

のです。

労 務 管 理 と 財 務 経 理 は 一 体

鹿瀬 労務管理というと、その反対に、その企業の財務体質と密

着した何かがあるわけでbすね。要は、どちらも独立では進めない。

や っぱり二人三脚で進まないといかんわけですからね。われわれが

労働問題をいろいろと議論する場合にも、やはりそれぞれの企業の

体質それ自体が大いにかかわ ってくると思います。たとえば一つの

保険料を掛けなさいというても、それにマ ッチしたような体質でな

ければ、掛けたくても掛けられないというようなこともあるわけで

すね。現状を見渡して、 一般的にその辺の財務体質いうんですか、

そういう点はどうて。しょうね。

杉浦 この聞の調査を見ましても、日本を代表する大手 17社の元

請、ゼネコンの、そのゼネコンが推薦した下請さんが 270社集ま っ

たわけですが、その人たちのいわゆる財務体質に関するあの実態調

査に対する回答が、かなりよくできてるところもありますけれど、

まったくいいかげんなものが多いということ 。あれを書いたのはお
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そらく経営者か、もしくは会計の人だと思うのですが、そういう人

たちがつく っているにもかかわらず、内容を理解してなくて、ずい

ぶんいいかげんな答が出て、しかも全体を集計してみると、全くと

んちんかんな、こんなことじゃ企業が成り立たないんじゃないかと

いうような答が出ているわけです。 もうとうに倒産してしま ってい

るというような答が l か所のみならず 2 か所も 3 か所も出ていると

いうことは、そういう財務経理に関する関心というものが非常に薄

いと思うのです。

また、財務経理に対する関心を持 って、それに対して勉強しなさい、

ということは、最近ようやくこのオイルショ ック後、不況が長号| い

てきて、企業体質が云々されてから 言われたわけですから、そうい

う意味では歴史が新しいと思うのです、下請企業に対して。セ・ネコ

ンは昔からそれは 言っ てはきてましたが、しかし下請企業に対して

本腰を入れて言われたのはごく紋近の話だと思うのです。そこらに

もわれわれとしてはも っと早くからそういう指導をしてなければい

けなかった反省はあります。経営者としていろんな企業努力をする

経営者意識ですな、そうい ったものをも っと早〈地えつけなければ

いけなか ったわけですが、しかしそれはもう済んだことでしょっが

ないので、これからはそういう意味での財務経理の知識と関心を持

たせることを私はセ' ネコ ンとしてカを入れなければいけないと思い

ますね。

度瀬 とくに目に ついた点を 二、三あげていただいたらどういう

点ですか。

ニ の 会 社 は つ ぶ れ て い る は ず ・ ・ ・ ・ . .  

杉浦 いま廃 i頼さんからお 話がありました財務経理に関する知識

が非常に之しいとい う一つの例をあげますと、 Ul 益分岐点に対する

解釈ですね、損益分岐点とい うものは一体何であるかとい うことに

対する認識というも のが全然ないとい うことですね。

たとえば、左官の A クラスグループを見ますと、損益分 11皮点が、

121.29% というわけです。 これはもう倒産ですな 。それから B クラ

スグループが、 149. 77% 、これはもうむちゃくちゃです。 ところが、

工事の原価率を見ますと、 A クラスが 90. 13% 、つまり 9 割lが原価

で、あと l 寄lが荒利ということにな っているわけですから、決して

もうか つてない… ・・そんな、倒産するような状態 じゃ ないと思 うの

です。

それから A クラスの流動比率や固定比率を見ましても、流動比率が、

100% 以上が53. 9% 、つまり半分以上が流動比率が非常にいい状態

なんです。で、固定比率が、 100% 以下。つまりそれが好ましい状態

なんで、それが、 63. 9%0 Ｖｾｾｊ 以上が固定比率も好ましい状態であ

る、流動比率も半分以上が好ましい状態である、であるにもかかわ

らず煩益分岐点の岐点が121. 29、12i'11]だと 。

こういうことでは、まるきり行i主主分岐点ということに対する知識が

ないということですね。 どれだけの仕事を毎月取 っていれば自分の

! ところは経営が成り立つのか、たとえば 3 千万なら 3 千万毎月仕事1

があればわれわれはもう・かるんだ、 3 千万円以下になれば固定経費

がかか って赤字になるんだ、だから 3 千万以上を目指して工事の入

手を、営業的に努力その他を1 fxねて 3 千万円以上の仕事を取らなけ

ればいかん、月々消化していかなければいかん、と 。そういうこと

ですからね、損益分岐点とい うのは 。つまり企業としての経営方針

というか、営業方針というか、そうい ったものが立 つてないという

ことが言えると思う のです。



f中川 先ほど釆お話が出ましたけれど、故近、まだ一宮I1かもわか

らんのですが、そういう専門工事業者さんの中でも大分自党といい

ますか、そういう企業者としての将来ということを見越して、いろ

いろと企業のあり方ということを考えておる人もいるようです。

指導とか育成ということはどうしても限度がありますので、全部そ

ういくとし、うわけにいかんので、後は各業者さんの自党ということ

がどうしても要求されると思うのですが、その辺が大分最近は変わ

ってきているのではないかと思います。やはり元詰と下請というの

は運命共同体的なものなんで、おE いが持ちつ持たれつでや ってい

くわけですから、お互いが協力して建設産業の発展ということを目

指さなければならないということが今後の問題ではあるわけです心。

井上 しかし、その辺で問題にな ってくるのが、やはり元前 l 社

におんぶして専属でいくか、各社の仕事をもらうかというところと、

やはり元前各社も育成していくには、各社が努力して平準発注を Jf

えてやらなければいかん、というようなことになるんじゃないでし

ょっカ‘ 。

杉浦 結局お んぶにだ つこという形が出てると思うのです。元請

から与えられる仕事が自分らの仕 '1 1 - だ、だから元請の仕事が少な く

なったからわれわれは赤字を出したんだと、こういう J 号え方が袋に

物語っていると思うのです。 A クラスをたとえて 言 えば、大成の仕

事が少なくな ったら、じゃ奥村さんへ行 って仕事をもら ってくる、

頭を下げてそして仕事をいただいてくる、鴻池さんへ行っていただ

いてくるという、こういう営業努力が乏しいということを物語って

いるのじゃないかと思うのです。

井上 だから元請が工・J';. を入手するのと同じような態度でや っぱ

りやらなければいかんということですね。一つの企業にだけがんば

っている必要はないんだから 。

大石 J，'ll"l 工 'J';. 業者自身がそういう傾向をたどるとすれば、いわ

ゆる欧米先進国並みのような形態をたど って、いわゆる元前系列か

らf余々にはずれていくような{ 頃向をたどらざるを得; ないとい うこと

になりますな 。

杉浦 それは今年の春に建設省と、建設振興基金でも って専門工

事業者の経営指針というものをつくりましたでしょう 。先日は、鉄

筋型枠大工と仕上げと、 3 ｾ政般に対して経常指針をつくりましたで

すね、で私は恕枠大工の説明会のときに IlfJ し、てたんですけれども、

あれによりますとやはり 1 社に依存するのは 30% 以下でなければな

らないということを 言っ てますね。つまり ，建設省は、 7 割以上は営

業努力を重ねてよそのゼネコ ンさんから仕 'J';. を取りなさい、で 1 社

に依存するのは 30% 以下にしなさいとい うことを指導しているのと

同じだと私は思うのです、 30% という率には私は問題があるとは思

いますが

大石 それによ って専門工 'J'; 業者をは っきりしたものに育成しよ

うというようなね。 それと、いままでわれわれの元諮系列という考

え方を若干変えていく方向を見出 してこんとちょ っと いま、混

乱しているような状態と迷いますか。

杉浦 まあ経営努力も重ねていけば、白然にそうな っていくんじ

ゃないでしょうか。

米運 ところがその経営努力と 言 うても、さきほとe 杉浦さんの説

明にもあ ったように、まあチ ャランポラ ンとまではいかんでも、ど

んぶり勘定でもいけているということて‘すわ 。そうするとや っぱり

財務体質より労務管理に手をつけるほうが先決問題じゃないかと私

は思うのです。

大石 しかし万博当時、直用でや っとるようなところで、あの当

時、優等生的な労務官理をや ってた F 建設はつぶれましたな 。ゃ っ

ばり経費がもたないんだな 。 そういう育成強化というところに若干

問題がね。や っぱり息切れするわけですな。財務体質と合わないわ

けですわ。 で財務体質と労務体質といつものが一体にな ったところ

は健全にし、くわけですが、ある時期には、そういう正規なルートで

ゃんなさい、ゃんなさいということで、そいつに感化されて直用工

をふやしたところは、いま身経経営でそれを政してしまった 。財務

体質だけに集中してしま ってもうまくいかん。や っぱり労務管理と

両面から歩くような方向づけにしていかないとですな ーー

杉浦 ただ言 えることは、企業体質が、つまり財務体質が強くな

いと、作業員に対して、高い H 金が出せないということですね。財

務体質のし っかりしたところは高 L 、託金が出せる、また常用下請に

対してもいい単価が出せるということです。 そうすると、いい代金

が出せるからいい職人が集ま ってくる、また常用下請に対しでも、

いい常用下請が固定する、定着するということになりますね。 そう

すると仕事は生産性が上がりますから、逆に安くていい仕事がしか

も早くできると 。 こういう形にな っていくと思うのです。

安 物 買 い の 銭 失 い ・ ・ ・ 建 築 主 に は ね か え り

廃瀬 それぞれ悪循環をしているわけですな ( 笑い )。

杉浦 いまは逆なんですな。 元請は厳しい環境下にあ って、発注

単価がどうしても渋くなりがちになる 。だから下請業者は経営状態

は楽ではない、したが って職人に対していい単価を出さない、また

二次下請に対して厳しい単価を出す。結果として、いい職人がよRま

らないしまた外部からも入 ってこない、さらに若手技能工が入 って

こないということですな。 で、だんだんわれわれがやる仕事の単価

が向くな って、しかも遅くな って、品質が惑いものができつつある、

と。

井上 そうするといい仕事を取 って 、や っぱリ購買からいい単価

をやらないかんということですな。

下 請 の 体 質 強 化 育 成 が ポ イ ン ト

杉浦 そういう理屈は皆わか ってると思いますよ、それをいつ実

行するかということだと思うのです。そして下請企業の体質を強化

することにどこが早〈手をつけるかということだと私は思うのです。

営業面の充実というものは、各社み んなーや っ とると思うのです。 ど

こだ って、営業、営業でいま力を入れてますからね。技術開発だ っ

て、大手は皆技術開発に力を入れてや ってると思うのです。 これは

多少の差はあ っても皆同じだと，思うのです。 ところが下請の企業体

質強化だけはあまりや ってないんじゃないかと思うのです。 ここが

これからの元諮問の企業格差のポイ ン トになると私は思いますね。

そういう意味で、竹中さんが今度技能工の資特問題を取り上げられ、

実際に金を出して踏み切られたということは、私はそういう意味で

は業界としてもお手本にしなければいけない問題だと思いますね。

大石 いまの竹中さんなら竹中さんでやられてこういうことをや

るということについては、ある紅! 変公開して業界全体がや っていく

と、それによ って地についてくるわけですね。そういうことがどう

もね・ ・・・ ・。

米; 畢 業界が一体になりにくいというネ ックもあるけれども、会

社の中で労務課とか安全課だけが法律や規則の解釈だけしと ったん

では、具合悪いでしょうな 。下請に直接関係の深い蹴寅課あたりが
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カをかしてくれんことにはね。購買諜というのは法律や規則の大切

とよのはわか っていても、仕事に間に合わせる能力があるか、値段が

合うかに重点をおいて契約するだけですからね。

大石 どこの会社でも、新年度に入 ったら、米年の受注目僚はし、

くらと決めてかかるわけですが、それに対しての労務管理的な面は

目標をあんまり ，，- { ; 本になっての目燃はなかなか決めないですか

らな 。 まあ安全問題については、大なり小なり、どこの会社でも年

聞の目燃というものを一応たてて、今年はこういう目標でいこうじ

ゃないかと 、一つの目線を定めてくるわけですが、労務的な目標と

いうやつがどうも皆は っきりしない 。

労 務 屋 だ け で で き る 問 題 で は な い

廃 瀬 現下の建設労働問題については問題点がたくさんあると思

うのです。 そういう問題点の中で終理をして、まず第一点として、

先ほど米からいろいろと出ておりますように、下前の雇用管理とい

うものについての問題点と、今後のあるべき姿というんですか、こ

の辺は井上さんどう思われますか 。

井上 むずかしいなあ 。簡単にいくものなら、もうとつくの昔に

できておる、というような感じもしますね。私は、いまも話に出ま

したけれど、この問題は労務だけの問題じゃないと思うのですよ 。

やはり処築の第一線の現場の所長、それカ、ひいてはそれから上へ上

が ってきて本部長まで、それからいわゆる購買| 剥係、これらが寄り

まして、ある紅j交の妥協点を山してi 1 主まなければいかんと思います

ね。 だから従米の与え方のように、労務課長にまかしといたらいい

とか 、現場の労務屋がやるじゃないか、というようなことでは、雇

用住・理の lfii もがj へ進まんと思いますね。やはり金を濯 っている購買

あたりとか、金を従 っている現場の所長がやはり第一線で雇用告・理

の問題を、ひいてはこれは人間問題ですから、や っぱりええ人間が

よるかよらんかというような問題は、この ill にかか ってくるわけで

すから、私は今後の労務問題は 、一労務出の 1; だけではなく、や っ

ぱり社長はじめ社内の各部門が協議して rjij へ進めんと、前へは行か

んと思いますね。

杉浦 それは私は質成です。今年の i，' i' 7 ] ( 挫設さんの社長の年頭の

併を比ますと、は っ きりと、営業の強化、技術の開発、そして下請

対策と、この三つをあげておられるんです。五つの問題をあげてお

られたが、ナンバー ・ツーがこの下請対策なんですよ 。下訪対策が

これからの経常問題の重要課題て' あるということを言 っておられる

わけでして、私はいまこれが単に労務者1¥とか労務屋の仕事であると

いうことを、もし経営者の11で思 っておられるとするならば 、私は

取り残されていくと思いますな 。 これは経営問題として企業の一つ

の大きな基本方針の中に入れて進んでいかなければならぬ問題だと

思いますね。

魔瀬 今後とも技能者不足というものがIUI ばれる中において、門

社の優禿な労働者で仕 'J'. をii'i 化したいというのは、どこのセ‘ ネコン

でもあるわけですね。 となりますと、いままで話が出ておりました

ように、下前の企業体質に対してどれだけ足前が援助するか、と 。

そういう tt:Jl 7J するか、指導するか、あるいは強化するかというよう

な内容は 、私は金を出していかなければいかんと思いますね。 金を

I J ¥していくということは、今後ますます縦の系列の強化につなが っ

ていくんではないかと 。だからいままではいわゆる労務管理とい っ

たら、金はさほど安らなか った。 いわゆる下請が全部調達しと った

わけですからね。 まあ今後は元ぷi も、やはり金もかかるし手間もか
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かるし、いろいろな問題に対してや っぱり手を差し伸べていかんと、

それぞれ優秀な労働者というものは佐保できないと思いますな 。 こ

の辺が雇用管理の一つの大きなポイントになると思います。

杉浦 企業努力を重ねている下請業者に対しては会社も現実に金

を出して助成するということです九。

それからもう一つは計画発注ですな 。やはりそういう企業努力を重

ねている基幹の下請業者に対しては、やはり安定した工事の発注と

いうことをやらなければいけないと思うのです。 これは元前jfllJ に要

求されることだと思うのです 。 で後の一つは、私は下請業者にもあ

ると思うのですよ 。 ぞれは、いわゆるわれわれは元詰業者の仕事で

飯を食ってるんだからということで、その元請業者にべったりでは

いけないと思う 。やはり自分で長期的な経営計画というものをたて

て、それに沿って企業努力を重ねていかなければいかんと思う 。 そ

ういうものをやっていかないから、来手技能工も定着しないと思う

のですよ 。 そもそも会社の方針というものが決まってないんですか

らね、フラフラしていたら、私の将来は一体どうなるのかというこ

とを、若手の技能工は A 号えると思うのですよ 。

大石 私、 14、 5 年前になるんですが、大阪の労研として北海道

の労働事怖を ーぺん研究してみたらどうかということで、当時の松

村会長が北海道まで行 ってみんかということで、行ったわけです。

その当時の北海道の専門工‘ J'; 業者が、まあ比較的いいところばっか

りが米ておるわけですが、北海道ではお正月にゼネコンの社長のと

ころへあいさつに行きますわね。 まず lt対刀の言葉が、今年はどのく

らいの工事誌があるか、ないか、と 。 そうすると、去年は君んとこ

100人なら 100人ということでや ってきたが、今年はちょ っ と忙しい

から 150人ぐらいの人間を機保してくれ、というのが正月のあいさ

つだそうですよ 。 それから今度は 2 月、 3 月にかけて地方から募集

してくるわけですが、そうすると 150人の労働者をセ' ネコンとして

消化するだけの仕 'J... を与えるわけなんですわ。

廃 瀬 第 2 ，' えとして、 f' i ' 川さん、学校求人の問題と将米志向とい

うのはどうでしょう i d. o

イ中川 そうですね、 t学校ボ人、学卒者の抹用というのは、結局受

けざら. がし っかりしないといけなし、 。 その受けざらとは何かという

ことになるわけですが、まあ訓糾: を実施しておる、あるいは訓似を

笑泊しておらなくても、まあ企業としてそういう労務官・. @_ の方式が

雌立されて、やはり恭い人に将米の希望を与えられるような労務管

思万式をと っているところ、ということになるんでしょうか。先ほ

とヤf 中さんでも笑砲されておるということが出ているんですけれど

も、資絡絡付けというか、そういうことでやはり労務管理の内容を

は っきりさせる 。

それから li 止初に申し上げましたように、報告では、収入が不安定で

あるとか、そういうれ金関係の間経jが多いわけですが、それは人聞

のことですから、何でも n令が多ければいいということは、それは

だれでもそうなんでしょうけれど、それには限度があるということ

で、やはり皆が納得できるようなれ金の決め方をしなければいけな

いんじゃないか、それはどういうふうにするかということが結局今

後の研究課題にどうしてもな ってくるんじゃないかと思いますがね。

努 力 す れ ば 人 は 集 ま る

廃 瀬 訓紛l の問題が :L¥ましたが、杉浦さん、どうでしょうか。

杉浦 これは恭年労働の他保の問題とあわせていいですか?

私は処設業界に若手技能工が入 ってこないというのは、これは専門



工事業将の努力も足りないということが弓えると思うのです。:EJl.に

鉄筋の ｦｊ ，Ｚ ｵ 車工ｾＩＵ Tfi さんとか 117山工業さんとか、またこのr : ¥J 、大林さ

んで東京山岡往設さんが新規高卒者をｾめましたけれども、定貝が

すぐにｾま ったと。当 社の北口工務底にしましても福井佳設にして

も、予定している人聞が必ず集まるわけです 。 10人なら 10人ノ '::'/と

集まるわけです。 そして定着もいいということは、これはやはりそ

こに問題があると思うのです。 どうせ下31i 業者には新規高卒者なん

かこないんだというあきらめが強いということと、それから 11 1態依

然とした企業体質でそして新規高卒者を受け入れようとした って、

これは入 ってこないと 思うのです 。 さっき汚いました佐必工務府さ

んにしても、いろんな企業努力を重ねているわけです。 それを冶導

されたコンサルタントの先生に聞いたことがあるんですけれども、

かなりの経常の改革をやってますな 。そういう企業努力を重ねてい

るからこそ、若手の予定した人員が集まり、また、そしてそれが定

着しているという結栄にな って いると思う のです。

それで今後の経営・努力として巧えなければならないのは、そういう

養成訓練だと思うのです。やはり企業がまじめに努力を重ねて訓練

をやるという姿勢をとるならば、その経営万針に秘は 1t 成して人が

集まってくると思います 。 岩手の技能工がｾまってくると思います 。

じゃ、その主主成訓練ですが、ー下請企業がそれをやろうた って、こ

れはなかなかできないと思うのです。似体のらq"J 二工事業者は得制11 な

企業が多いのですから、ヰ主制! な業者に何行万、何千万も年II¥Jかかる

ようなそういう企業努力を求めたって、これは無理だと思う 。やは

りその税企業である元治会社が、それに対して 7J をかさなければい

けなし、 。力をかすということは、やはり金を山すということです。

そしてイ ｔ 形無形の力の出し方があると思うのです 。 工 Ｇｊｾ を計画発注

するとか、必附i を派遣するとか 、また現実に令を 1:1- ' . してやるとか、

いろいろあろうかと思し、ますが そういうことをしてやっぱり育て

てやらなければいけないと思うのです。 そういう ic約の強力な抜助

というものが必要になってくると思います 。

そして元治系列でそうい ったものができ上が った段階で、今度のア

ンケートにもあるように、業界のものとして 一 本にまとめるという

ことが必袋じゃないかと広は思います。

というのは、業界で初めからそういう主主成訓練が必要だからという

ことで訓練校をつく ってしまうと、評論家ば っかり多くて、紡局 I止

をづ| っ似る場合が多〈、責任の所イEが明石化でないということになり

かねませんね、オミし、人はＺｪ ｬ］Ｇ ，ｾ｜Ｎにデリケートです 。 企業でや っ ている

場合にはどうしても企業生命を賭けてやりますから、そのＨｾ脅 ｉｊ さは、

細かい l而まで配慮が行き原くと思いますね。 ここで 一 人やめられた

ら大変な机与になるわけですから、そうするといろんな企業努力を

重ねると思うのです。

そうい った立 IW. において 、そういう背労、知識などをや'r 社かがそれ

ぞれの経験を踏まえた段階で発展的に解消して一つのものにまとめ

るということが必要じゃないかと思います。

資格をとっても食えないのでは. . . • 

魔 瀬 給付け、資給制度については米深さんどうでしょうか。

米漂 -t'foイナけ、 ft 給制度は、 n金と の} 止令いでし ょうなあ。いく

ら資絡がとれ、絡付けを与えてや っても、それに1 ' ( 令がついていか

んと、 どうしてもねえ ・・・・・・ たとえば型枠にした って足場ーの占任者に

した って 、 ｦｴ 絡があ っ てもなくても仕Ｇ Ａ ｾはや っ ていけるんですから

ね。 まあ ;[:111

1

1の主ji.fi 固という l而もあるだろうとは思います。

廉 瀬 安全なんかでいろいろと資格を与えてますわね、そうする

と、資絡を与えたそういう人たちが現場で実際に資料通りし、ろいろ

と役目を来たしているかとい ったら、私は、これに対してはノーと

終えさるを科んのと i主うかと 。いわゆるペー パードライパーみ たい

な感じで。右、はそういうところを見ると、もう少しあの人たちが笑

際に狩った内符を現場で生かしてもらうならば、災害というものは

もっ と減ってくると思うのです。 そういう l釘についての見返りとい

うものは何かとい ったら、それらに対して代金というもの、あるい

は 'tt絡というものをきち っ とするということによ って初めて、そう

いう資怖の内科が生かされてくると思うのです。

となりますと、，ill 設業では一つの取り組み方としては、いままで一

人出て何人 . . その内容があ っても 必ずt ] ¥[{IJ は一人しかっかんわ

けですからね 、その辺の l攻tF というものを将米ともに巧えていかな

ければ・ 。

米漂 鉄筋工にした って、五倍卜の資格を取らそうというぐらいの

職人は、ほかの一般の人とは追うわけですね。ですから、この tl¥J も

ハトロールに行くと、王位卜の 'tHf oを持っておるのはその 中におるん

ですが、 ft -t'foを持 っておるのが、鉄筋を結束して組んどるわけです

わ。ft 絡のない、ぽんさんみたいなものが五掛して鉄筋をトラ ック

からおろしているのです。 まあそんな例もありますしね。下前の立

識やと思います。

杉浦 いま 一級、二級の 技能 t のi ! JI!J . J ! がほとんど終消 (I(J な袋つ‘け、

つまり f Hn制度に結びついていないのです。 ところが職人の 111J では

やはり一級技能 1: とか二級技能士の資絡を取るということヵ、魅力な

んです。 l王| 家が与えた資絡なんですから、これがやがて生きてくる

だろうと、こういう ml 待カずあるようですね。 そういう期待! 必カずあ っ

て、現実には続出的以つ' けはないけれども、とろうという巧えが強

いようです 。

それぞ、れの立場で努力しよう

庚 瀬 いろいろと皆さん万からご意見をちょうだいしましたんで

すが、，建設労働問題というのは、とくにこの技能者不足の J，! ; 訓とい

うものは今後ますます逼迫の度合いを高めていくということは、こ

れは疑う余地のない内容だろうと思います。 それぞれし、ま問題点が

山ました内容について、元前、下請が一致協力して当たらなければ、

この問題は解消しないと思います。 そういうためにも、今後ともに

お互いにそれぞれの立場、持ち場というんですか、下請は下前の立

場、元訟は元a.nの立場として笑| 療にいま何に予をつける、いわゆる

できるところからまず手をつけてし、〈、というようなところが 、こ

ういう技能者の逼 J. Qに対して A北大の解決策じゃないかと私は思いま

す。本日はどうもありがとうございました 。

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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各論一 工事 における打開への試み

躯 体 工 養 成

杉 浦 宏 ・ 北 口 自 治

躯 体 工 養 成 の 必 要 性 と 元 請 の 姿 勢

わが国 G N Pの20% を占める建設投資額、さ らに建設労働者数に

おいても 全労働者の 10 %を占めているなど、われわれ建設業界は、

基幹産業としてわが国経済や雇用問題に対し重大な ;;i 3- 響力を持って

いる 。そして今後も高福祉国家を目指すわが国として、建設業界に

寄せる期待はまことに大きいものがある。

一方建設工事の機械化はまさに日進月歩の! 惑があるが、 しかし依

然として入力に頼らねばならない分野の多いことも、われわれ業界

の大きな特徴と 言え よう。つまり建設業は本質的に* 労働力集約型

産業。と言える。したがって建設労働対策はわれわれ業界にと って

も最も重要な課題であり、いかに対処すべきかは行政 ・業界等関係

方面に問われてすでに久しいものがある 。

若 年 技 能 労 働 力 の 不 足

53年度労働省調査によれば、鉄筋工は 39% 、型枠工は 22%の不足

率が発表されたが、この不足率も年々上昇している 。し かも鳶・型

枠 ・鉄筋等の基幹労働者はすでに平均年齢40オ台もなかばを過ぎよ

うとしており、かなり老齢化が進んでいる。これにともない、新規

労働力が抗日充きれないまま、技能の低下、技能工の絶対的な不足は

目前に迫 って おり、いうなればいたず らに労働力という「遺産の喰

い出し J が行われているとも言えよう 。現状は既存の技能工を「や

りくり j することによ って なん とか彪大な工 'J¥. 置を消化し ているが、

これもそろそろ先が見えてきた! 惑がある 。

これらの対応策として、新規中卒者や出稼 ぎ労働者に 期待がかけ

られな い昨今の情勢下にあって 、現在 、他産業からの労働力の導入

や中高年齢者の再雇用等が論議されているが、しかしこれは当面の

対策にす ぎない。やはりわれわれ業界は長期的視野に立って、これ

か らは新規高卒者のグレーカラー化 ( ブルーカラーとホワイトカラ

ーの中間) を図り、基幹労働者の後継者として養成してゆく体制を

一日も早〈 確立することが強〈望ま作るし、ま たこれ以外に若年労

働力の確保を図る方策はないと思われる 。

これらの対策を実行に移すためには、まずはそれぞれの系列下に

おいて、元前 ・下請が一体となった協力体制のもと、一日も早〈笑

施に踏み切り軌道に乗せることが先決である 。

営業力の強化や技術開発ももち ろん重要であるが、同時に 実際に

工事にたずさわる技能工、とくに若年技能工確保対策の早期解決こ

そが、近い将来元請企業聞において、絡差をつける設も大きなキー

ポイントとなるであろうことも、容易に予測することができるので

ある 。

しかしながら業界の現状をふり返 って 見ると、われわれ業界は、

「若年労働者にと って魅力の乏しい業界J と言われてお り、就職率

は依然として他産業より低率である 。その理由には重層的な下請機

構、これにもとづく雇用関係のあいま いさ、賃金水準の低さ等、労

働条件の惑さ、屋外作業等労働環境の悪さ、多発する労働災害、福
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祉や社会保障の不側、老後の不安等、枚挙にいとまがないぐらいで

ある 。これらの理由の中には、最低入札制度や受注産業とい った見

設業の構造的なものに起因するものもあるが、しかし業界を 一般的

に見るとき、まだまだ元前・下請企業ともどもさらに経営努力のず

められるところが多々あるものと考えられる 。

下 請 企 業 に 対 す る 教 育 訓 練 の 方 針

大成建設においては、かかる労働情勢に対処するため、労務対策

の一環として、労務織を主体とした下請業者によ り椛成 された 'J¥. 業

協同組合を昭和44年 4 月に全国的に設立し、以来10年余にわたり下

請企業の体質改善、近代化をはか つて金融 ・求人対策・教育訓練そ

の他組合事業を実施してきた 。 とくに教育訓練卒業に対しては「激

動変化の時代には変化への適応が肝要である」という理念を基調と

し、安衛法 ・建設業法 ・雇用改善法の要求する各種有資絡者の充足

を始めとし、種々の教育訓練が当社の長 ・短期の経営回線に適応す

べ〈、下請業者の従業員に対し実施されてきたのである 。

元諮企業としての当社は、前述のような教育訓練方針をたて、下

請企業に臨んでいるが、とくに従来にない新たな教育内容として、

下請企業内訓練に対する指導1t : 助が行われてきたのである 。

先にも触れたように、建設業においては技能労働力の不足は今や

全職種にわた っているが、なかでもJ . S 工 - 型枠大工、鉄筋工等躯体

験はとくに不足しているし、また将米の見通しもまことに暗い。そ

してこの職種の労貨の年々のお騰は符しく 、まさに工事施工上のネ

γ クとなりつつある 。 しかも労働環境から見たときに、これらの職

種の下請企業は、往々にして ー ＱＱ 寺下 Ｇ ｾＩＡｦＭ →孫請→曽孫請などと重層化

しており、労働災害やn金不払いの多発等労働条件は劣悪であり、

各職種の中でもとくに問題の多い分野と言えよう 。 また作業 |こから

見たとき、これら ｾｉ ｴ 体腕は工 Ｇｊ｜Ｎ の全工程を通じても っ とも 天 候の彬

科を受けやすく、また、労働力の過不足の調主主も難しく、しかも最

も重要な パートを占めている 。

躯体工事の多くは鉄筋の1m工組み立て、型枠の建て込み、コ ンク

リートの打設という 一連の作業の繰り返しによ って行われているが、

この作業に対し明治の背から現在に至るまで依然として、鉄筋工、

恒枠大工、土工等の戦純の下 ｾｬｬ￭ 業者が労働者を使 っ てそれぞれが独

立した作業を行 っているのである 。 しかもこれらは工般的に みた場

合、同種作業の繰り返しが行牟われて進行しているのであり、このHIJ

の各職種の調慾 ・段取りの l喰い逃いによ って工程に大きな狂し、が生

じることもしばしばである 。つまりこの聞の工程の合理化が施工を

効率的にできるか清かの ポイントとなり、また大きくコストダウ ン

にも繋がるものと考えられる 。

当社においては、かかる観点からこの要望に応え得る業者から順

次躯体工事一式を 3背負うことができる専門工事業者に育成強化する

べく計画をたて、現イE 、当 初;下請業者の中で指導的立場にあり、ま

た卒業内訓練に自助努力を重ねている( 附北口工務庖 ( 大成建設附大

阪支庖安全衛生協力会会長、大成大阪事業協同組合福I j 理事長 ) に対

し、訓練校建設費の融資、議sifi 派遣、経費の一部補助等の指導援助

を実施してきた 。



一方北口工務庖においても、校舎を建設し、大阪府知事の認可を

得て、事業内訓練を職業訓練法上の 「建設工」養成のための高等級

業訓練校として48年にスタートし、以来 7 年のキャリアを積んでき

ている 。 しかしこの計画は 7 - 8 年の短期間にて達成される性格の

ものではなく、附北 口工務庖においても躯体工事一式を自ら総工し、

さらに指郷民督でき得るフォアマンを数多く養成するためには、今

後もかな り長期にわた り企業努力、自 助 努力が必要となるのである 。

新 し い フ ォ ア マ ン の 期 待 像

このフォアマンは、かつて労働力の主力であ った出稼ぎ労働者や

金の卵に愉えられた中卒者にかわり、工業高校にて建築、機械科な

どの専門教育を受け、質的に高度化した新規学卒者が対象であり、

さらに 2 ヵ年間にわたり体系的、計画的に技術と技能の教育訓練を

受けた、いわば「頭と腕」とを兼ね備えた新しいタイプのフォア 7

ンと言える。

これを具体的に説明するならば、技術的には建築工事全般に関す

る広い知識を持 って おり、

① 躯 体 工 事 専 門職として施工管理能力を身につけ、

② ｾｾ体工事において技術者として施工計画、施工図、積算見彼等の

技術を習得し、

③ 仕 上 工 事、設備工事等についても、普通一般よ りやや上級の知識

を有しており、

④ 鳶 、コンクリート、型枠、鉄筋等のエギを多能工として実際に作

業に従事できる技能を有する 。

また一般的には、フォアマンとして部下を統率するに必要なリー

ダーシ ップの原理、方法を教育によって休系的に身につけ、職場の

人間関係や労務管理には優れたリーダーシ ップの発揮が期待され得

るのである 。

この新しいタイプのフォアマンがやがて数多く当社の現場第一線

にて活躍するときには、古い熟練工に代わって末端の職制管理に参

加し、単能工を統絡し、さらに躯体工事における技能労働力の不足

と建設業界の技術革新による変化にただちに対応することができる

であろう。そして彼らは建設マンとしての誇りを持ち、また自党を

高めることとなろう 。 さらに今後の躯体工' 1 . ¥. の施工において省力化、

技 術 ・技能の向上開発、品質管理の徹底、コストダウン、労務安全

管理の向上等に一層の成果が期待できるものと確信している 。

むすび

技能工の不足状況は、今や建設業の椛造的なものとまてe 言われる

ようになった 。建設労働者の労務官: 型の重要性は元請企業において

もかなり認識されつつあるが、しかしまだ多くの元請企業にあ って

は労働力過剰u寺代の構造の上に安住し、やがては企業としての経営

基盤をゆるがすことになりかねない技能工の養成 ・磁保に対し、ま

だ零細なる下請企業に任せきりで自ら努力がなされていない状況を

多く見受けるのである 。

このような下請依存の観念は、技能労働力不足の認識にも当然の

こと、甘さが生じており、今までほとんどと言ってよいほど熟練工

の後継者としての若年労働力を新たに養成することもないまま、つ

いには構造的な技能工不足をきたしたと 言っても 過 言ではなかろう。

しかし今からでも決して遅くはない、元前企業の強力なパ ッ クア

ップのもとに 、下請企業において第 二 、 第 三 の 事 業内訓練工を開設

し、多数の技能工の養成 ・確保を図られることを衷心より望む次第

である 。

( すさうら ひろし 大成雄訟KK大阪支属労務ぷ長 )

2. 躯 体 工 養 成 の 実 例

私はかねてより、現在の建設業界の労働者の高齢化と、各車置種が

あまりにも細分化しすぎているための作業進行上にかなりの無駄が

あること、この両方をなんとか早急に解決しなければならないと考

えていた 。 そのためには、高卒者を採用して教育訓練を行い、数種

類の職種の仕事を 7 スターした人材め養成がどうしても必要である

と思っていた 。 しかしこれらのことを実現するには、まず第一に全

社的協力体制を確立し、さらに訓練生の受け入れのための察施設の

建設、また察監並びに指導貝等の人材の確保、元務会社の援助等が

どうしても必要とされるため、準備期間でも 2 ヵ年間費やしたので

ある 。

当北口工務庖は、幸いなことに元

請会社である大成建設株式会社のあ

たたかい援助のもとに大成大阪卒業

協同組合と共催して、昭和48年 4 月

2 日付けをもち大阪府知事の認可を

得て、株式会社北口工務庖高等職業

訓練校として高卒者 10名、大卒生 l

名をもって発足した 。

当訓練校の目的は、政に技術、手

に技能といった躯体工事一 式 を 指 揮 北口工務唐高等職禦訓練校校舎および寮

監督できる当社中日程幹部の養成である 。 そのためには短大卒業程度

の知識と、二級建築士に合格で占きるような学力と、二級技能士に合

格できる程度の技能の修得を考えている 。

当社訓練校の組織運営については、全社的協力が必要とされるた

め、訓練校運営委貝会を設置し、委貝長は社長である私がなり、取

締役は全員また寮監をはじめ教務主任、実習指導員、学科講師をも

って 構成し、随時必要に応じて委員会を開催し、問題の処理などに

当たっている 。 また運営規約はつぎの通りである。

株式会社北口工務庖高等職業訓練校運営規約 ...._..

tl1 l '条( 目的) 本校は ｩｬｬ Ｎｬｬｴａｬ，Ｍ体工 Ｇｬｾ の地行に必要とする知織を付与し、

併せて仮設、明枠、鉄筋コンクリ ー ト打殺等の技能を修得させ、将来の中

嶋要貝となる京地を育成することを目的とする 。

第 2 粂 (織成) 本校の ＿ｊｉ 陥ｾ生は新規高卒生並びに同経度の知［置を有する

者で締成し、大成大阪 Ｇ ｬｾ 業協同組 合加入業者て勺希望があれば受け入れるも

のとする。

tl1 3 粂 (科目 ) 本校の研究科目は池設科である 。

第 4 条 (期間 ) 木校の: i l 1ゆI!J Ultlll は 2 ヵ年とする 。

第 5 条 ( 認定) 本校の認定は版業訓練法に基づく 。 大阪府知白 ｬｾ 認定番号

は大阪府指令職却11第853号である 。

第 6 粂 ( 経質 ) 本校にｼ刻する経 Ｇｬｾ は次に仰げるものとし、年 ｬｩｬｬ 予ｽＩＺを組

んで実施するものとする 。市l協R生・桁導只 寮 ｾｊￆ 人各給与及び貸与、講

師給料および謝礼、教材質、貸与物， ｦ ，ｾＢｩ ｬ ｾ 、施設賞 。 但し大成大阪本業協同

組合よりの参加者は教材質の実質を徴収するものとする 。

tl1 7 条 (募集 ) 本校の訓練生の募集に l期しては、新規高卒生を募集する

ものとする 。{ 旦し大成大阪事業協同組合よりの参加はこの限リでない。

第 8 条 (実技指持 ) 実技指導は当社の社只で戦訓Ili 去による指却只免許を

受けた者の中から社長がこれを選任し; 指持に当たらせるものとする。

第 9 条 (評価) 1  年を 4 JUI に分割j し、その矧の終わりに各教材ごとに ー

応の評価をなすものとする 。

: 本規約は昭和48年 4 fl 1 日より 実泊する。

訓練校の巡営に闘しては全寮制をと っているので、とくに問題に

なることは生活指導函である 。 当校はきわめてその点人材に忠まれ、

元公立中学の教師経験 10数年の人物でしかも夫人が調理附の免許を

もっておられる人に寮監として入社してもら ったことである 。 この

寮監の人選が訓練生の定方? にも っ とも大きく 53科してくる 。生 活 指
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褒 教 科 科 目 の 内 容

教 科 教 科 科 目 の 細 目

E32 
- 訓練基準( 専門学科)

生 産 工 学 慨 論 | 建 設 と 組 織、建設工事の合理化、建設工事の 1 0

分析、作業改善と様準化、品質管理建設現場

における運織管理、設備の保全、現場規律、

安全衛生、原価管理、現場管理

建 築 工 学 問 | 建 築 史 建 築 計 画 建 築 設 備 Ig  
建 築 椛 造木精進、組械椛造、鉄筋コンクリナト精進、 。

鉄骨相理造

挫 築 施 工 法 | 施 工 機 械 、 仮 設 工 事 、 土 及I也業工事、コ ンク 1 0 1 0

リート工事、鉄骨工事、組積、石、タイ ル、

屋線、金属、左宮、建具、塗装、内外装及雑

工事、防水工事

製 図 I  建築製図の基本、用器画法、建築製図法
。

製 図 II 施工図の意義、技法、実技

建 築 法 規 建築基準法、建築基準法施行令
。。

構 造 力 学 ・計算 概説、力の合成と分解、力のつりあい、応用
。。

と変形、荷重許容応力、支点と反力、梁の断

商計算、柱の断面計算、 トラス

建 築 材 料| 規絡、各材料の性質、規格、寸法、用法及概| 1 0  

略単価

日 目 | 施 工 醐 … Iglg  
型 枠 施 工 法 基 本 事 項 、 実 技 0 1 0  

仮 設 工 法足場の概説、足場の徹類の分類、足場の綿成 。
材料、各種足場の構成の詳細、足場椛築作業

と管理、足場材料の械算と歩控い) 、外国の足場

鉄 筋 施 工 法 | 附 図 法 州 一 … 1

0
1 。

測 量 i RlJ 量、笑技 O  

玉 掛 法玉技卜作業の基本、玉掛用具と玉掛けの方法、 。
吊り方、合図の仕方

t容 接 法| ガス熔接、ガス切断、ガス圧接、電気熔接、 1 0  

電気圧接

1 0  

圧及電力、建築作業用機械

機 械 施 工 法 ブ ル ド ー ザ 一 、 ト ラ ク タ ー ショベJ レ、ショベ | 1 0  

J レ、ショベノレ系娼削機、モーターグレーダ一、

締め固め工法、機械総工の運営管理

設 備| 空調、冷暖房、給排水工事と躯体工事進め方| 1 0  

の関係

建 築 工 作 法 | 木 工 具 及 木 工 機 械 、 総 造 材 の 挫 付 け と 切 り 組 | 1 0  

み、野I也と壁下地、床組み、床 'iGり、造作下

ごしらえと取り付け、外回り Ｑｾ 粋工作法

一 般 救 援 | 社 会 経 済 文 化

体 育 保 健 、 体 育
。。

- 訓練基準( 基本実技)

足 場 作 業 I ｾ終結材、丸太足場、鋼管足場、下小屋ロープＮＱ 0  

| 安全管理

型 枠 工 作 法 | 器 工 具 取扱い、盤出し、各部型枠の組立、各 1 0

在E型枠の組立、合板型枠の組立、解体、下ご

しらえ、支保工

鉄 筋 |鉄筋切断と曲げ、結束作業、鉄筋工作及配筋 1 0

作業

機 械 及 び 電 気 |迎織機械、掘削機械、ポンプ等、電気の取扱 1 1 0  

い、保持

iJli J  i止| レベルiJli J虫、トランン ッ トiJli I品、平板測量 1  1 0  

玉 掛 法| 玉掛用具の選別、ワイヤーロープの取扱い、 1 1 0  

アイスプライスの差し方、吊り方、合図の仕方

熔 接 法 111ス熔接器具の取扱い保持、切断の基本、姿 1 1 0  

|勢、電気熔接器具の取扱い保持、巡悼法

務 工 具 使 用 法 |総工具の選択、手工具の手入れ、総工具の使 1 0

用、 tli 動工具と木工機械

工作基本作業| すみさしの作成、尺ずえの作成、角材丸太の 1 0

心出し、継ぎ手と f土ロのすみつけ及び切組み、

造作材の加lエと取付け、規矩術による墨付け

作業

安全衛生作業法| 機械装置等の安全と作業の安全、箆珪笠頓、 1 0 1 0  

服装、応急処置、環境の衛生、数急処置

そ の 他 I  ( 基本応用実技のl関係項目の時に教育する )

基礎工 ｾ ｊｬＮ作業 ｼ笠地 、水盛、彼伐り、 一 般土工事と地業、割 Ｑ Ｐ Ｑ Ｐ
莱石及び玉石地業、基礎コ ンクリート工事

コンクリート打設| セメント、骨材、調合、スラ ンプ強度、練り 1 0 1 0

方、打ち込み
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導面でとくに注意を払 って いることは 、時間励行、ことばづかい、

服装、朝夕の挨拶、などを重点として指導を願っている 。

寮監の職務は、つぎのとおりである 。

1 . 寮管理に関する職務

( l } 給食に関する職務

(2) 寮の設備備品の管理

(3) 屯話、電気力ス、水道の保全管理

(4) 寮内の衛生防火管理

(5) 訓練校配属の自動車の管理

(6) 家族寮との接渉

2 . 訓練生生活指導に関する職務

(1) 訓練生の日常生活指導

(2) 教務主任への生活指導についての経過およびその他の庶務連絡

(3) 苦情の受理と処置およびそれに関する上申

(4) 外泊の許可、承認または申請

(5) 表彰などに関する上申

3 . その他会社との庶務述絡

以上が寮監の職務である 。 さらにもう一人訓練生の定着に大きく

関係するのが、教務主任である 。そのため20年以上も人材教育をさ

れていたベテランの先生を採用した 。

教務主任の職務は、つぎのとおりである 。

(1) 年間訓練計画と訓練時間割の作成

(2) 学科担当講師および実智指導員との担当学科および担当時閉め調

整

(3) 教室における学習の管理

(4) 笑習における教材、資材等の準備とその管理

(5) 訓練日誌の記入

(6) 訓練生の訓練成績の記入と保管

(7) 学習用具の管理、購入に際しての発注

(8) 訓練結果の検討

(9) 訓練校運営委員会会議出席

(10) 大成建設株式会社派遣講師との按渉

( 1 1 ) 察監との教務生活指導およびその他の庶務連絡

なお、その他学科担当講師として大成建設大阪支庖より主任以上

の社員が10数名出識されて施工関係の学科、製図、見積、労務安全

などの担当指導にあた っていただいており、工業高校教諭 2 名を専

任講師として来ていただいている 。

訓練内容については、 表に示す。

。

以上のような訓練内容で卒業内訓練を 7 年間に渡り笑絡してきた 。

訓練校開設前の募集には、まだ高度成長の時代であったので、 10名

の高卒生を募集するため百数十校の学校をまわらなければ集まらな

か った。 また開校した秋にはオイルショ ックがおこり、翌年には不

況のため実習のための現場が非常に少なくなり、訓練生にショ ック

を与え大量に退校するという非常に苦しい H寺期もあったが、元請会

社である大成建設のあたたかいご支援と当社社員全員がこの訓練校

の設立の趣旨をよく理解し協力してくれたので、なんとかのりこえ

てこられた。おかげで現在訓練を修了した工事係が25名、また訓練

中のものが13名おり、数カ所の躯体一式工事現場で、また 10名は大

成建設の依頼で遠く中近東の現場にい って がんば っている 。 1 年に

わずかな人数でも数年たてばかなりの人数となることを考えて、日

頃より地道な企業努力を重ねることが丞要であるとつくづく感じて

ている次第である 。今後も地道に長〈、この教育訓練を続けていく

つもりである。
{き た ぐち よしはる 以北口工務1苫社長 )



各論一 工事における打開への試み

魅 力 あ る 建 設 現 場 を め ざ し て

竹 中 清 麿

は じ め に

年々建設労働者の成り手が少なく左前令化していく建設業界にあ っ

て、その対策が仲間内で論議されるとき、きま って「抜本的な図レ

ベルの労働政策と、企業が一休とな った下請業者育成対策がなけれ

ばドウニモナラン j という話から始まり、簡単に解決のできない社

会的な問題はひとまず置いて、社内の身近な事柄から改革しようと

いうことに孫ち着く 。

そうすると、企業聞の労務対策の比較や海外の労務事情の参巧'WIJ

が出されるが、これと 言っ た決定打はまず出た試しはなし、。 そこで

さらに思考の幅が狭められ、は っきりと現場に焦点がしぼられてく

る。

生産単位である現場は、建設会社を代表する顔であるとともに、

下請業者とわれわれを結ぶ11佐ーの接点として、いろいろの問題を私

達に語りかけてくれる。たとえば年度末に集中する官庁工事の発注

は、躯休業者の月間消化高を大きく変えるために、職人の安定雇仏lt

に大きな障害となっている 。 また 'lii なみにロー コストの現場が多く、

近代化されいく他産業に較べ、依然として危険度の高い汚れ仕事で

ある 。

またサブコン( 職人) から見た現場! さはどうだろうか?

収益の場以外にはなんの魅力もないのが、今日の現場の実態であ

ろう 。 それは織烈な入手競争に、企業は減量と省力化による 「経営

の近代化j を計 1) 、社員は心で物を捉えることを忘れ、すべてを数

字で把握し、紙切れでコミュニケーションを計り、間違いがあると

サブコンに責任転嫁するなど言い訳の上手な迷中が多いともきく 。

このような官僚的雰囲気では峨人はついていけない ・・・・・ ・などとセーネ

コンにと って不利な問題が、若い労働力を「フソレーカラーやサービ

ス業」にと追いやっているのである 。

がしかし建設現場には、まだまだ良い国が沢山あることをわれわ

れは見逃してはならない。

1 . 能力に見合 った工事需給の選別が、主体性をも って相互にでき

る。

2 . アイデアを生かすことのできる、自由度のある能力給の職場で

ある 。

3 . サブコン ・セ。ネコンいずれからも相性の良いパートナーを選ぶ

こともできる。Ｈ男が男に惚れる、良いＺｴＡ ｾＱ 床て、の親分子分の紳も心が

け次第では夢ではない )

などと長所を発展させることにより、工事量のバラツキに問題は

"  

Jai  
サンシャインシティプリンスホテル清水建設作難所で

は、作業員全員に入場許可奮を発行している 。 ニれは

警備室にあるケースで、これにより 、確実 な稼働人員

の把握が可能となる 。

あるにしても、サプコ ンの人達を心より抱擁し一緒にな って考える

ならば、多能工システム等、いろいろと活路はあり、安定履i l 1 t への

前進につながるものである 。集約して言うならば、サブコンから見

て “魅力ある建設現場町をめざそうと言いたい。

魅力ある建設現場の要紫として大切なことは、っき。のようなこと

カず巧えられる 。

・段取りの良い現場である 。( 手戻り工事がない )

・タテヨコの人間関係がス ッキリしていて 、気持ち良< ｪｾ 助ける 。 Ｈ風

通しの良い現場)

・いつも現場の中が締胞である 。

・将来に希望がもてる雰囲気がある 。

以上のような事柄が満足されていれば、他産業に較べてそんなに

われわれの職場が見劣りするものではないと考えられる 。 このよっ

なマネージメントは、 言 うはやすく行い要性 L 、ことであるが、階段を

一歩一歩踏みしめて登るように、毎日を弛むことなく努力を続け、

来し方を振りかえるとき、いつのまにか高い所に来ている現場や自

分を見ることヵ、できるもので、この一つずつの成果がさらに大きな

自信にとつながり、加速度的に素晴らしい現場が出来ていくもので

ある 。

現在、私自身もその階段を登 っている現場マンの一人として、今

や っている作業所の姿をご紹介したいと思う 。

サンシャインシティプリンスホテル清水建設作業所では

- 工事概要

工 事 名 称

卒 業 主

施 主

総合設計監理

施 工 統 括

設 計 施 工

建 設 地

構 造

面積 (敷 地)

(建 物)

(延 床)

サンシャインシティプ リンスホテル新築工事

株式会社新都市開発センター

西武鉄道株式会社

三菱地所株式会社

西武建設株式会社

清水建設株式会社

東京都12島区東池袋 3 丁目 l 番地

池袋副都心再開発事業区域

B  4  F  38 F  P  2  F  S  R  C および S 造

54 ，687. 631が ( 16，572坪)

( 基準階) 一

4，425 .00m'  (  1，341坪)

64 ，896. 53ITI '  ( 19，666坪)

1，408. 48m'  (  427坪)

建築と社会/ 1979年 12月号 29 



最 高 軒 高 121. 60m

最 高 高 さ 129 . 75m

工 期 昭 和53年 3 月 1 日~昭和55年 3 月末日 25 ヵ月

外 装 E X P 系吹付タイル仕上 P C コンクリート版

・安全管理基本方針

1 ，全員が絶対落ちない、落ときない。

2 ，みんなが毎日を模範運転手になる 。

3 ，ニアミスこそ神の教えと心得る 。

4 ， 自治会の輪( 和) にみんなではいって活動しよう 。

5 ，近 隣の皆様から真に好かれる現場にしよう。

・この作業所の運営方針

1  ，セ ンスのある現場

2 ，風通しのよい明朗な現場

3 ，助け合う現場

4 ，生きたセe ニを使う現場

5 ，人を 育てることのできる人材を作る現場

以上の安全 監理 と 作業所運営の方針の基に、定例活動を定めて現

場の運営に当た っているが、つぎにおのおのの内容について解説し

よう 。

安全管理基本方針について

1 ，全貝が絶対洛ちない落とさない ーー ・・・高所作業員は命綱の使用は

もちろんのこと、すべての道具はヒモ付きツールとして使用するこ

とを義務付け ている 。

2 ，みんなが毎日を模範運転手になる 場内外を歩行するみんな

が卓を運転する気持ちになって、お互いが注意をし合う。

3 ，ニアミスこそ神の教えと心得る・・・ ・・わずかな事放で被筈がなか

った場合でも、ヨカ γ タナアでは絶対に片付けず、必ず事故の現場

検証を行い、徹底的に原因の追求と防止対策をた て、再発防止の松

とする 。

、

4 ， 自j治台会の輪( 件手和口川) にみんなではいつて1活舌動しよう ... .. 当現場でで

は

パ トロ一ルや行が消lY?十婦詰のほか互助会活2郵動草泊J を行う』点zの1窓主 l味床の自 j治f内i会カがずあり、

その車輪命にはい つて 2共担共長にイ仕士事をしようというものでおたとえば工事上

ｾ下物

込
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紐付きツー J レの

実例一一- / ¥ネル

にして自治会室

に掲示。

高層( 落下の可

能性のある場所)

では必ず道具は

紐付きにし、自

分の身体もしく

は附近のロ ープ

にくくりつけな

ければならない。

当作業所で実際

に落下した物。

自治会に掲示し 、

受け入れ教育の

教材に

定例会繊ほか安全活動一覧

1 ， 11 'i ;¥'i ，r;jfi )J 

手'R ijlJ 時 間

-m札 8  :  10 -

8  :  20 

作業前のミ 8  :  20-

ーティング 8  :  30 

安全パトロ 11 :  00-

ーーノレ 11 :  30 

工 事 打 令 13 :  00-

13 :  50 

土問日

10 :  30-

11 :  20 

終了時片付 16 :  40-

17 :  00 

終了時の 17:  00 -

パトロール 17 :  30 

2 ，巡間活動

工程会主義 月日目日

安全協議会 13:  00-

13 :  40 

担当別会議 火 ・水Blo 日

17:  00 -

18 :  30 

合 同 会 議 火 ｂ Ｏ ｾ 日

14 :  00-

16 :  00 

木 Blk 日

9  :  30-

11 :  30 

姐 ｈｾ 設備 火DM日

打
ぷ仁泊，、 16 :  00-

17 ・00

ツー J レポ ッ 水B/ji 日

クスミーテ 14 :  00-

イング 15:  00 

地 工 会 議 金Blb 日

17 :  30-

19 :  00 

一 斉 片 付 土DJ，i日

11 :  20-

11 ・40

3 ，月間活動

安 全 大 会 毎月 l 回

l 日

13 :  00-

14 :  00 

特 別 安 全 毎月 l 回

協 議 会 第 l 火sIfi日

14:  00-

16 :  00 

血 圧 iJli J 定 毎月 l 回

下旬

13 :  00 -

15 :  00 

出 席 者 内

q廿7  

作業所全員 - ラジオ体操

.  t長拶 ‘ オ y ス"

- 作業内容と安全の注意

( 所長 ，fulJ 所長 ・主任 ・安 全

当番)

- 自治会の指導

' ; / ュプ レヒコール

情今 日も 安 全 で ガ ン バ ロ -

作業所全員 - 当日の作業内容説明

( 危険作業確認)

職員 ・職長 - 安全地設の点検と指導

安全I i I 2 名

( 人員は現場の状

況に合わせて弾力

的に迷用する)

戦貝 ・職長 - 明日の工伎と残業確認、

安全班長 - 安全パトロール結果の発表と

前日の改普報告

' J j I 綱資材の搬入予定

伝達.' J H貿

運営責任者 担当責任者による施設と片付

の状況調べ

安全班 - 安全施設の点検と確認

職員 ・職長 - 週 ti¥J工位の説明

安全班 安全指示と対策

副 所 長 工 事 長 ' 1 U 当グループ別による検討

現業主任

担当者

設 計 監 理 担 当 者 変更 ・修正の指示

所長 ・冨IJ 所長 図而上の質疑応答

工事長 ・工務長 施工図関係

施工図 - 設計段階での安全対策

設備各担当者

国IJ所長 ・工事長 - 工品! の調務

工務長 - 施工の碓認!

設備各担当者 - 問題点の検討

担当者 - 安全意識の高械を要望

( 工区主任以上出席)

作業只

職員会員 - 月間1工程説明

- 作業のフ才ローア y プ

施工の問題点検討

- 翌週の安全留意点の指示

各係へのiili 給婆望

作業所全只 ， t旦当区分を受け持って片付消

.ha を行う

作業所会只 - 月間工程の説明

月間安全重点目標の説明

- 映画 ・スライド等による安全

宏、識の間協

所長 ・高IJ 所長 工位の説明と工事経過報告

事 務 長 工 事 長 - 諸tr.i" i函の説明

現業主任 作業所巡回と安全の提言

協力業者代表者

設備業者代表者

作業所全貝 - 血圧i l I lJ 定結果を各社へ報告



B  :  30- 9 日日 新 規 入 場 者 受 け 入 れ ミ ー テ イ ン グ

16 :  40- 17 :  00 終業時の後片付け

の事例で言えば、鉄筋工が足りないときは全職種から義勇兵が 1 -

2 名ずつ出て手伝うとか、天井の軽鉄工が間に合わないときは同様

にして吊りポールトだけでもみんなで取り付けてやるとか、あるい

は偽重予定時間に到着できなか った仕上材等があ った場合にも原因

やその非を責めずみんなで搬入を助けるなど、数えればき りのな い

ほどの美談が生まれている 。

5 . 近隣の皆係lこA' こ好かれる現場にしよう ・・… エギ現場は いつ

もキピキビとして lJI 潔で、かつi -Ni，'i しし，とか、‘ ・不時の場合には車iii

1) になる" など近隣の万々にわれわれを信頼していただけるように

なろう 。

作業所の運営万針について

1  . センスのある現場. ...一一 口に 言っ て絵心のあるという意味で看

板一 つにも大きさのバランス、必要な距離から 判読できる字の大き

さ ( 距離/ 300以上) 、周囲にマ ッチした色彩とか、心のなごむ航 木

などを配置するなど、l ' )iJ ; 易のすみずみまで心が行きとどいている 。

また人との応待にも、そのH寺々 に 相応しい態度、話し1 J などのこま

やかさをもっ。

2 . 風通しのよい明朗な現場・ ・ 底辺にいる職人から所長まですべ

ての人々が気軽に話ができる、どこで出会 っても "オ ソス" と声を

掛けあえる 1"ド1"11である 。

3 .  Jl tJ け合う現場・・・・・・ niの会組織で述べたような助け合いから素晴

らしいファミリ一意識が生まれ、現場がたのしくなる 。

4 . 生きたセ' ニを使う現場・ ・・ ゼニは皆が必要と思ったときすぐ使

う( 有 り難昧が逃う ) 、たとえ 1 円でも無駄金は 節約する、普段はケ

チでも思い切 ったゼニを使いたい。 また建物の中で仮設使用すると

きでも本設仕上げをなんとか可能 にして先行投資をしよう 。

5 . 人を育てることのできる人材を作る現場… 良い人材 を集める

だけで良い経営はできない 。将校だけで戦争はできず、下士官や兵

隊がいてこそ箪隊が成立するごとく、われわれの現場も同じである 。

その上に水も洩らさぬif 術と、強力な集団への教育訓練が必要て' あ

る 優秀な所長のもとには優秀な次席、三席の分身が生まれ、分身

がまた分身を作っていく良い循環機能がなければならない 。 また音11

下の 人 達が、将来に締かしく ｨｾ ｴＱ Ｑ ｾ できる雰 囲 気 作り とその実践が 不

可欠である 。

まとめ

以上の方針を1 0 l i にして現場運営を行い 、着々とその笑が上が って

いるが、ただ一つおもうことは 、「現場は所長のための鋭である」と

言える 。所長向身の委勢がflO現場に反映し、わずかなズ ッコケ( た

るみ ) も現場の失点となるわけであるが、ここに 言 う姿勢とは 心技両

面を意味し、料i材l だけでは勤まらず 、やは り技術知識と盟高な現場

経験が大きな力であることを強制した し、。 とくにマネージメン トで

大切なことは、現状把雌と現時点から竣工までの推移がいつで もイ

メー ジドライブできる能力が必要で、それは工程、品質、金、渉外、

すべてに 亘つ ての能力であるとともに、それを実行する細微なまで

の軌道修正力の発揮である 。 それはあたかも優秀なレーサーが直線

にカーブに微妙なステアリングて傾向迷走行するごときもので、 私 自

身それを自動軌道修正能力と呼び、いつでもその能力が発揮できる

よ う毎日を努力している次第である 。

造自己

・自治会組織の結成に当た っては 、国学院大学的儲口教授持作 「侮干 と日本刃 j にある 江

戸の治世の内容をヒ ン トに{ 乍らせていただいた .

・きれいな現場をめざすために. 各職が毎日作業終了時にが1Mし、i量絞め: ! ( ; { i にえ y キリ

とした状態 でわたせるよ うに刊すi をつけている .

( たけなか きよま ろ 山水主 ｬｬ ｾ 占 ｋ ｉ￭Ｎサ ンンヤ イ ンシ ティ プ リ ン スホテル新築工 ι Ｑ ＾Ｇ Ｑ ＾ 務所所長 Ｉ
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各 論 工 事 に お け る そ の 打 開 へ の 試 み

タ イ ル 張 り 工 法 の 省 力 化 と 安 全 性

山 田 増 造

はじめに

タイルは内外装の仕上げ材として' 自に 注目され 、多< f変われてい

る。 それは、タイルのもつ色 ・形状等の多係性、つまり意匠上すぐ

れた素材であること、および建物の被覆材料として優れた耐久性を

有しているから、と巧えられる 。

しかしタイルの施工商における安全性、つまり白輩、剥離事故に

対する不安、および施工の省力化の問題は普からあり、現在に至る

まで続いてきている謀題である 。 また近年、建物の高層化 ・大規模

化に伴い、施工の省力化 ・安全性が、ますます重要視されるように

なってき た。

省 力 化 と 施 工 の 安 全 性 か ら 見 た タ イ ル の 施 工 法 の変 遷

わが国のタイル張り工法の鹿史は、 l明ifi l O年代末にドイツより伝

来したレンカ下iti みに始まる、と 言われている 。 それが関東大民災後

は、耐良性の面でコンクリート造となり、この建物の内外にバター

リング工法 ( ノマンにバターを喰るように、タイルの裂にコテでモル

タルを塗り付けたものを、 A巨体に

下音11より上音11に向か つて帰 ってゆ

く方法で、積み上げ帰りのもとに

なった工法) でタイルを 4長るよう

になり、昭和20年代までは、内外

装タイルはこの方法 「相み上げ帰

り」で娠られた 。 (写真 1 )  

写真 1

4ft み上げ帰り工法はタイルの袋而に空隙が生じやすく、そのため

に白華が起こりやすく、凍害にかかりやすい。 またタイルを仮るの

に熟練が必要であり、タイルを 一枚一枚帰 っていくのでは作業速度

が遅い、などの問題があ った。

前記の白華防止と、作業能率を改善する方法として、 Ui':j和20年代

末から圧新張り工法 ( 躯体の上に平らに作られた下地面に、張り付

けモルタルを所定の厚さに r余りつけておき、モルタルの柔らかい う

ちに、タイルをもみ込み、たたき込むょっにして flP しつけ、タイル

の厚さの半分くらいをモルタルに沈めるようにして壁面上部より下

部に向か つて帰る方法 ) が巧ー笑され、J l i ' : j f lJ 30年代末に出現したメチ

ルセルロースによ って圧新鋭りは急速に普及し、昭和39年の東京オ

リンピ y クを岐に、圧着帰りが内

外装タイル張りの主流とな った。

(写真 2 )  

圧計帰りは、タイルを帰るとき

のモルタルの柔らかさのタイミン

クゐ合わせがｾｬｉしく、リ長りイ寸けモル

タl レを 1ft りつけてから、タイルを

張るまでの時間 「オープ ンタイム」

が長すぎるとタイルの核活力が低

下し、往々にして争I j 離の原因とな

ることが多い。 しかるに当 11寺はタ

イル技能工の不足から作業能率の

みが重視され、 「横着帰り」と惑

32 建築 と社会 / 1979年 1211 号

写真 3

口されるほどになり、昭和40年代に多発したタイルの制維串放のも

ととな った。 (写真 3 )  

そこで昭和40年代に入 って からは施工の安全性の而から、 「タイ

ルはなぜ張り付くか J rどう したら争IJ 離しないか」の基礎的研究が

多角的に行われ、正しい圧着! 返りの施工法が確立された 。 同時にタ

イルがよく張り付くためにはタイルとモルタルが十分なじむことが、

白華防止にはタイルの袈に空隊を作らないことが、一番重要である

ことが分かり、これらの点が忠実に守れる工法として、改良圧着帰

り、改良航み上げ張り工法が考案された 。

改良圧着探り工法は ( 帰りイ寸けモルタルを下地1WJ に塗るまでは圧

新銀りと全〈同じであるが、さらにタイルの表面にも恨り付けモル

タルを 主主布、またはこすりつけてから壁而の上部より、下部に向か

つて帰っていく方法) 、圧着帰りのオープンタイムの問題を解決した

方法である 。 (写真 4 、5 )  

写真 4 写真 5

改良和み上げ娠り工法は ( 躯体上に圧着帰りと同じように下地を

作 ってから和み上げ娠りを行う方法) 、下地村l立が良いので、モルタ

ルの 1ft. り厚が薄くても粕 l交よく仕上がり、さらに下地とタイル聞の

さを隙も小さくなり、自 主義も起こしにくく、作業能率もある位!支上が

る、など杭み上げ張りの欠点をかなり改善した方法である 。 (写真

6 、7)

写真 6 写真 7

改良圧着張り、和み上げ張りは前記の工法の持つ施工の安全性の

点に注目され、近年、外装タイルの施工に比較的多く採用されつつ

ある 。ただ焔工能率の而では、圧精リ長りには今一つ劣るという一回

もあり、全面的には普及していない。正しい圧新煤り、改良圧活仮

1) 、改良般み上げ張りでの完全な剥脱| 妨止は、躯休コンクリ ー 卜と

下地モルタルの争IJ離が防止されてはじめて成り立つものであるが、

この下地モルタルの左官工事に確実性がなければ成立しなし、。 そこ

でタイル仕上げにおいては、下地の安全性を含めての検討が必要に

なってきた 。 また』巨体の仕上が 1) 精度も型枠技術の進歩とともに向

上してきたので、下地を省略して躯体の上に直にタイルを娠る省力

化の方法が、前述の下地の安全性に注目した研究と合わせて、昭和

50年代頃より行われ、 道庄和長 1) 、直改良圧着張り等の、道リ長1 ] 工

法が考案され、現在、一部で採用されている 。



写真 9

直娠り工法は、下地を作らないので確かに省力化の工法ではある

が、あくまでも下地モルタルが存在することによって生ずる、躯体

と下地面からの剥離防止が一番大きなねらいであり、省力化の面ば

かりを過大に考えることは厳に似しむ必要がある 。

一方、モザイクタイルの施工方法についても、争IJ 離防止の目的て¥

オープンタイムの問題を解決するため、昭和 50年代に K M r改良モ

ザイクタイル張り j 工法 ( モザイクタイルの改良積み上げ張りとい

った工法で、表紙張りしたモザイクタイルの裏面に、タイルの白地

音11分にモルタルが入らないようにした「マスク J を用いモルタルを

塗布し、モルタル下地の上に押しつけて壁画上部より下部に向か つ

て帰る方法) が研究されており、現街、試験的に実施されている 。

( 写真 a. 9  ) この K M工法についても、省力化と下地の安全性の問

題に注目して直張り工法を K M工法と名付け、研究中である 。

また建築工事全体の省力化の面

より、外壁タイルの省力化が必要

になり、昭和30年代より行われ出

したのが、タイル先付 P C版工法

である 。この工法は、 P C工場で

は手数がかかるので、完全な意味

での省力化にはなっていない。 し

かしタイル帰りがタイル工以外の

人でも行えること、建築現場では

入手をかけずにすむ点では函期的 写真10

な省力化といえる 。 このタイル先付 P C版工法については多くの書

物に舎かれているので、ここではこの桜度にとどめる 。 ( 写真10)

その他、昭和40年代よりタイル張り工事における左官工事の省略

化、および工事期間の短縮、タイル技能工不足の解消 ( タイル張り

が熟練工でなくても行える ) を目線に、タイル型枠先付工法 ( 建築

現場のコンクリート外型枠の内面にタイルを仮止めしておき、コン

クリートを打設し、建物の躯体仕上がりと同 H寺にタイル施工が完了

する方法) ・が考案され実施されだした 。 (写真11 )  

昭和 ＵＰ 年代に入ってからは、タイル ｊ｜ｾ 粋先イ寸工法のタイルの按ＷＩ ｙｦ

強さのバラツキが小さく安定している点が、施工の安全性の珂で注

目され、比較的大きな野丁場の現場で、急激な勢いで採用されだし

た。 しかし、当初の目標であ ったタイル工事の省力化については、

ほとんど達成されていないのが現状である 。つまり左官工事は確か

になくな ったが、躯体工事の煩雑な工程の中にタイル工事が入 って

くることになり、現場の工経管理が一層難しくな ったり、工期的な

面では駆体工期自体は多少遅れぎみになるとか、製造面ではタイル

を型枠に取り付けやすくするために、本来は必要ないタイルユニ y

トの製造等のタイルの二次加工が必要になり、それに伴いタイルユ

ニ ッ ト割図の作成、タイルユニ ッ トの製造が必要になるなどの作業

が新たに必要にな ってきた 。 これらの作業を簡単にするためには、

タイルユニ ッ トの般飢を少なくすることがも っとも重要であり、そ

のためには建物の階高や、スパンの幅を統一し、タイル張り壁面の

襟準化を行い、タイル目地; ! l J J を際準の目地幅で行う必要があるなど

の多くの制約が出てき、これらの笑現が、実際の建物の設計時点で

十分考慮されていないことが、省力化できない大きな理由である 。

つぎに内装タイルの省力化について簡単に見てみると、昭和40年

代に入り、プレハブ工法の普及、およびタイル帰り技能工の不足と、

タイル工事の急W: から生じた内装 ー . 司 山 町 色 調 「

タイルの焔工の問題の深刻化に対

応して、薄型タイルパネル工法( 工

場 で300X900の大きさのノ〈ームラ

イトの芯材に有機質の被治剤でタ

イルを接着したタイルパネルを現

場に瓶入し、胴紘等の下地の上に

写真12

釘で張 ってゆく、タイルの乾式工法) が考案された 。 (写真12)

ユニ ッ トパスルームについても、従来は塗装車| 両板等で単調な空間

であ っ たものを、大型の ｩ｜ｾ 型タイルパネルを用いることにより、タ

イルが張れ、焼きものならではのあたたかみのある、カラフルで、

ゴージャスな雰囲気を持 った例性的な空間となり、単に省力化のみ

にとどまらず、大きな付加価値を生じた例もある 。 (写真 13)

写真 13

むすび

以上、タイル張り工法の変遂を、省力化と安全性の二面からとら

えて見てきたが、外壁タイルの施工については、タイル P C版先付

工法以外にはまだ完全に省力化された工法は確立されていないのが

現状である 。一部には省力化に相当貢献する工法もあるが、かとい

っても省力化の一面のみをあまり過大に評価して採用すると安全性

の商がついおろそかにされ 後でとんでもない失敗をまねくことが

あるので、十分注意が必要である 。現状では外壁タイルの施工で怯、

省力化と安全性はまだまだ相反することの多い謀題であり、 一 日も

早〈省力化と安全性の両立した工法が確立されることを切望する 。

( ゃ まだ ます ぞう ｦｊｉｾ 詩型 Ｔ 陶臥タ イル ＧＱ＾ Ｑ［本部地工研究課係長 Ｉ
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各論ー 工事におけるその打開への試み

ダブルスパイラルフープ組立鉄筋工法の

開 発 と 施 工 例

山 形 雪 雄

1.  まえカマき

建築生産のプロセスを考える場合、その伝統に培われた工法をさ

らに発展させ、その合理化をはかることも重要な開発課題ではある 。

しかしながら、一方においては新しい工法技術が日々に提案される

とともに、新しい設計体系の確立などが着実にその歩調を進めてい

ることも実状であろう 。 とくに鉄筋コ ンクリート構造( 以下 R C造 )

はその材料の持つ経済的優位性によ って広〈普及してきたし、また

近時の省資材型の設計法とあいま ってますますその需要が高まりつ

つあるが、一面では鱗造部材として必要な耐震性能の問題や現場工

程 ( とくに配筋 ) の煩雑さなどが設計、施工の両面より指摘され、

各方面にわた ってその改良研究がなされている 。

ここに紹介するタプルスパイラルフープ組立鉄筋工法 ( 以下ファ

ブダ ック F A B D A C一工法、略号 F .D 工法、部材のみを示す場

合は F 0 ) もこれらの問題に対応すべ〈開発されたものである 。 F

D工法は日本住宅公団のアイディアである 、ダブルス パ イラルフー

プ鉄筋コンクリート造の構法技術。を新技術開発事業団より ( 株 )神

戸製鋼所 ( 以下当社) が委託を受け、開発をスター卜したものであ

り、組立欽筋に関する実用新案第 1031647号ほかについて志村昭太郎

氏より実施許諾も受けている 。

F D は材料から配筋音11材までを当社工場にて- 12 して生産した信

頼性の高い組立鉄筋構造部材であり、かつ 、構造音11材として優れた

せん断性能を有し、現場作業においても機械的な継手、定着工法や

自立可能な部材剛性を利用して鉄骨的にｾ体配筋体を製作し、現場

作業の信頼性や合理化を推進できる特徴ある R C造工法といえよう 。

ここに F D工法の開発経緯と実施施工例の概略を報告し、読者へ

の参考に供するところである 。

2.  F  D 工 法 の 開 発

2. 1 開発経線

開発の推進にあた っては、開発着手時から将来にわた って関連各

方面の動向に目を向ける必要があることは 言 うに及ばないことであ

るが、開発当事者にとっても っとも重要なことは、開発技術の採算，

性の問題であろう 。

F D工法の開発目標は大別して、

(1) 従来、鉄骨鉄筋コンクリート構造 ( 以下 S R C造) となるよう

な 規 模 ( 7  - 14階建程度 ) の躯休部 ( 柱、梁 ) 工事に対してコスト

メ リッ トを得られること、

(2) 上記のよう. な対象構造物を F D 工法とした場合でも所要の構造

性能を保有すること、

(3) F  0 工法に適応する構造形式やディテールなどの標準化を推進す

ること、
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(4)  鉄骨的な建方施工法が可能で込あり 、現場作業の省力化、合理化

がはかれること、

などがあげられる 。当社では、これらの開発目標に対してつぎの

ような具体的な検討項目をあげ、開発推進をはか つてきた 。すなわ

ち、 ( a) S R  C 造に対するコストメリ ッ トについては躯休部トータル

工事 ( 型枠工事、コ ンクリート工事など含めて ) で比較すべ きであ

るが、とりあえずは躯体部材に用いられる鋼材重量の低減をはかる

こと、 (b)構造性能的にはダブルス パイラルフープ筋の効巣 ( とくに

F Dは主筋とフープ筋の全接点を屯気抵抗溶接している ) ー フープ

筋のトラス効果、コアコ ンクリートへの拘束効果、溶接による主筋

の抜け出し防止効果ーなどによ って、耐力的にも、じん性の而にお

いても、 S R C造のそれに近いものを期待できる桃造とすること、

(c) テn ィテールなどにも検討を加え、種々のバラエティーを持 った設

計に対応できること、 (d) 現場作業の省力化、合理化をはかるべく、

できうる限り工場生産を行い、品質管理された製品を提供すること 。

このためには製造面でのコストダウンも合わせて考慮し、 F Dの 4

附の鉄筋を太径化すること、官 ＱＱｾ ＭＱを標準化すること、継手、定着工

法がだれにでも容易に地工できるようにすること、などである 。

以下に製作法、設計法( 椛造性能の検証も含む ) 、施工法について

一般的な概要を述べる 。

2 . 2  F  0 製作法

F Dの製作仕様を 図一 1 、表ー 1 に、標準断面寸ー法を 表ー 2 、F

D の製造工程を 図 - 2 に示す。 F Dは太径化された 4 隅の主筋を拡

紡可能なボ ックス ( 編成ホルダー ) にセ y トし、コイル状の線材か

らロールによ って直線矯正された 2 本のフープ筋を編成ホルダーを

回転させながらスノ マイラル状に巻きつける 。巻きつけの方法は音11材

紬方向に 2 本のフープ筋がー往復することによ ってダブルス パイラ

ル状になる 。この状態で編成ホルダーを回転装置よりはずし、つぎ

の溶接ステーションに送り、主筋とフープ筋の全接点を屯気抵抗溶

接した後、編成ホルダーを縮小 して F Dを抜き取り、カゴ状に製作

された F Dの基本部材ができあがる 。これらの基本部材に対して柱

部材となるものに対しては梁筋が定着される位置に定着板 ( ネジコ

ン定着用 ) を溶接する 。 その後、断面として必要な残りの鉄筋を挿

入し、検査後出荷の運びとなる 。表 - 3 に F Dの標準寸法精度を示

す。主筋とフープ筋あるいは定着板の溶接条件は鉄筋の材質や径な

どによ って電流、電圧を調撃して適正な溶接条件を設定しており、

フープ筋、主筋の引張試験などにおいてもそれぞれの所要強度、の

び率を確保できている 。

以上、製造工程の概要を述べたが、工場における手作業は定着板

の取りつけのみであり 、他の苦11分はほとんど機械化されているとい

ってよい。製造部門においてはさらに省力化を推進するべく、製作

図面の省力化 ( 記号化など ) や定着板溶接工程の合理化をはか つて



定着板(仕ロ板) 間隔 H  

|D.S新チ |  
「寸

型ミ〔口 ::!XXr:tIJM!XXXX四 仁

製品長さ L

梁型主仁口 : xxxxxxxxxxxxxxxxx:  

図 - 1 F D標準部材仕機

図 - 2  F D標準製作工程

表 - 1 F D標 準 製作 仕織

項 目

主 筋

スノマイラノレ筋

スノマイ ラJ レ筋

平 行 ピ y チ

製品長さ

200 

250 

短 300 

350 

400 

辺 450 

(  s r )  500 

( mm)  550 

600 

650 

内 容

鋼樋: デーコン、ネ ジコン35、40( S  0 3 5， 40)  

寸 法 0 2 5 - 0 5 1

鋼 筏 S R3 0、 S R24 

寸 法 9 - 13mm世

100- 250mmで汚Omm間隔、従来フ ー プに換算する と

5 0 - 125mmに相 当する

3 .0- 10 .Om 

長 辺 ( D r) ( mm)  

300 350 400 450 500 550 600 

。 。 。 。 。

。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。

。 。 。 。

。 。 。 。 。

。 。 。 。

。 。 。

。 。

。

650 700 750 

。

。

。 。 。

。 。 。

。 。 。

。 。 。

。 。 。

。 。

。 。

。

800 

。

。

注 ) 上記製品は標準。 長辺方向は 25mmとぴも可能。特 注にも応 じる。

表 - 3  F  D標準寸法織度

部 位 記 号 許 容 差

I j おの全長 L  :t 5  mm 

。

世rr 面の太き s r ， Dr  

mm 

- 5  

O . S 平行ピ ッチ P  :t 5  mm 

仕ロ板間隔 H  土 5 mm 

li 痛の曲がり e  土 10mm

おり、今後さらに合理化された音11材が提供で

きるものと考えられる 。

2. 3 F  D 工法の設計法

F D工法は上記で述べたような工場生産部

材を現場で鉄骨的に建方施工を行うものであ

り、 F D工法の採用にあた っては 、構造計画

の段階からの検討が本工法をより有効に活用

できる 。設計上の留意点の主なものをあげれ

ば、つぎのようになる 。

(1)  F  0 の標準断面寸法は表 ー 2 に示すもの

を原則とする 。

(2)  現場作業や製造作業の省力化の面から 4

隅の鉄筋を太径化すること 。これらやフープ

筋が 2 本重なることによ って、 図 - 3 に示す

ように従来 R C造の断面に比べれば F D断面

の d，、のは大きくなる 。

(3)  F  0 工法では原則的に配筋が直線的にな

るため、柱 ・梁接合音11においてそのディテー

ルを平面的、立面的に検討をする必要がある 。

図 ＭＴ に接合部ディテＭＩレの Ｍ ｩＺ ｾｉｊ を示す 。

(4)  F  0 工法の継手、定着工法は従来 R C造

の重ね継手や曲げ定着法とは異なり、 図 - 5

に示すような圧着継手、ロ ックナ ッ ト継手、

コントロール継手、ネジコン定着など機械的

工法を採用する 。 これらについては一部の範

聞を除いですでに建設省の一般認定を取得し

ている 。

以上、主な留意点を述べたが、設計手法そ

のものは従来 R C造と同様である 。 これらの

留意点については 一面では従来 R C造に比べ

て融通性が乏しいのではないかとの見方もあ

ろうが、それは施工上の一面をとらえたこと

にすぎず、躯体部工事全体で考えた場合( 配

筋、コンクリート工事など ) 、設計と施工が一

致する信頼性の高い構造物が構築でき、全体

的なコストダウンに繋がるものと考えられる 。

また、 F Dの開発経緯の中でも述べたよう

に、 F D音11材に求められる構造性能は、従来

S R C造の設計応力などに対応できる必要が

あり、稜々の部材実験や構造物実験によ って

その優れた構造性能が検証されている 。対 S

R C造との比較の観点にた って、 図 - 6 に柱

部材の履歴線の比較を、 図 - 7 に F Dのせん

能rr補強筋の効果の比較を示す。 これら F Dに

関する諸実験をベースに、その構造性能の評

価 ( 評定や認定の取得) を得るための活動も

開始しており、近い将来、設計上も経済性を

期待できるものと考えられる 。

また、 F D工法の構造形態については柱、

梁すべてを F D とす ることのみならず、その

構造物の特徴を生かした稜々の構法も提案笑

施されており、次章にその一例を紹介する 。

2. 4 F  0 工法の施工法

F D工法の施工法においても っ とも特徴の
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あることは、 R C造にもかかわらず鉄骨的建

方が可能なことである 。 これは F D部材の持

つ立体トラス的な強度を利用していること、

さらに図ー 5 に示すような機械的な継手、定

着工法を採用していることによるものである 。

この建方法によ って 現 場 での配筋工事の省力

化、合理化が大幅に可能となるとともに、継

手、定着の施工も熟練工でなくても施工可能

な容易な施工法を採用しており、この部分の

信頼性が高まるとともに、天候にも左右され

ず工期j の短縮も可能となる 。 F D工法の標準

工程を 図 - 8 に示す。 F D部材は工場出荷の

際すでに継手、定着の位置をマーキンクして

あり、現場ではこの7 ーキングを合わせて建

方を行えば、自動的に精度が保持できること

になる 。継手箱工の機械は小! 型軽量化され、

当社が開発した扇311足場上で容易に施工可能

である 。

また、 F D工法の建方についてはその強度

上の観点から 1 節 3 層づつの積み上げ方式が

現在のところ大半ではあるが、現在 F Dその

ものの強度について詳細な実験的解析を行 っ

ており、将来は 2 節 6 層程度の建方を目標と

している 。実施例としては軒高き約 20mを一

括建方した例 ( 東京消防庁本田消防署庁舎 )

もある 。 このよ うに F D工法は欽骨的に建方

を行うため、これにたずさわる職種も従来の

鉄筋工とは異なり、鳶工と鍛冶工の混成チー

ムを採用している場合が多〈、また、この方

法が現時点において、よりベターな方法との

結論を得ている 。工程計画上、後補強として

残る継手部のせん断補強筋の施工もこれらの

職種で十分に対応で き、問題は生じていない。

このように、 F D工法においてはその職種に

おいても新しい職能のグループを育成する必

要があるものと考えられる 。

3  . 実 施 例 に み る 設 計 ・ 施 工 上 の 省 力 化 、

合 理 化

3  .1 設計法における省力化、合理化

構造技術者にと って、設計当初にその構造

物の構造形態をどのようなものにするか、そ

してそれが与えられた構造設計条件 ( 構造性

能 ) を満 足し予算枠におさまるかどうかは、

大きな関心を持っところであろう 。 F D工 法

凶 図ー 3 F  0 断面

R  ( x  10 1  rad)  

3.0  4.0  

圧婚継手鉄筋はデー コン、ヰジコン

ロックナ y ト継手鉄筋はヰジ コン

υ k  

は」

ー寸一一一→_ -←一ー

1L. I  /， j /_.J  

コント ロール継手 鉄筋はヰジコン

I  r一一一一一一寸

モ ｾ Ｍｅｴ三伝記子 Ｇ Ｘ ＮＢ ｅ ヨﾭ
は」 ι ! . L- ...!..ι ームー_I ，___J ムl

定着ナットおよび定着板

E雪唖ヨ国1

図- 5 継手、定着の概要

R  ( X 10'  rad)  

3.0 ‘。

ファプダ ックの履歴線図 従来のフープ牲の履歴線図

図- 6 柱せん断実験履歴線図の比較
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一一一一- 1- ' . (%)  

ω rl l - I.) .，関 係 図 - 7  F  0 の

せん断補強効果の比較

柱地組( 現場配筋梁、足場固定座、継手板一仮設材) 等の取り付け

簡易足湯、簡易クレ ーン取り付け

( 安全ヰット取り付け)

位継手部仮設仮取り外し 中筋、 トップ筋 継手部勢断備強筋取りイ寸け

( 安全ヰッ ト取り外 L )

ｲＭＭＭＭｾ 、

λ 型枠 トー一 一 一一 -'， r 一 一 一1 r 一 一 一 一 一 一- -，

¥ ド二三- ， r - 一- ， "、 床配筋 ト 叶 コンクリート打殺 !  
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36 

簡易足喝、 簡易クレーン等取 η 外L

図 - 8  F  0 工法標 準工程表



表 - 4 工事概要

・ 工事名 Ｏ 第 Ｒ 笠田ピ ｊ レ新築工 Ｇｉｾ

・建 設I也/ 神戸市必合区二宮町 2 丁目 23番 地 l

. 施主/ 鮒盟国興産

・設計監理/ 附大津建築4 J . 務所

. 施 工/ 附安英工務庖

' 7 7 プダ ック工事と継手定消の施工/

側神戸製鋼所

。一一ー

。一一一

し↓↓↓ ↓

PHR 

PH2 

11 

10 

9  

8  

1  

6  

5  

4  

3  

基 準 階 平 面

1  G. L 

φφφ ゐ

断面図

〈瞳揖面禍 〉

1I 置 2 階 14. 7m' " . 上階 16. 0m'

10- 2  ｾｾ＠ 230. 0m'  I  ' l I 81!.6m'  

B  I 陥 180.81' 11' 証 2470. 1' "'

図 - 9 納組概要

.  f蒋造形式/ 7 7 プダ ック工法による R C構造

. 用途/ 4¥. 務所・住宅

・続 線/ 建 築 面 械200. 48m' . 延函fl12 ，085. 44mヘ

軒高30. 300m、最高都市さ 36. 000m、階数一地

下 l 階・地上10階・俗屋 2 階

- 工 事JUI Il Jl / 昭和52年 11月 l 日- 5 3年 6 月30 日

表 - 5 躯体部( 柱・大梁) の鋼材質量の比較 ( 単位 e 凶 n )

鉄骨鉄筋コンクリート精進

1'1 別 柱 大 1桑

鉄骨 58. 11 80. 22 138. 33  

H. T . B  1. 20 4. 05 5. 25 

鉄筋 17. 37 27. 35 44. 72 

ｾｩ＠ 76 .68 11 1. 62 188. 30 

比 100 100  100 

ファブダ y クによる鉄筋コンクリート機造

定着板等 10. 77 10. 77 

継手、定着 0. 87 7.33 8. 20 

鉄筋 48. 45 71. 86 120. 31  

百十 60. 09 79. 19 139. 28 

対 S RC比 78 71 74 

.  f l ' ! f ) : 範囲は地中w: を除〈、特，大wi ( I1H1i を含む ) 、ベース

プレートを含み、アンカ ーボルトは含まず.

表 - 6 資材量の比較 ( m' 当たり)

資 材 | 栂 怯 | 数 量 | 在 来 附 す る 比 率

在 来 150 作&l of) 1  11. ∞ 

鉄

|F Wj イプ 150 附院出掛脇揖部損担詰物1 . ∞

筋

B  p? イプ 1 ｾＲ＠ ( 4' of) ーーーーーーーーーーー1 . ω

在 来 1 32 ( 4' 同 1 11. ∞ 

鉄:

|F Wj イプ I20 ＨｫｉＡ叫 ｾｾｾｾＰ Ｎ ＶＳ
骨 l l

B  P タイプ 111 作&1肘)

神 l 在 来 11 仰
lof) 1. 00 

ｌ い ｗ タイプ Ｑ Ｒ • Ｕ Ｈｭ Ｏ ￸ｦＩ ｾ物 ｾｾｭ 麹 ＲＮＰＸ

I BPタイプ 10. 8( ml 耐 } 園 ・ 圃 圃 圃 0. 70

仕口概要図 ( F Wタイプ)

柱

仕口概要図 ( 8 P タイプ)

図 - 10 H A C C工法のディテール

は柱、梁すべてを F Dで構築できることはもちろんのことであるが、

その構造物の特徴や形態によ って種々の新工法が考えられる 。ここ

では市街地に建つ一部事務所付き共同住宅と標準化を強力に推進し

た形の共同住宅をとりあげ、設計面からみた省力化、合理化を述べ

てみることとする 。

施工面では l 節 2 ] 習の制み上げ主主方など安全策を取 ったにもかかわ

らず関係者の協力を待て無ギ所要の工Wl で建方工事が完了し、 F D

工法への足掛かりを得た建物として評価されるものと巧えられる 。

(a)第 2 豊田ビル このビルは神戸市街地に建つ事務所付き共同住宅

であり、工事概要を 表 - 4 に、紬組概要を 図一日 に示す。

本建築物に F D工法を採用するかどうかについては、設計当初に

従来 S R C造との比較( 鋼重、コンクリート工事、工程など) 検討

を行い、総合的な観点から F D工法のメリ ッ トを見出せるとの結論

を得、採用されたものである 。

採用にあたっては軒高さが約31m と高いため二、高層 R C造建築物

設計指導指針砂による行政指導を順守して全階を F D工法による R

C 造としたものである 。設計比較 l時の一つの資料として表 - 5 に S

R C造の場合と F D工法の場合の鋼霊比較を 示す。これによれば、

F D工法にすることによ って対 S R C造鋼霊比26% 減とな り、鋼材

質においてもかなりのコストメリ ッ トを生じた 。これは断面設計時

に鉄筋の持つ自由度の高さを有効に利用できたためと考えられる 。

また、本建築物は F D工法採用の高層ビルとしての第 l 号であり、

(ω H A C C工法 本工法は、( 株 )長谷 川工務庖が共同住宅の襟準化

を推進して開発した工法であり、 図 - 1 0に示すようなディテールを

持っている 。本工法は柱を従来の S C R造とし、梁に F D を採用した

ー砲の呉極構造物であるが、柱 ・梁接合音[1の実験も行い、評定も取

得している工法である 。表 - 6 にm'当たりの資材量の比較を示すが、

これによればコンクリート、型枠工事は躯体断面に変動がなく同ー

であるが、 H A C C工法では従来 S R C造に対して鉄骨量が大幅に

低減しており、コストダウンがはかられている 。本工法はすでに 10

数件の実績を有しており、製造面でも標準化ということは有益であ

り、現時点では F Dの製作図などもほとんど標準化されてお り、設

計にかかわる工数の省力化 もはかられており、非常に省力化、合理

化が推進された工法と巧ーえられる 。

3  .  2 施工法における省力化、合理化

ここでは、公的建物として耐良性能などを卜分に考慮しなければ

ならない建物のーっとして、東京消防庁の建物を例に、主に施工面

から検討してみる 。工事概要を 表 - 7 に、軸組概要を 図ー 111こ示す。
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工事概要

- 工事名/ 東京消防庁本図消防署改築工事

- 建設I也/ 東京都葛飾区東立石 3 丁目 7 6 2番 地4

施 主/ 東京消防庁

- 設計監理/ 東京消防庁総務部施設諜

志村建築設計事務所

- 施 工/ 大成土木 大栄工務庖共同企業体

' 7 7 プダンク工事と継手定活の施工/ 1 的神戸製鋼所

. 精進 型 式/ ダプルスパイラノレ組立鉄筋工法によ

る R C締造

・用途地域/ 近隣商業地域、住居地域、準防火地域

・規模/ 敷地稲積 1 ，2 3 5 . 6 7
mヘ 建 築 面 続6 9 6 . 3 9師、

延 床 前 総2 ，5 0 2 . 3 9 m' 、軒高 1 9 . 3 0 0 m、最高部高さ

2 4 . 5 0 0 m、階数一地 上 4 階・俗屋 H 皆

表 - 7w
m
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(  b)  

本建築物はこの建物の持つ社会的ニーズによって通常は S R C造

となっているものを、 S R C造では柱 - 梁接合部や鉄骨下端でのコ

ンクリートの充J浜性の悪さなど、施工上の問題が残るため、これら

を克服し、かつ、耐震性能的には S R C造なみの構造性能を念頭に

において F D工法の採用にいたったものである 。

図ー 12に F D建方工事の工程表を示す。本建物の F D部材はメン

バーとして大きく、 l司1) 性も高〈、鉄骨的に村j支よく、全層一括建方

施工でき、工程上のトラフールなどはおきなか った。柱の建方は 1 日

当たり 16 ピ ー ス ( 1 日5 人工) と少ないが、これは F D工法の建方

においてはまず位を精度よく建てる必要があり、恨重に施工したこ

とによるものである 。一方 、梁は 1 日当たり 37 ピース( 1 日5 人工)

と伎の倍以上の早さとなっている 。平均すれば 5.6ピース/ 人 ・目、

1 日当たり 28ピースと、ほぽ当初の予想、どおりとなった 。

また、継手関係では圧着継手とロ y クナ y ト継手を採用したが、

圧着継手の場合 1 組 ( 1 台、 2 人) で 1 日当たり 7 5個所、ロ ック ナ

ッ ト継手の場合 1 組 ( 1 台、 2 人) で 1 日当たり 58個所施工したこ

とになる 。継手音)1の後工程として残るこの部分のせん断補強筋の施

工は l 日当たり ( 5 人工) で49個所となり、継手部内に溶接金網ウ

ェルマッ トR を姉入した割りには予想より良い結果が得られたもの

建方工程表

と与えられる 。写真一 1 に建方完了後の全長を示す 。

以上、 F D工法の開発経緯と工法の紹介および笑焔例について述

べてきたが、いまだ工法として完成されたものとは言い難いが、実

施例にみるように着実に設計、施工面での省力化、合理化の実をあ

げているとは言えよう 。

今後は F D工法そのものの確立はもちろんのこと、 31 m以上の高

層建築物への対応や従来工法の中へも容易に組み込まれる新工法な

どを検討し、省資材型の設計、施工法や新耐震設計法など、この分

野の動向に対応できるような信頼性の高い、機造性能の優れた R C

造としての F D工法を推進していきたいと」まえている 。

。

図 - 12

まとめ4  

図 - 1 1

6，400 

(  c )  

最後に本稿をまとめるにあた って資料の提供などにご協力をいた

だいた、大津建築事務所大津所長、( 株) 長谷川工務庖技術開発部森

岡、本崎両氏、東京消防庁施設課宮崎氏ならびに志村建築事務所の

方々に謝意を表します。

〔参考文献)

説問、本僑恥品質と生産性の lilJ 上をはか った S R C高層住宅' 主l ! 築技術NO.333 1979. 5 

(やまがた ゆ き お ( 附 神 戸 製 鋼 所 鉄 柵 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 本 官11ブ ・ ロ ジ ェ ク ト 室 係 長 )
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、 ヒ ロ 七 グ 一 明 日 の 環 境 を ひ ら く 一

省 資 源 、 省 エ ネ ル ギー が 改 良 の ポ イ ン トと 言 わ れ る 新 時 代 に 入 り 建 設 工 事 に 於 い

て も 新 た な 合 理 化 を 求 め ら れ て い ま す 。一 明 日 の 環 境 を ひ ら く 一 重 仮 設業 界 の パ

イ オ ニ ア とし て の ヒ ロ セ で も 永 年 に 亘 る業 界 の ご 期 待 に 応 え る べ く 全社 を上 げて

こ の 問 題 と 取 組 み 近 来地 域 開 発， 資 源 ， エ ネ ル ギ ー 開 発， 都 市 の 再 開 発， 土 地 造

成 ( テ ー ル ア ル メ 工 法 ) ， 道 路 ・交 通 網 の 整備 に 伴 う 橋梁 建 設 工事 ( K D 橋 ) 等

の増 勢 を 見 て ， これに 有 効 に マ ッチ す る 新 技 術 を導入 ， 開 発 し 販 売， 賃 貸 を 行 な

って お り ま す 。

. ニ ッ ケ ン ス タ ー K D橋 l  ※ テ ー ル ア ル メ 工 法 ( 補 強 土 工 法 )

( ク ル ッ プ デ ザ イ ン ) w ト ラ ス .

こ の 怖 は 西 ド イ ツ の 名 門 で・世 界的 に 有 名 な フ リー ド

・ク ル ッ プ杜 と 業 務 ・技 術 従 併 を 行 い ， 先 に N T 杭

発 明 者 ア ン リー ・ビ ダ ー ル 氏 ( 仏 ) が 椛平IJ を も っ特 許 工 法 で あ る 。

本 工 法 は 一 般 的 に は 垂 直 擁 壁悦 土 工 法 と さ れ て い る が， 原 理的 lこし、

え ば明土 " の 中 に 「補 強 材 」 を 組 め 込 む 工 事 で ， 土 と ス ト リ ンプ t ';lf 

綱 ) と 間 に 7 サ ツ を 生 じ さ せ， - 1闘の 明、たまり 砂 と し て の 土 柿 造

物 を構 築 す る も の で あ る 。 施 工 笑 紡 か ら 見 て ， 本 工 法はイ1:米 擁 壁

( K  .  トラス ) を 開 発 し て 以 米 我 が 同 に 於 け る 仮 設橋 ，

応 急 怖の 笠 富 な 施 工笑 品目により柏重ねた 経 験 を 生 か

して 日 本 規 格 に 適 す る 形 態 に ア レ ン ジ した ， シ ン プ

ルて唄強 度 - 耐 候 性 に 優 れ る まl:t 立 式 W ( ワ ー レ ン) ト

ラ ス椛 で あ り ま す 。 製 品 は すべ て 道 路 紙示 方 舎 に 基

い て 製 作 さ れ て お り 本 怖 と し て も 安心 し て ご利 用 航

け る も の で す 。 可可H寺 で も 何 処で もH と い う ユ ー ザ

ー ニ ーズ に対応するため裂品を Ｇ ｾ ｜Ｎ Ｑ Ｏｉ ｬｬＱＧ u車し ， 仮 設 僑，

永 久 怖 は 勿 論， 被 災 時 の 応 急 椛 と し て も ， J! O納 出 来

る 態 勢 を 控 え て お り ま す 。 今後 こ の K D橋 を ご 活 用

航 く こ と に よ り ， 必 ず や 皆 機 に こ♂it. 市) E 戴き ， 橋 栄 建

設 の 合 理化 に 貢 献 出 来 る も の と 硲 伝 し て お り ま す 。

法 ( 逆 T Ｑ ｾ ＧＮＱ ・ ｌ 型 ・ 扶喰式等 Ｉ に比較して ， 経済性 ・ 施工性におい

て 優 れ た も の で あ る こ と が立 証 さ れ て い る 司 当 社 は 昭 和49年 に 日本

及 び 東 南 ア ジ ア を テ リ ト リー と す る 特 許 実施 権( ラ イ セ ン ス ) を取引λ

設 計 ・材 料 版 売 ・現 場 技 術指 導 を 実地 し， す で に 囲 内 で は 数 々 の 突

がi を上 げ て き ま し た 。

間宮司

ー テ ー ル ア ル メ 工 法 の 特 長 一

1) 最 低 限 の 用 地 幅 で す み ま す。

2)  軟 弱 地 盤 に 最 適 で す。 ( N値 4

- 5 程 度 の 地 耐 力 が あ れ ば そ の

まま施工できる 。)

3)  高 い 垂 直 盛 土 が で き ま す。

4)  簡 単 に 短 期 間 で 施 工 で き ま す。

5)  建 設 公 害 を だ し ま せ ん。

6)  品 質 管 理 は 安 心 で す。

7)  特 殊 技 術 は 不 要 で す。

8)  美 し い デ ザ イ ン が で き ま す。

一 用 途 例 一

・ 鉄 道 新 設 工 事 に

・ 新 設 道 路 ・ 拡 幅 に

・ お さ え 盛 土 擁 壁 に

・ 立 体 交 叉 に

・防 油 堤 ・ 防 液 堤 に

.  各 種 造 成 工 事 に

・ 仮 設 道 路 に

鹿瀬鋼材産業株式会社

本 社 / 大 阪 市 西 区 新 町3丁 目5番 7号 永 光 ピj レ

T E し ( 06) 532 - 6201  ( 代表) w 550 

大 阪本 l苫 / 大 阪 市 西 区 新 町 2 丁 目 20番 刊 号

T E し ( 06) 532 - 6201  ( 代表J 岳 550

大 阪工 場 / 大 阪 市 西 淀 川 区 中 島 2 丁 目 3 - 8 7  

T E し ( 06) 474 - 8121( 代表〉 ⑤ 555

本- 支1 e 5/ 東 京 ・札 幌 ー仙 台 ・名 古 屋 e 広 島

ー福 岡 ・横 浜 四 国

営 業 所/ 八 戸 ・干 葉 ・i奇 玉 - 金 沢

工 場 / 平 案 ・柑 ・白 井 ・札 幌 ・仙 台 名

古 屋 ・広 島 ・福 岡 - 四 国 八 戸
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タイプ3  ー ズ に 応 え る 新 工 法明 日 の 建 設 ニ
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MI C C Oスラプ工法概要( 5 R C造の場合 )

A P シ ャ ツ タ リ ン グ 工 法 ( 大 型 壁 型 枠 工 法 )

A P シ ャ ン タ リ ン グ 工 法 ( 略 称 A P  $ ) は・険性的な労務者不足と労務賃金の

高 騰 に 対 処 す る 為 型 枠 工 事 の 省 力 化 を 目 的 と し 鉛 直 に 建 て た l 対 の シ ャ ンタ

リ ン グ 梁 の 聞 に 堰 板 を 挟 み 込 ん で 作 る 大 型 壁 型 枠 工 法 で 、 未 熟 練 工 で も 施 工

で き る 様 あ ら ω る 角 度 よ り 徹 底 的 に 研 究 し 開 発 さ れ た 製 品 で あ る 。 こ の A P

S 工 法 は 西 独 の 仮 設 機 材 の ト ップ メ ー カ ー ヒ ュ ー ネ ベ ンク 社 が 開 発 し 中 央

ビ ル ト 工 業 が 技 術 導 入 し 国 産 に よ る 製 造 ・販 売 ・ロァ貸をしており、 わ が 国 の

建 築 土 木 工 事 の あ ら ゆ る 分 野 に 広 〈 利 用 さ れ 、 史 i枠 工 事 の 省 力 化 に 多 大 な

貢 献 を し て い る 。

特 長 1. 在 来 工 法 に 比 較 し て 、 必 以 下 の 労 務 者 で 施 工 で き る 。 2 在 来 工

法に比較して、 2 0 - 3 0 %工 期 短 縮 が 図 れ る 。 3. 在 来 工 法 に 比 較 し

て、 10 %位 コ ス ト ダ ウ ン に な る 。 4 高 精 度 の 躯 体 が で き る 。

5 サ y シ先イすができる 。 6 .施 工 上 の 管 理 が 簡 素 化 さ れ る 。

〔特許〕 基本特許日召4 3 - 0  1  5  5  5  6 他 1 4 件 、 実 用 新 案 2 4 件 、 意 匠 登 録

2  7 件 、 商 標 登 録 2 件

M I C C Oス ラ ブ シ ス テ ム

M I C C Oス ラ ブ シ ス テ ム は コ ン ク リ ー ト 機 造 物 の 施 工 の 単 純化 、合理化、

シ ス テ ム 化 等 を 目 的 と し て 開 発 さ れ た 現 場 打 コ ン ク リ ー ト に よ る 床 版 工 法 で 、

そ の 基 本 的 工 法 は オ ー ス ト ラ リア の シ ビ ル ・ア ン ド ・ンビ γ クキ土に於て開発

さ れ た プ ロ グ レ y シ ブ ・ス ト レ ン グ ス 工 法 の一 部 分 で あ る コ ン ク リー ト 床 工

事 の 施 工 法 を 我 国 の ス ラ ブ 工 法 に 適 合 す る 様 改良 し た も の で す。 こ の 新 工 法

に 使 用 す る ミ ツ コ ー ト ラ ス 及 型 枠 ( コ フ ァ ー フ ォ ム ) は 工 場 で の 徹 底 的 な

品 質 管 理 の も と で 自 動 生 産 さ れ て お り ま す の で 、 強 度 、 品質 、 精 度 共 に す く

れ た 床 版 が で き 上 り ま す。 ミツ コートラスはスラフーの構 造 筋 と し て ば か り で

は な く 施 工H寺 の 支 保 工 を も 兼 ね る 様 設 計 さ れ て い る 為 、 現 場 で の 作 業 は 軽 減

さ れ 、 施 工 管 理 が 容 易 に な り 、 工 期 の 短 縮 と あ い ま っ て 在 来 工 法 に み ら れ な

い 多 大 な メ リ ッ ト を も た ら し て お り ま す 。

特 長 (1) 型 枠 工 事 の 床 支 保 工 や 支 保 工 の 為 の 構 台 等 一 切 必 要 な く 、 現 場 作

業 が 合 理化・ 省 力 化 さ れ て い ま す 。 (2) こ の シ ス テ ム に よ る リ プイ寸

床 は 、 あ ら か じ め 計 算 さ れ た 、 む く り 。 を も っ ミ ツ コ ー ト ラ ス を 使

用 し 、 下 段 か ら の 支 保 工 が な い た め 、 精 度 の 高 い 床 を 施 工 で き ま す 。

(3)標 準 化 さ れ た コ フ ァ ー フ ォ ー ム ( 製 枠 ) や 部 材 を 使 用 す る 為 、 持

ち 運 び 、 組 立 、 解 体 が 在 来 工 法 よ り 容 易 で 能 率 的 で す か ら 、 合 理 的

で 安 全 性 の 高 い 作 業 が で き ま す 。 (4) 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ・鉄 骨 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト 造 、 鉄 骨 造 の い ず れ に も 使 用 で き る 、 広 い 適 用 範 囲

をも って い ま す。

フ ラ イ ン グ シ ョ ア ー 工 法

フライ ン クシ ョア ー 工 法 は 従 来 の パ ネ ル、 機 太 、 大 引 材 ノマイ プ サ ポ ー ト を

一 つ に ま と め 、 床 版 大 ノ ぞネ ル と 枠 組 を 一 体 化 し そ の ま ま 水 平 並 び に 垂 直 移 動

が で き る 様 に し た 新 し い 型 枠 支 持 装 置 で す 。 現 在 深 刻 化 す る 労 力 不 足 と 労 務

1 ' i : 長の高騰により 、 益 々 現 場 で そ の 必 要 性 、 優 秀 性 、 と 安 全 性 が 認 め ら れ 大

小 の 現 場 の 何 如 に か か わ ら ず 使 用 さ れ て お り ま す 。 こ の ミ ヤ コ フ ラ イ ン ク シ

ョ ア ー 工 法 は 組 立 、 利 高ft 、 運 搬 迄 シ ス テ ム 化 さ れ 改 良 に 改 良 を 加 え て 完 墜 な

工 法 を 完 成 、 あ ら ゆ る 条 件 に 適 す る 様 細 部 に 亘 り 設 計 さ れ て お り ま す 。

長 1. 在 来 工 法 よ り 10 - 2 0% の 型 枠 貨 が 節 減 て' き ま す。 2 . :(:E来 工 法 よ

り 組 立 、 解 体 が 2 倍 の ス ピ ー ド で で き ま す。 3 在 来 工 法 よ り 2 0 -

30% の 工 期短 紛 が で き ま す。

特 許 第 6 7 8 5 0 5 、 実 用 新 案 2 件

図 - 2

標 準 型

① 外 枠 F O 1815 

② 内枠 F  1  1818  

③筋ヵ、い F  X  1218 

④ 筋 か い F X  518  

⑤ 梁 F G  S  R30 

⑥ 調 整 ジ ャ y キベ ース F J C

⑦ ピン及びク サリ

③ ボルトナ ッ ト M 12 X  140 

③ 昇降ジャ y キ F J E  

⑬ ドーリ-

O パヰルとめボ ルト o 9  

・許容鉛直荷量 l 腕当 円 2.5 t  

・ジョ イ ン トにより外枠の連結

が自 由にできま す。( i I i さの掴

節可能)

特

フライング シ ョア一大型床 版型枠工法図 - 3  〔特言午〕

中 央tゴル'1- 互 業 献 式 会 結

，と
( 2日3) 7271 ( 代表)日6乞宝〒 541 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 1 丁 目 4 番 地 ( 日 生 高 麗 橋 ビ ル 内 )

大 阪 支 唐

広 島 出 張 所

高 松 出 張 所

( 63)  8401 ( 代表)0822 乞茸干 730 広 島 市 二 葉 の 里 1 丁 目 1 番 目 号 ( 広 島 パ レ ス ビ ル )

( 21) 8595( 代表)
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アザヒミ ｐνｾａｖ 都Ｈ ｾｴ＠
特長

・ニ等辺三角形の枠を組合せる強力で安全

性の高い組立重量支保柱です。

. 1 基当りの許容荷重 16 t で単管とクラン

プで水平継ぎ等の補強が出来ます。

. 組 立 高 さ は 1 m ・ 1. 5  m ・2 m . . . . . . .ーと

0. 5 m毎に調整することができます。

・組立てに特別な工具がいらず組立てたま

まクレーン等による移動も可能です。

フレームサポート荷重支持

国立ヨコ図

'  

(  4 点支持) ( 8 点支持) (  1 点支持)

2  

41 
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大阪地盤の生成(その 3 )

西 垣 好彦

沖積層

表 1 六甲山地とその周辺の第四紀地質構造・地形発達史 ( 藤田和夫編1971 を藤田改編1979)

hi 

I也 層
気候変化

年代区分

地 層 名

ポーリング
地 強 運 動

海水面変動

地 形 面

OD- l  

f且IJ!: 栂 悶 自画 M. 13  IlJ 盆 盆 沖積平野の発注

ト一一一 I也の I也 I内也 縄丈 i陣進

1主
天天満満粘喋iニ層層

丘-傾動 縮の のt4継続世R  

大阪湾隆化 低{立Fえ丘の形成

隆J起也
M. 12  

5  j問

際部隆起 小

伊丹i挺進( 3万年前)

川凶西粘線土府層

I11 
沈

10  M. 11 中1立t主丘の形成

第 吏
丘六陵甲地山地の形の隆成起

i 1! i 八本海道 (硯I也形枠の成立 )

M. I0  IIIJ 奨海進 段丘

析 中 大阪府群以上部

M.  9  
傾動隆起の激化 温暖JUi ( 7 デク層) 丘 ｍ ，陵 Ｑ 立 ｆ背主 ｉ 丘面のの ｆ 形ｾ，成 J¥e. 

形

M.  8  

M.  7  

( 紅上 ft 作間) I，l< 

50 
寒冷j悶

世J ! I I M.  6  
断N-層S地系泌スのラ傾ス動ト隆発起生|制始

(i ，前池谷カラマツ層)

四

洪

大阪層群上部 M.  5  

M.  4  

六-NEE甲S- SE情・播W系芦層系共型屋地役お・甲塊よ断陽び層の断W隆の層N起発)W '主

111 
( あずき 凝灰宕) M.  3  

寒冷191

M.  2  

l∞ 
M.  1  

{ 五助

紀
世

前

内太1平胃洋ft 間IJ とのj主総

家冷! 日1

大阪層群下部 M.  0  

問i 《制 I胡盆の発速

hl< 

東西基圧縮倒による南北J i l旬

2∞ H語

第
生祈宇

の 娘 幽 は じ ま る

*e 
IJ!: 

t中領位以前にはいI回もの i毎進 j毎退があり 、その

とき海中で沈澱した粘上層がj毎成粘土であり、海

[ 加の出i さにより海の広さが異なったため、すべて

の場所でM aO - 13が堆積しているわけではない。

沖積層はウルム hi !laJ悶 ( 2 万年) 以降の堆積層で、

大阪平野を広くおおった内湾に堆積した海成粘土

層と、その上位に砂質の三角州 ・砂 州 の 堆 積 層 や

沼沢堆積層がある 。大阪湾の海底では現在でも海

!戊粘上層の堆積が続いている 。沖 積 層 の 厚 さ は 上 とからも I切らかなように、河内盆地は旧大和川の

岡Tfi! 也より西へしだいに厚〈、東の方へも j写くな 洪水氾滋原であ って、多盆の t 砂を地獄したため、

って河内盆地を形成し、上回I 台地により西大阪と 河内盆地南部では地点面近くには砂際貿地盤が多

東大阪とに二 分されている 。 提山 ・市 原 (1972) は い。 河内盆地の洪水被害を少なくするため、宝永

沖積層から C" 年代jfi lJ '，幻羽試料を採取し、その結果と 元 年 ( 1704 ) に現作の大和l川への lifJ 削が行われ、沼

既存ポーリングデー夕、遺跡等から大阪、門? のづき 沢地を埋め立てて多くの新 111 が冶られ、河内盆地

i主! とを lリl らかにした 。 それによると約7000年前に がしだいに聞かれてい った。河内湖のおもかげは、

は図 9 (a) のように河内盆地は湾とな っており、 数年前沼沢佐植物が ｬｩ ｩｊ Ｑｾ によ っ て絶滅してしまい

上回 ｔｍ 也が ｾｴｊ ｪ にのぴ天満付近には砂川が発 ｪ 主し なくなったが、明治の地形図には微地形として記

ていた。 この頃の上回T台地西縁の海岸線は現在の 録されている 。河内潟が淡水化すると、そこに堆

地形にも残されており、松屋町筋から天王寺 ・住 積していた海J j 文字占仁は i止い時/ HJ のI i ! l に溶! J 見され、

吉を結ぶ線の来日刊で地盤が急激に高〈、その西側 現従みられるように門然合本比が液性限界より高

に汀線に堆積する砂層が地点近くに堆積している。 い東大阪鋭敏粘よとなった 。 このような地域での

河内湾はその後、 l時代の変遷とともに淀川・大和 掘削工事において、すべり破域を起こしている例

川により辺搬されてきた多量の土砂が堆積し、紛 が多〈、鋭敏粘仁の特性を忘れてはならない 。

/' ， 少していくとと 沖積粕上層の生成過程で ￆＺｾ なことは、海本 ｉＨ ｛ｩ

もに、天満の砂 の上対が一度 ｦｬｽ 滞した時 ｈｾ があり、その海 ｉｊ＼ｉＨￕ に

州がづき達し、潟 村応した沖積平n が形成され、これを古沖積層と

湖 へと変わり、 呼 ぶ。沖積粘仁層の下に シル卜質制砂~細砂層が

淡* 化していく 。 あり、この層は古沖積層の前庭層である 。古 沖 積

そして、古噴時 層が生成された時代は呪 (1: よりも寒冷であ ったた

代前I ! IIには図 9 め、植物の未分解のイ{ 機質粘 t 層が堆積している 。

( b) のように湖と また東大阪には沼沢に繁茂した組物のイ{ 機質粘 t

。
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図 9 大阪平野の変遷

層がみられ、これらの層を掘削したときメタンガ

スの流出がみられる ので、工事 に 際 しては i主広が

必要である 。

以上が、大阪地銀の '1: lJxについての概要で、地盤

形 h止と地質年代との| 船主を 表 1 に示した。

大阪地盤の工学的諸問題

11il 去に大阪地盤の' 1 : 1，) ( : と| 対述の深い工判1' ，) 諸問

題について簡単に述べる 。 まず、大阪平貯の地盤

沈下問題であり、その i初任のために実施されたの

が前述の 0 0 .ir. 11主である 。大阪の地盤沈下は戦前

から生じていたが、戦時中一時停止し、その後産

業の復興により激しくな った。 この原因に多くの

説があったが、多くの観測結果から地下* の過剰

揚 IJ<によることがIIJI らかにされ、昭和37年、大阪

市は全国に先がけて地下水採取を厳しく規制した

録されているこ 結果、昭和42年には大阪市域はほぼ停止した 。 こ

42 迎察と社会/1979年1211 月

の1m、臨海部ではかなりの沈下を生じ、規: 1;11前 年

の 1 年r : ! I で臨海部で20cm以上、市内中心部でも 10

cm以上の沈下をみた 。規制後は大阪市内では次第

に好転したが、府下衛星郎市では沈下がI付加l し続

け、府'l ;j. じ業附ノ'J<が完成する昭和45年まで、かな

り沈下した。地盤沈下は iql 積 層 がj平く堆積 してい

る所に多かったが、沈下は沖積層だけでなく、洪

積層においても' ) : じた。 i見ィ生、 地下水位が| 口| 復 し

てきているが、このことは地下掘削工事にあた っ

て大きい彬特を与える 。 とくに西大阪で. i l l : 裂な支

1.J 層である天満燦層では、昭和37年に比べ10 m以

上も水位が上討しており、地下* 対策を十分にし

ておかないと大事故につながる恐れがある 。

六甲に断層の多いことは先に述べたが、 liil 庄の

地震にあIする汚えは断層とぷm一体の| 話! 係がある

とされている 。し かし、図 3 に示した断層が地震

のときに' 1 : じたものかどうかは明らかではないが、

近 畿地万北西日11の微小地援の観測結果 には焼 則 性

があり、図 3 の悦ずれ断層とイI馬-'..J 槻柿i立総で

発生し、笈 il Ji l分布は 10- 13kml こ集中している 。 l a

近 、これ らの断層の数個所で断層をまたいだ変位

測定が| 昨! 始されたし、さらに多くの地震観測が続

けられることなどにより、近畿地方の地援につい

て 11} j らかにされていくものと忠われる 。

i丑綴I也}J の基盤中の断層については il J l らかにされ

てきたが、被桜府内では図 4 のようなパターンと

なって いるが、その実体はまだ II}I らかにされてい

ない。し かし、これらを F知しておかないと、 1:  

地造成のときとか、掘削工事のときに多くのトラ

ブルをおこすことになる 。とくに多 いのは造成中

にすべりを必' 主させた f9Uが多いので注広する必要

がある 。

本文をまとめるにあたり大阪市大雄凹和夫教段

に多くの" . ' ，i，につきご教授いただいたことに| 均し、

感謝の，也、をぶします。
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る、押さえこむ。という換気方式となり、この

ノf タ ー ン の 極 限 設 計 が 天 井 全 面 吹出 に よ る 層

流 型 ク リ ー ン ・ ル ー ム と な る 。

室 内 容 積 V を l とすると、 q が 換 気 回 数 に

比 例 す る こ と か ら 、 換 気 同 数 の 逆 数 がH寺定数

に上 ｬ ニ ｦＷ ｾ する数 ｦ￼￯ となる 。 したが っ て、クリー

ン ・ル ー ム の 設 計 時 に お い て 、 換 気 回 数 を 大

き く と ろ う と す る 傾 向 は 、 じ ん 媛 散 を 減 ら す

意 味 と と も に 、 発 じ ん に 対 す る 抑 制 力 を 高 め

る な 昧 も 含 ま れ て い る か ら で あ る 。

こ の 時 定 数 に 関 与 す る フ ァ ク タ ー と し て 、

還 気 比 γ があるが、遼気上tr と 時 定 数 の 関 係

を、フ ィル タ 効 率 を パ ラ メ ー タ ー と し て 計

算したのが、 図 5 である 。 こ れ か ら わ か る よ

う に 、 遼 気 比 を お く す る こ と 、 す な わ ち 、 許

す 限 り リ タ ー ン 風 去 を mす こ と が 、 コ ス ト を

か け ず に 、 抑 制 力 を 出 め る 下 段 と な り う る 。

備

校

m

m

A
「

」

γ

h
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クリーン・ルーム

一設計のために
換気回数

同一 クラスにおける効率と換気回数

フ ィ ル タ ー な ら び に 111i 換 気 f! i l 数による換気系

統 の 室 内 じ ん 峻 iJ.程度は、同ーと す る こ と が で

き る と い い う こ と で あ る 。 こ れ は 室 内 じ ん 峻

図 2

久樹山脇

5  

書士のみを条件二とすると、 /j ! i j 者は同一 レベルの

クリーン ・ル ー ム と 評 価 さ れ る が 、 室 内 じ ん

壊数の分布を、仮に天井吹出、床日及込を i柱、定

してとらえてみると、白lif 者 は 図 3 、 後 者 は 図

4 に示す相違となる 。 図 3 に 示 す 分 布 は 、 平

均値としては、設計条1 ' 1 を 満 足 す る が 、 吹 出

口から吸込/ / まて手、バラツキ H は 、 図 4 に比

べ て 大 き く な る 。 図 3 の パ タ ー ン を と る ク リ

3  

2  

(

市

長

簾

)

新

制

蛍

ーン ・ルームを、 一 般 に は 乱 流 型 ク リ ー ン ・

ルームと呼ぶが、 り f ラ ツ キ " の 埋 め 合 わ せ

をしている疋: 味からオフセ ッ トの あ る ク リ ー

ン ・ル ー ム と 呼 び 、 図 4 の パ タ ー ン を 、 以 下

に 述 べ る 微 分 型 の ク リ ー ン ・ル ー ム と 呼 ぶ 方

が わ か り や す い で あ ろ う 。 乱 流 型 と 言っ ても、

H欠 出 換 気 気 流 が 乱 流 で、あるという lJ: 味 で は な

いからてもある 。

クリーン ・ル ー ム の 設 計 に あ、いて条 ('1二とな

る 、 た と え ばjjj 邦規格における粒子数、圧力、

温 度 、 温 度 、 気 流 換 気 回 数 、 照 度 の 各 フ ァク タ

ー が あ る が 、 こ こ で は 粒 子 数 と 換 気 同 数 の 2

つのファクターについて、その必: 昧するもの

を述べてみる 。

般 に ク リ ー ン ・ルームと 言 う と 、 設 計 条

件 に お い て ク ラ ス 表 示( ex. クラス 10，000) を

絶 対 的 な 数 値 と し て 設 定 す る が 、 そ の 計 算 過

程 か ら 兄 出 さ れ る も う 1 つのフ ァク タ 一 、 換

気 系 統 に お い て 外 乱 と な る 、 室 内 経 じ ん の がP

;t，IJ カ に つ い て 注 意 を す る 必 要 が あ る 。

1. ク リ ー ン ・ ル ー ム

o  0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8  0目9 1. 0  

還気比

湯気比による安定性図 5

オ フ セ ッ ト の あ る ク リ ー ン ・ ル ー ム

一 般 的 な 換 気 系 統 ( 図 1 ) に お い て 、 室 内 じ

ん 峻 数 Nγ の 計 算 は 式 l で求められる 。

2 .  

4 . 設計時の対応について

クリーン ・ル ー ム の 作 業 内 容 は 、 業 種 等 に

より主主なり、いくつかのパターンに分類する

こ と は 困 難 で あ る が 、 ク ラ ス 分 類 に つ い て は 、

l μ 程 度 の 粒 子 に よ り 製 品 等 に 不 良 が 発 生 す

る 均 合 に は ク ラ ス 100、 10μ 程 度 ま で を ク ラ

ス10，000、 25 μ 程 度 ま で を ク ラ ス 100 ，000 と

い う 目 安 が あ り 、 当 然 の こ と と し て 、 尚 I:it.の

クリーン ・ルームになるほど不良先' 1 : 1行数は

低 下 す る と い う 事 実 が あ る だ け で あ る 。

換 気 回 数 の 設 定 に つ い て は 、 ク ラ ス 分 類 と

同 係 に 、 ク ラ ス 100以 下 に お い て は 層 流 型500

lol/h、クラス 10，000程 度 に お い て は30同 / h前後、

クラス 100，000 に つ い て は 201日J / h平呈皮という

目 安 が あ る が 、 こ れ も 、前述の芯日未からしで、

作 業 内 容等 に よ り 、 た と え ば 、 身 体 1lj J 作 を 伴

い 述 続 作 業 と な る 室 に お い て は 時 定 数 を 小 さ

く す る よ う に 、 手 作 業 に よ る ロ ッ ト 作 業 と な

る 室 に お い て は 、 オ フ セ ッ ト型で妥協するこ

とも言午されるケースがあろう 。

企 設計f直

じん撲数

オフセットのある C .R

A  

天井面

図 3

A  

天井面

床 面

図 4

マ

間

四

抹

川

爪

マ

同

問

抹

川

爪

床 面

N T Z Z +( N 1 - E ) e× p( 一芸 ) t  

屯 屯 V  

F = (  1 一 宇 ) Qr - Nr + M

(L =  (( 1  - r  (  1 ーマ )) Qr  

Nr : 室 内 じ ん 峻 濃 度

ｎｲＺ 外 気じん ｪｾｩｊｬＯ ＡｩＮ

N，・初期室 内 じ ん 峻 泌 l立

Qr ・導入外気品

Q  r  :  i望丸1止

V 室 容 積

t  R寺111]

ヮ : フ ィ ル タ 効 率

r  fl iUl H容

M ・2色' 内経じん主上

A'.: 引いJ なじん士業数は Nγ = F /  (L で求まるが、

こ れ を 在 れ す る フ ァ ク タ ー は フ ィ ル タ 効 率 甲

と 迷 気 量 ( あ る い は 換 気 風 盆 に お き か え て )

Q の秘である 。( 図 2 )  

言 いかえる と、 効 率 の 尚 い フ ィル タ ー な ら

び に 低 換 気 回 数 に よ る 換 気 系 統 と 、 低 効 率 の

( 1)  

あとがき

計算式から、 一 般 的 に 使 わ れ て い る 数 値 の

意 味 を つ か ん で み た が 、 数 値 あ る い は 計 算 式

は 、 そ の 内 容 を 、 感 覚 的 に 把 握 す る だ け で 十

分であり、それだけで設計あるいは、運車云に

お い て も 十 分 に 反 映 し う る も の で あ る 。

( やま わ き ひ さ き K K安井建築設計事務所設備部)
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5. 

室内発じんの抑制力について

前 述 計 算 式 の 過 irit l自における H寺定数 V / 屯

は、このがP;Ii IJ カ を 把 握 す る の に 有 効 な 数 値 で

あ り 、 図 4 の 持 性 を 待 つ 換 気 系 統 l立、 当 然 H寺

定 数 も 小 さ く な り 、室 内 経 じ ん に 対 す る 抑; j jl J

力も大き くなる。 こ の パ タ ー ン に よ る ク リ ー

ン ・ル ー ム は 微 分 生l ク リ ー ン ・ ル ー ム と 呼 べ

るものである 。 これは 、 感 覚 的 に は 、 い わ ゆ

3 .  

ド- 1

L _ 一 一_J

換気系統

Nr  

Nr  

Qr  

図 1
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膨張コンクリー卜の適用例

棚 橋 秀 光

コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ 防 止 の た め に 、 膨

張性混和材を混和したコンクリート( 以下、

膨 張 コ ン ク リ ー ト と 称 す る ) に つ い て の 基 本

的 な 点 は 、 す で に 本 誌1976年 1 月号の本側で

紹介されている 。

膨 張 コ ン ク リ ー 卜 を J引いた実際の精造物に

おいて、ひびわれ防止効果が有効に発表l ' され

る た め に は 、 白 白 膨 張 を さ ま た げ る 拘 束 条 件

( 鉄筋、型枠のほかに構造体の形状によるも

のも含めて) が不可欠である。このことは、

収縮クラ γ クが生ずるのも、自由収縮をさま

たけ‘ る 何 ら か の 拘 束 条 件 に よ る こ と と 対 応 す

る わ け で あ る が 、 実 際 の 構 造 物 に お け る 拘 束

条例1 は 、 き わ め て 複 雑 で あ り 、 定 量 的 な 扱 い

もきわめて困難である 。

こ こ で は 、 臼 建 設 計 が 関 係 し た 施 工 物 件 に

お い て 、 実 際 の 躯 体 内 の 膨 張 コ ン ク リ ー ト の

歪 を 実 測 し た デ ー タ を 示 し て 、 膨 張 の 挙 動 の

一宮[1 を紹介してみたい。

A . 軽量膨張コンクリ ー 卜のスラブ.への

適用例

卸売市場の欽 Ｇ ｉ ｾ ｊ ラ ー メン造の床スラブに、

図- 1
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一次補正歪

図- 3

二次補正歪

D， 

Dz 

D.  

エクスパンションジョ

、 ‘也、Z‘・ーーーー
=主

ー・、、

、‘ー←
一一ーーーー一一一ーー句

一一一一一一一一一一嶋一- . - ーーーー- 一

イントをとらず、 一 体

としたスラフゃとして言宣

言十されている 。 膨張 混

和 材 に 加 え て 、 人 工 軽

量骨材を{ 史 111 している

た め 、 施 工 に 際 し で は

十分な施工管硯を行い、

良好な結果を得ている 。

施 工 管理 に つ い て は 文

献 (1 ) を、また問機な施

工 例 と し て 文 献(2) を参

照 し て い た だ く と し て 、

ここでは文献( 1 ) より 、

スラプのコンクリート

の 膨 張 収 縮 の 挙 動 デ ー

タを以下に示す。

スラプのスパンの中央官[1 に、 図 1 1こ示す X 2

( 主筋方向) 、 Y 2 ( 副筋方向) 、 Z 2 ( 垂直方陶) の

3方向にカールソン型歪計を埋め込み、材令240

日間の膨張・収縮歪の変化を 示 し た も の が、

図そ である 。 ここで、カールソン型盃 ｾｉ ・の読

み は 、 温 度 変 化 に よ る 膨 張 ・収 縮 重 も 含 ま れ

ている( 一 次 補 正 歪 ) の で、その分をコンクリ

ー 卜 の 線 膨 張 係 数 を 10X  10-
6  

/  " c と仮定して

補 正 し た 値( 二次 補 正 歪 ) で示している 。 ただ

し 、 若 材 令 に お け る 線 膨 帰 係 数 は一 定 と は 限

らないので 、若材令におけ る値は不正確 さ を

まぬがれな L 、。 他 }IJ した膨張混利材は、小里子

悶エクスパンで、 26kg /  m
3

の山川島である 。

区ト Ｒ よりいえることは、 Ｓ 方向とも ｽｉ 立ｾｾ長を

示 し て い る が 、 拘 束 の ほ と ん ど な い 勺 が 以 大

収 a.  i  ;  j  ， 5  6  7  8  9  10  11 12 13  14 15  16 17 1. 円 20 21 22 23 24  25 田 27 28 

綿 一一・ 回数

l i r - - _ .... ｾ ＢＢｉ＠

51J i ι た

r:li t: "ミ:;::三J二 ~ 百 も 予 一

ー‘ 弘、一

一‘ ー

二次補正歪

A ， 

A，-

A.  

収 o i  ;  j  ， 5  6  7  8  9  10  11 12 13 14 15  16 17 18 19 20 21 22 23 24  25 昂 27 28 

純 一一+ 回数

図 - 3に、厚さ 45cmの 壁 に 、 埋 め 込 ん だ 0，-

03の 歪 J十の一 次 お よ び二 次 の 補 正 歪 の 変 化 を

示 す 。 また 170cmX  170cmの 壁 の と り つ か な い

S R C独立中主に 6 個 の 歪 計 を 埋 め 込 み 、 そ の う

ちん ~ん の 歪 変化を 図 - 4に示す 。 いずれも、

コンクリートの線膨張係数は、適! l J例 A と同

じf直をと って いる 。

こ れ に よ れ ば 、 壁 に つ い て は 0" O2
で 膨 張

i!!l l、 0
3
で 収 縮 !!!IIとなっており 、同一 断I i i i 内で

引 張 と 圧 縮 の 両 応 力 が 存 在 し て い る こ と が推

定される。 測 定 以 で は ク ラ ッ ク は 発 見されな

か った こ と か ら 、 引 張 応 力 &1立、クラ y ク を

吟 ず る ほ ど で は な か ったといえる 。

位については、独立柱のノ') < 平方向の歪を測

定 し て お り 、 膨 張 を 拘 束 す る も の は 断 IUI 内 部

で あ り 、 つ い で、X 2 ， Y 2 の) 1阪にな って いる 。自 の鉄筋と鉄' 円および型枠のみであるが、 コ ン

由 膨 張 で あ れ ば Z 2 の lu I またはそれ以上膨張す クリート断 tuI が大きいため、ノ'1<和 熱 が 内 部 に

るところが、鉄筋、鉄 ＢｾｊＮ ｾ その他の拘束によ こもり、中心部と外周告[1 と の 温 度 差 に よ る 内

り 膨 張 が 阻 止 さ れ 、 コ ン ク リ ー ト 内 部 に 、 圧 Ｚｾ￟ 応力が 生じ 、収縮 クラ ｹ クでなく、温度応

縮 応 力 と し て 残 留 す る 。 た だ し 、 若 材 令 に お 力によるクラ ックの生ず る 可 能 性 が 考 え ら れ

いては、クリー プしやす く、圧縮応力の 一 日[1 たが、 クラック は み ら れ な か った。 二次 補 正

は 、 ク リ ー プ に よ り 消 滅 し 、 そ の 残 り が 収 縮 歪 は L 、ずれも膨張側を示しているが、温度差

クラ ック を防止する効果をもつことになる 。 による内 Ｚｾ｛ｉ 応力は歪測定からは算出できない

の で 、 引 張 応 力 が 生 じ て い る か ど う か の 追 跡

はできないが、』彰張コンクリー卜のひびわれ

防止効果が、温度ひびわれに対しでもイT利に

B . マスコンクリー卜への適用例

な 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 に 、 収 縮 ひ ぴ わ れ

マ ス コ ン ク リ ー ト を 含 む 断 面 の 比 較 的 大 き 作 川 す る こ と は 、 い え よ う 。

以上、 2 例てもみられるように 、膨 張 コ ン ク

および、温 度 ひ ぴ わ れ リ ー ト の 膨 張 は 認 め ら れ 、 拘 束 条 件 さ え 整 え

防止のために膨張コン ぱ 、 ひ ぴ わ れ 防 止 に 有 効 に 作 川 す る が 、 ひ び

クリートを使川したも わ れ を 完全 に 防 止 で き る か ど う か は 、 拘 束 粂

の で 、 墜 と 柱 に カ ー ル 併 に 大 い に 左 右 さ れ る こ と を 強 制 し て お き た

I  I  I  

I  I  I  
z， _1  

- t T I  

t . . - - スフブ解体

j  

n  ) ( z  

レヨ : l _l _ _l  Y'  一

よ_ _ u ーl ココ二

ソン型歪討を埋め込み 、 ぃ。

測 定 を 行 った。膨 張 混

20 40  60 80 1∞ 120 140 160 180  2∞ 220 240 

一 一 → 回 数

図-2

手口f;f l;!: テ・ン カC S A # 5 0

で、 24kg /  m
3

の 使 用 量

である 。
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文献( 1) 軽鼠膨張コ ンク リートによる広大寺 スラプの施工:

tl11l l ほか コンク リート 工戸 Vol. 15， No，2， 

1977 

文献(2) 位盈膨張 コン 7 ' ) ートの路工管理 ; VIJ 凹ほか:

GBRC Vol. 15  
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昭和 54年度・第 3 回若い会員の集い

備前路を訪ねて

ー耐火レンガ、備前タイルの工場

・関谷学校・備前焼窯元一

レ ポ ー ト

レポ- 9 ・葛谷 理俊

火と大I也の '1二IJ l ( 物である焼物は、人 1mの自11 りだし

たJJi も古い材料のー っとして、原弘: のl i ! i i w. 以来、現

代に至るまで、絶えることなく '1:. きあtけ 、恐らくは

将来においても、また欠くことのできない位置を保

ちつづけるであろう。

このような焼物は、人類の永いれみのもとに、 二

つの大きな流れを形 作 ってきた。 その一つが、 n乾

燥瓦に始まる 椛 泣材 料として、人 WI のあるいは神々

のための幾多のスペースを iZ りあげてきた 。 また、

いま 一つの流れは 、恐 らくは太 陽で』乾燥したのみで

あったろう 簡単 な総から、紫焼の: 1 : 総を続て、干1 . )主

が日常欠くことのできない多くの川具、 )11品として

の機能を果たしてきた 。

ところで、前者についてはわが国では法的なI l ¥J脳

もあり、残念ながら、内 外装材、装飾材料 として、

本来の形のアナロジー (1' .) な他われプJ をする 程度 であ

り、いわば、その影を自にするのみである。

方、 i表者は、いうまでもなく、私)1の 1i i も身近

な日 il l維 i訴をはじめとして 、芸術としての 、陶様、

磁器まで幅広い世界を展開している 。

*  

|品I111県、 !日 li iJ!也方は、今回の紡) : :J 先の一つである

大阪家業耐火煉瓦の各工均をはじめ、 .t ti の窯業メ

ーカーが軒を並べてお り、 一方、陶恭あるいは陶芸

を ｍｾ るとき、吉年とすことのできない耐 ｾｮ￭ｪ 焼 の産 地 で

もある 。 まさに 、こ うした こつの流れのからみあう

小宇宙ともいうべき 地 方である。

さらに、このI也に建てられて 300年、その屋般に

珍しい (i ，lliij 焼の赤い瓦をのせた 附 谷学 t' l を加えるこ

とで 、弘j主の焼物に対する認織の奥1rきと広がりを

i咋るにまさにう ってつけであると忠われ 、今回 、こ

のI也を 訪れる企闘を実施 したわけである。

*  

ややうっとうしい空僕校であ ったが、ホボ満席の

パスは子定巡り締悶を出発した 。

，. . ，迷道路に人ると Ul Iもなく渋帯? に巻きこまれ、早

くもスケジュー Jレに古Lれを生じてしまい 、一般 道 路

の混 雑 も州依 って、 1，[初 の訪 )::J!也、 I判谷';:: fまには、

l  時 1m).'!. Iーも遮れて到着した。

。) ( 中、( 1; 厄: u也 姫路サーピスエリアより乗り込ん

でいただいた、わが国 11ti の耐火煉瓦の権威である

大阪家業耐火煉瓦株式会社 ・小 BJ ｉｾｊ 試験研究部長よ

り、耐火i ! l 1 瓦の 般的な Ui を うかがっ た。

耐火煉瓦の温度 」ーの特性をはじめ、形状とパリエ

ーンョンの. t 係性、 1; 1 ，度、原料からその産地 に至る

まで、弘j主には馴染みの赤煉瓦との比較を交えた説

lりlは、幅広〈、かつ分かりやすいものであ った。

また、今や相、)1が建築の 11ト界 においては見ること

のできないさまざまの煉瓦の般みカや、アーチのm

il，、はたまた椛鉱炉、活気炉、キ Jレンさす= 、々さまざ

まの議炉の， ｩ 』と、いかに耐火煉瓦が ｊ ｊｉＮＨｾの産業の Ｑｩｩ

先端の ー 泌をＱｉｩＮい、かつ シピ Ｗ ーな 技術 ＨｉｾＩ 要求のも

とにあるかを I'V. Ai: することカごできた 。

*  

第一の訪! 日J ! 也、悶谷学校は、匡lili 2 号線からやや

はずれた山償、まさに閃かな谷にある 。もともとが

池田家の祖刷の候補地として験分をうけたものが、

プー ):1)のJj J に、 より相応しいとされたといわれるだけ

に、単に山 Wlの静寂境 というにとどまらず、いかに

ものびやかな風怖を待 っている。 庶民にも充分ｾＭＧＨＺ

!日i をといった池田氏のもと、どi l時の若人が生き生き

と学んでいる姿が自に浮かぶようである 。

時折通り抜ける 駁雨に洗われて、仰向ij 焼 の 瓦 の 風

合いを鮮やかに見せる講堂をはじめ、遺柵のほとん

どが自1) 建当時の姿をとどめており、かつての厳し く

も、 ｮ 紫ｾｾかにも ｕＩｉ るさを ｴ Ｎ ｾ っ た雰囲気をうかが

うことができる。とくに、校地を延々 800メート Jレ

近くにわた って 図続する独特の諭鉢型のお塀は圧巻

である 。 また、永久に残る施設を iZ ろうと、火除11I

を設け、火災に対処するほか、銅管かとＮＧｮＧＮ紛 う Ｈ ｩｾｩ￬￭ｪ

焼の紺lい通 気パイプをはじめ、 随 所 に、実に自;12と

した工夫が凝らされており、興味の尽きるこ とが♀

L 、。

ただ、国ili から吉永方面に銭ける iti が意外に交) I ! !

f誌が. t < 、騒音はいうに及ぱず、巾綱担長郵j のためか

石 塀 の ｉｾ みが激しいときく 。 ｅ 長念なことである 。

*  

関 谷宇 校 からパスで約 ＲＰ 分、大阪ｾ業耐火 煉瓦 ｅ

永工I品がつぎの訪問地である 。

簡 単 な製品と工場の概 要 の説J 1)1の後 、工J品内 を見

学。原料、 IJ l ( 型、焼成とそれぞれの段階に従いつつ、

出荷に 至る工程を 一巡する 。初、i主が 日常自に するよ

うな 簡 単 な形状のものから、おのおのの刑途、ディテ

ィー Jしに合わせて 作 られた 彼 雑 な形状のものまで、

そのバリエーシ ョンど けでも兄1在きることが♀い 。

また、延々とあ，e< キルノの中で f i " にわた って焼き

あげられ、もとの: 1 : とは全〈日'I の一つの 材料 が誕生

してくる過程を記ていると、古代の科学者述が、火

と土を 、地上 )1トw. における物質生成の基本 元紫に加l

えたのもむべなるかなと! ど. えてくる 。

一 方、これらの 煉瓦 の 中には、 ｉ ，ｬＨ ｾｬ 去、乾燥す る

のみで、焼 IJ ) t の過程を絵辛いものもあるとか。i!l1瓦

の先祖である日乾煉瓦が今に生きているようで lui r.， 

し、。

本

吉 永工場 を後にして平! f - :Wを繊 切り、時折、小雨

がパラつくなかを備前焼の虫 伊丹)1 に歪る 。

パスを降り、早速、松田欝111 il:: 1: の お宅を訪ねる 。

まず、大 きな登議を囲んで 、先生か ら耐 ｾ ｮ￭ｪ 焼 の 特

徴 や妓法、 IJ ) t り立ち、美しさ、鑑賞、市1I 作過程など

について、続いて先生の作品が並べられた応彼 IHI に

場 所 を 移 して、実物を手にして、 作品にJ l II しての具

体的なおJ占をうかが った。 ここでも、また、火と土

の微妙かつ神秘的な 一つの I1十界がJ i A1111 されていると

いえよう。

50名ばかりもの参加者が押しかけ、さぞご迷惑で

あ ったとと. われるのだが、 t:k: < 熱 っI!"< 見学に応じ

ていただいた 俗 図先生に 謝意を表してお宅を辞した

後、駅近 くの陶芸会館に 一応の! s 合の後、白血行 動

をとる 。 会館の展示作品にじ っ くり 見入る人、 fiiii狗

焼 の ショ y ピングに廻る人、いずれの人速にと って

も、最後の行程で、慌しく思うにまかせぬ時 1mでし

かなか っ たが、 ＵＱ 時過ぎ、 ｪｰ 却を後に、瀬 戸 内の ｩｬｾ

沿いを経て、 一路帰阪の途についた 。

*  

必後に、今回の企画に 当初より、助 言とご協力、

また過分のご厚窓をいただきました八木惣株式会社

並びに、快〈見予に応じていただいたばかりか、い

ろいろご配慮いただきました大阪稼業耐火煉瓦株式

会社 の関係各位、 とりわけ 、耐火煉瓦についての解

説はいうに及ぱず、途中のガイドさん顔負けの道案

内まで引き 受けていただいた 同社の小問中試験研究

日11 : 1>毛には、 J平くお 礼申しあ If ます 。

また 、参加l各位には、スケ ジュ ー Jレが交通渋幣も

あり、途中のH寺Hl J が充分でなか ったばかりか、帰阪

についても、予定日キ刻を大幅に過ぎてしまい、大変

ご迷惑をおかけしたことをおJ 主びいたします。

(大林組)

備前路を訪ねて

大 賀 郁 夫

Ｙ 月 ｬ 円 ｲ ｦｬｩｾｩ￬￭ ｊｪ告を訪ねて」の会に参加し、まこ

とに楽しい 一 日を過ごさせていただきましたことを

ご報告いたします 。

見Ｇ［ＺＺｾ品所は附谷学校、大阪ヨ ータイ吉永工 助、仰

がl焼 織元 ( 松田事 lll) などでありました。実は初、は

昭和33年 5 月より 4 年mll 出l山大7 の施設深長として

勤務 しておりましたので 、そ の Ｑｭ 、 会綴や私 ｾ ｉｊ で 中

四園地区の主だ った名勝旧111 を訪れる機会がしばし

ばありました 。 とくに阿山県では、関谷学校講堂と

ともにＡｦｾ・下ただ 二 つの国主建造物の 一 つである吉町ｾ

律神社や史跡の備中国分寺、鷲羽山なども数次参り

ましたが 、 いかｾるわけか、 ｉ 也 元だから何 日でも行

けると思 って いるうちに iiil 記いずれをも見ないまま

東 北大学に転勤してしま ったのです。後で、各 地 で

この Ui が出るた びに 残 念でならなか ったのですが、

もちろんその後政年前、間11I へ所川途次、単身途中

下! )( して 関 谷学校の講堂だけは見に行 ったことがあ

りますが、今回全行程貸切パスの [.;1 f{; で 協会と会社

の方々の絡 )) 1) のご配慮 により、説 iりl付 きの案内でゆ

っく り納 ＺｾｉＩ まで ｊ 手記させていただいて、Ｑ￬ＧＨｊ < 感銘を

受けました 。 と言ってもあれから大分日時も経ちま

したので、折角のいい説 lI JI 内容もほとんど忘れまし

たから、ここにいちいち符くこともできませんが、

出日いたどいた説明件を大切に保存しておくことに

致します 。

旧名を ｬ 羽谷撲と 言ったこの Ｂ ［ＺＺｉｾ は、国道 Ｒ 号線の

北 4 粁の地点の、それこそ閑併な 111紫水 11)1の山ふと

ころにあります 。実際に行 って見ると、時の fl iiiii ij 司書

主池間光政がよくぞこう L 寸 格 好の場 所 を 係 しさi て

たものだと、流石に教育熱心な名君だ ったと、うな

ずかざるを得ません 。 延々 ＷＶＵ 米に及ぶかまぼこｾ

の石幌 にかこまれた敷地 内 は国宝建 造物 の講堂を 中

心としてi f I 文の小斉、習芸斉、文周Z等の付属家、少

しはなれて 型刷、| 剥 谷和)1宇上等現在の敷地内 でも' みに

ゆったりと 自己在 されていて、 .'n'_ ';:: 1こま ことに好適で

あります。

そのうちでも圧巻は ("j とい っても講堂でありまし

ょう 。 7 lIiI 6  lui 、入母屋造り 、本瓦l l ( 江戸時代) の

この建 物 は大型でまことにプロボーンヨンがよく、

いかなる方 ＱＨｬ ｩ から 眺む るも 格好 のよい ｪｩｾ 遣の効く建

物です 。展恨瓦に仰 l i H克を 111¥、たことは 、 そのよき

色合いから徒に瓜色の威圧感を感じさせず、親しみ

やすい庶民教育の殿堂として近在の子弟が嬉々とし

て通 った姿を 紡徽させます 。
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このあと 一度は兄たいと思っていた大阪ヨータイ

吉永工織の兄チーで、工場幹部の方々から耐火煉瓦製

造工程の説明と実物見学、帰りには向日前焼のぐい呑

み 1 ｉ 閤ずつ有灘＼ｔｊｩ厳し、神秘主色合いを出す Ｈｩｾｩ 狗

焼の窯元松田軍事山先生宅のを見聞させていただき、

いかにしてあの何ともいえない兄あきのしない色が

出るのか、火だすきはいかにして作るのか等々、 今

回の兄 "'j:ーは内容豊富で、実和l に趣味を兼ね備えた実

に有益なかっ殺しい旅行であったことを申し添えま

す 。 ( 経済股備段計)

瞬 の 印 象 を

高 木 政 彦

今回の「術研l 路J 見学での第一の関心は、 附谷学

校で、江戸時代の稽校と いう程度の知識しかなかっ

たのですが、その名のひびきの良さと、ある小説で

見た山田方谷とい う人物qとのかかわりあいから 、ぜ

ひ一度は訪ねてみたいと思っていた建物でした 。 1，1.

乍においては、初めて1 ，1 . たときの一瞬の印息をより

強くしたい、ということで、せっかく前もっていた

だいたパンフレットにも目を通さずに、パスにゆら

れておりました。

さで、目的I也関谷は、静かな山あいのI也にあり、

その名も =し ずかな谷" からきたと 1111 き、その経窓

に思いを新たにさせられました。ただし、建物にお

いては、ｪＮ ｾ Ｎ ｩｩ￭ｦ 兄たモノクロ写兵から日本風の瓦ばか

りを自民に鏑いていたので、目的に備前焼の瓦という

赤茶の[ 宮恨が JJ I . われたときには、約きの方が先にた

ってし まいました 。し かし も可 内において改めて、そ

の屋恨と (1壁、それに黒ずんだ木組などを見てみる

と、それが、背景の杉木立というまくとけ合って、

一 種独特の胤絡をも っ て ｉｾ 然と翻利しているのには

少なからず感心させられました 。 とくにその備がI焼

の瓦という特奨な紫材と、特徴のある屋恨のカーブ

には、 i主目させられました 。 また、その説1111の中で、

、'i 時この建物とかかわりあった人々のそれぞれの: t t !

いというものが、今日残された建物からもひしひし

と感じられて、なかなか良い建物でした。

つぎに訪れた耐火レノガの工場においては、その

工程の中で、普段見ているレンガというものが、そ

の紫 材 と焼物とということでの、実感として何l るこ

とができました 。

関谷の瓦 と、工. l J ，¥での焼物ということから 、つぎ

の目的地ミ Ｈｩｾ Ijif 焼" への興味をそそられながら議元

へ 。 陶芸作家の説明を聞きながら、ｾと作品の見学。

ここでは、ｻ市 ｾｩ￮￭ｦｾ 尭 の特徴である ｦｦｦｩ 薬をかけない、土

だけの変化で出来た見事な作品に見とれながら、同

時に、その土の微妙な色合いの変化に注目して、こ

こまで芸術として高めてきた歴史と、また今日そ れ

に打ち込んでいる人々の執念というものにも感心さ

せられました 。この陥商I焼 きの色合いは、たとえて

みれば、 日本刀の刃紋に j里山の趣を) / . るとすれば、

その釜の表面に炎によ って 作り出された微妙な変化

は、神秘主宇宙の感をも漂わせているかのようでし

た。また、その過程において、作家は r 5  ' c の炎の

変化を、目で兄る」と言い、その細心さとともに、

絶妙に練り上け'た作品を炎に託すというその大胞さ

46 

は( 長年の経験によるにしても) 、 一種不可思綴とも

いうべき自然の力によって初めて作品が出来上がる

と言う。これは、自然においてはミ土と炎ぺ人! 日! の

心においては ε細心さと、大胆さ" の芸術とも言え

るのではないかとも忠いました 。

帰途、ある窯元にて、焼き入れの工Ui 中。 その炎

の色の j散しさが、むしろ静かな印鼠で、残 って いま

し た 。 ( 小河建鎮股計事務所)

焼 物 に 興 味 を も って・・-・

白 木 哲 次

ねが今回の兄学会に参加l しようと忠ったのは 、つ

ぎの 二つの 大きな皮由があ ったからだった 。一つ は

ξ G A " という雑i誌志に閑谷 J

仙備 ｩｬｩ 両商前 ｪ￭舟 Ｑ可 ｉ 焼瓦の、あの紅ｾを思いおこさせる色彩、かま

ぼこ型の石甥のシルエ ッ トが自IJ り出す悠然とした燥

が、非常に強< ｾ｛ｬｦＡｬＮに残 っ ていたこと 。 また、以前

焼物に興味をけち、日ｾ白 ￭ｦｾ 尭の、 しかも総元を訪ねる

ことがよt . 来るということど った。

朝早〈大阪を発ち、邸内での大阪ヨータイ、小田

中日IH是の雄弁な案内に 1111 き惚れながら、 l梢谷 :r: t査に

たどり !?:1いたのは、ちょうど昼食時である。祈りか

らの小雨まじりの中、議笠の底般を 刻 う瓦 l主、一層

続きを I骨し、軒先に設けられた水紘きパイプが、/ ; -

にも息をせんばかりのも世であ った。

講堂内部に入ると、思 ったよりも大きな空 IUl に包

み込まれ、漆塗りの光絹〈床板、四郎を組んだ桧の

丸肢が、 一般庶民のための泊以として、 300年もの

1mの肢史の流れを忘れさせ る力を放つ。 静寂な環境

と融け 合ぃ、このピンと蝦りつめた空気をくつろが

せたのは、欽室へと進んだときである 。外の景色を

眺め、炉を阻み、お茶を飲みながら友と ￥ｾ り合う、

そんな! t F ，じのするこの部屋の存在が、! 日! とも言えな

ｌ 、ｾかな気 ｈ ちにさせたものである 。

心情いほど読み込まれたディティー Jレに感心させ

られながらも、秋の紅楽に、 (ill 川liif 瓦と の融け合いを

想像しながら閑谷ラ校を後にした 。

ー阪ヨータイの吉永工場に近づくにつれて、いか

にも、焼物の町らしく、町並みに背のおい煙突が府

を並べる 。耐火レンガの原料から、焼成まで兄γー。

手造りの昧とい ったところかな 。

Jal 去に、伊剖iの回I にたどり者くと、そこはもう縦

断I焼の町。松岡馨UI 先生の窯元を訪ねる 。粕事EをHI

いずに焼きあげる Ｈｩｾ 白 ｩｦ 燐の紫朴さにひかれながらも

務山先生の備前焼に対する手法を化予的な恨拠をも

って ，訴される言楽に納得。改めて焼物に付する評価

も、 (1 ら変わろうというものだ 。

外へ ti' ，てプラプラしていると、あちこちに、陶片

を埋めた土燥がみられる 。この伊自1; の町、 ("f かしら

観光化され、都会化されてきているようで、もう 一

つ物足りない思いがするが、この土塀によって、心

が和む思いだ 。

備前焼も、昔に比べ今は人工 (1'-] に発色させられる

ものが多くな った。形にとら われ、色にとらわれ、

生活ＱｉＱｾ，から遠のいていく焼物を、美しさとともに

一抹の時半しさを感 じながら、! 日前路を後にした。

(大和ハウス工業)

陶芸会館見学

同上 吉永工場にて説明を聞 く

日 時 昭和54年 9 月 1 日 (土)

集合 8 :  10 出発 8 : 35 → 解散 20 :  15  

参加者 5 1 名

見学先及びスケ ジュ ール

8  :  35 大阪出発 (途中 10分休憩)

12  :  15→ 13 :  50 昼食、関谷学校見学

14  :  00→ 15 :  00 大阪ヨ ーヲイ吉永工場見学

15  :  30- 16  :  1  5  備前焼窯元 (松田華山氏宅) 見学

16 :  15→ 16 ・50 陶芸会館見学、自由行動

16 :  50 伊都出発 一 20 :  15 大阪着解散

当 日 鋭 明 者 小田中 真一郎 氏

(大阪窯業耐火煉瓦(株) 鼠験研究部長)

松 田 華 山 氏

協 力 会 社 八 木 惣 株 式 会 社

大阪窯業耐火煉瓦株式会社



日本建築協会

月間の動き

昭和54年 10月分

理 事

17日 4 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

.d.. 

ヨコE

出席者 塚本会長、福田 ・佐野 ・足立各副会長

ほか 13名

j殺事 (1) 建築 8 団体合同新年交礼会開催の i4

(2)  建築 7 ラプとの合同忘年懇親会I i l lHi の件

(3 ) 建築技術選書講座シ，) ーズ「建築とコ

ンピューター」開催の件

(4 )  第16回よろず相談住宅展共催に l測する件

(5)  友好団体事業後援、協授の件

(6 ) 入退会者承認の件

(6 )  報告事項

事 業 委 員

若い会員の集い第 9 因企画分科会

.d.. 

2玄

3 日 611寺半 - 9 時 於 会 館 3 階会浴室

出 席 者 お 谷 主 査 ほ か 3 名

議事 (1) 前回分科会の報告及主主主よりの提案

(2)  今後の企画について

(3 )  そのほか

若い会員の集い第 8 因企画分科会

4 日 6 時半 - 9 時半 於会館 3 階会J高室

出 席 者 安 原 主 査 ほ か 3 名

議 事 ( 1) ゲスト人選についての調査報告

(2)  今回の企画全般について

(3 )  そのほか

若い会員の集い第 7 因企画分科会

5 日 6 時半 - 1011寺 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 岩 本 主 査 ほ か 3 名

議事 ｾ［Ｗ 因企画「都市住宅を考える Ｈ Ｔ Ｉｪ の企画

全般について

広報小委員会 P R分科会

8 日 6 時 - 10時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 奥村 ・片岡両幹事ほか 2 名

J諸 事 ( 1) 第45回展示写真「芦屋浜シーサイドタ

ウン」の展示について

(2)  第46回以降の写兵展示について

忘年会分科会

15日 3 時 - 5 時 於 会 結 集 会 室

出 席 者 事 業 委 員 会 . 三品委員 長 鶴 岡 ・西村

島田 - 阪倉各副委員長

建 築 ク ラ プ 小 山 ・松村各速釘委口

議事 (1) 収支予ｾｾ震について

(2) 忘年会の次第について

(3 )  参加者名簿について

(4 ) 賛助金依頼先及び景品寄贈依頼先につ

いて

(5 )  そのほか

ディスカバー大阪(5)イラスト作成会

23日 61時- 10時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 宮後 浩氏( コラムデザインセンター)

石古主査ほか 8 名

編 集 委 員
.d.. 

2玄

r80年代の都市と 建築」特集編集幹事会

5 日 2 時 - 511寺 於 会 館 集 会 室

出席者 片倉別委 Q 長、赤崎弘平氏ほか 3 名

議事 (1) 1 月号 r80年代の都市と建築」特集の

よL体化

ーインタビューのまとめ

ー第 日部について

一第 班部座談会について

(2 )  そ の ほ か ( 3 月号銀行特集、計画分科

会の1 i 11fll1)

前田敏男氏インタビュー

8 日 211寺- 5 時 於 会 階 3 階会議室

出席者 i羽田敏男氏

荒井i l ' iJ ミ( l j [ 畑建築事務所)、片倉副委員長

テーマ 「今後のすi エネルギの趨勢」持! t のため

のインタビューミ今後の省エネルギを

考える"

広告企画小委員会

8 日 4 11寺- 5 1時半 於会館集会室

出席者 渡辺副委. Q 長ほか 3 名

議事 (1) 10月号「インテリア」特集広告収入報告

(2)  11 月号「日本住宅公団関西支社53年度

表彰作品」小特集広告経過報告

(3)  12月号「建設業の労務事情と省力化」

( 仮称) 広告経過報告

(4 )  正月号「謹賀新年」賛助広告( 個人、会社)

広告企画

(5 )  2 月号「今後の芋i エネルギの趨 勢」特集

広告企画

2 月号「建築金物」小特集広告企画

(6 )  3 月号「安井建築設計事務所作品経歴」

広告企画

(7 )  作品作風関係報止

(8 )  そのほか

委 員 会

12 日 411寺- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者 i河川委員長、片倉 ・寺井 ・木村各副委

員長ほか 2 名

議事 (1) 特集号ふりかえの件

(2)  10月号特集の件( インテリア特集)

(3)  11 月号= 第26回青年技術者特集報告

(4)  12月号特集の{ 斗( 建設業の労務事情一

悪化とその打開への試みー特集)

(5)  1月号ー 80年代の都市と建築特集経過報告

(6)  2 月号特集の件( 今後の省エネルギの

趨勢特! t )

(7)  3 月号コミュニティ ・パンク特集について

(8)  正月号からの表紙デザインについて

(9)  正月号からのミ建築の ｮ ｗＧｾＱ￭執筆者について

(10)  収支状況報告

設備分科会

12日 61侍- 8 時15分 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 河 津 幹 事 ほ か 5 名

. 議事 (1) r設備の頁 j 55年 l 月号からの企画

( テー 7 と執筆者の選定)

(2 )  設備特集について

青年技術者打合

15日 l  時 - 51侍 於 会 館 3 階会議室

16日 午 IItJl O時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

1 月号 r80年代の都市 と建築」座談会

19日 611寺 - 911キ 於会館集会室

出席者 相座正信 - 近藤達夫 ・富安秀維の各氏

編集{ i ! l j : 片倉・富僅 ・池端の各委員

建築金物特集編集幹事会

23日 l  時 - 411寺 於 会 館 3 階会議室

出席者 立里子- l ' ! jS( ユニオン )、問中靖夫( 長谷川工務庖)

出Ｉの 各氏、 ｌｉｊ 日｝委 ｬｾ

J晶IJJ r建築金物」特集の編集および広告企画

作品作風小委員会

24日 4 時 - 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山口委fl ほか 3 名

J，1i事 (1) 新建築調査点、作品選定( 年内竣工分)

(2)  10月号 - 12月号掲紋予定分

(3 )  そのほか

施工材料分科会

30日 311寺半 - 5 時半 於会館ts会室

出席者 高木幹事ほか 3 名

訴事 「建築と社会」昭和55年 2 月号以降の「施工

材料の頁」の企画について

1月号rao年代の都市と建築」特集第3回編集幹事会

31 日 511寺半 - 8 時半 於会館集会室

出席者 片倉別委日長ほか 2 名

級事 1 月号 r80年代の都市と建築-1M史に♂j主ぶ」

特集 インタビュー原稿のまとめ

一年表、図表、家 'J 1のまとめ

一座談会の報告とまとめ方

一符 l U1の原稿について

住 宅 委 員

住宅展小委員会

8 日 611寺- 8 11寺 於会館集会室

.d. .  

M 

出席者 小西委員長ほか 3 名、防災センタ - 2名

議事 第16回「よろず相談住宅展」共催 について

教 育

工高生教育小委員会

委 員

.d. .  

M 

11 日 411寺半~引時半 於会館集会室

出席者 斎藤別委員長ほか 2 名

議事 (11  第25回工高 生デザインコンクール応募

作品の予備審i主について

(2)  そのほか

工高生デザインコンクール審査会

18 日 2 時 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 dlf.-HI 3 審査委只長ほか 13審査日 、斎藤副

委凸長ほか l 名

第25図工高生デザインコンクール応募作品の審査

法 規 委 員

委 員 会

19日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 岡本委日長ほか 6 名

.d. .  

M 

J高司王 (1) 建築基準法 ・1¥¥1係法令に 1¥¥1するアンケ

ートまとめ報告

(21  法令コーナーについて

(31  法令特集号の 14・

(4)  次回委員会

建 キオ 委 員
d2』2E 

委 員 会

25日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山問委員長ほか 8 名、タク 7 2 名

議事 (1) タクマの土竣硬化剤について

(21  今後のメインテーマについて

(3 )  新建材紹介コーナーについて

若 い 会 員 の 集 い

キャンパスを訪ねて

一一 大阪芸術大学の建築群を見る 一一

13 日 l  時半 - 5 時半

強策 と社会/ 1979年1211 り 47 



参加者 26名

講 師 大阪芸術大学教 授 第一工房主宰

高 橋 青た一氏

ディスカバー大阪 (5)

川面からみた大阪のまち・橋

一一 中之島・道頓掘を船で巡 る 一一

31 日 12時半 - 4 時

参加者 23名

当 日 説 明 者 間 中 三郎氏

Ｈ大阪府西大阪治水 事務 所西大阪 出ｾ 所長Ｉ

見
... ‘  
ーチ

薬師寺・西塔再建工事を見る

27日 2 時 10分 - 5 時半

参加者 42名

. . 6.  

:z，;: 

当日説明者 沼宮内忠次氏( 池田建設(附作業所長)

西岡 常 一 氏Ｈ法隆寺宮大工制Ａｾ Ｉ

吉 岡 勇 蔵 氏

( 元文化財保存事務所監寝技師)

神 戸 ・ 元 町、パルパローレを見る

30日 2 時- 4 時

参加者 43名

設計施工 (附竹中 工務庖

、" 日説明者 永田 祐 三 氏 ( 竹中工務唐設計 J事長)

山 森 兼 則 氏

講

(竹中工務底神戸常業所作業所長 )

習

. . 6.  

:z，;: 

第35回建築工事実務講習会

12日 9 時 - 17時 於大阪府立労働センター

受 識者 61名

講 師

施 工 討 IIITI 大成建設(ω 大阪支底

作業所長 羽生永紀氏

兄 税 関 竹 中工務庖見積 昔日

見 積 課 長 総 野 文 絵 氏

胞 工 図 ( 関 大林 組工 務 部

工 務 謀 長 金 田 宏 氏

建築技術選書講座 シ リース ( 第 4 回)

一一 建築と コンビ ュータ 一 一一

19 日 Ｑ Ｘ Ｑ 侍 ＭＲ Ｑ 時於大阪市 立Ｉ［Ｎ ｻｾＡ 会 館

受 講者 22名

講 師 シー ・アンド ・シ一事務所所長

魚木時夫氏

建 築 ク ラ ブ

朝 食 会

9 日 8 /1寺- 9 時 半 於大阪グランドホテル

出席者 86名

当日は、( 拘束洋建築設 計事務所社長久田良吉氏

より、「中国を旅して J ( スライド併用) をテーマに、

最 近の北京、南京、蘇ナH、上海等について 、 おa1i

を伺 った。

役 員 会

9 日 10時 - 10時20分 於大阪グランドホテル

出 席 者 塚 本 代 表 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 協会 ・クラプ合同忘年悠親会収支予算

楽について

(2)  そのほか

四会連合工事請負契約約款改正委員会

1 日 O時 - 2 時 半 於 建 築学 会 ( 東京)

出席者 8 団 体13名( 本会より宮秋利厚委員)

級 事 第 l 条、第 7 . 8.  9 粂 の 審 議

29日 0 1時- 2 時 於建築さ学会( 東京)

出席者 8 団体15名( 本会より塚本会長宮秋委員)

滋司王 第10粂の審議

建 築 業 務 基 準 委 員 会

30日 2 時 - 4 "寺 於東京建築士会会滋室

出席者 14団体各委員 ( 本会よ り山恨正次郎委員)

議 事 ( 1 ) 設備士資格立法について

(2)  公取問題の経過及び審決について

10 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔個 人会員 8 名〕

UII 野 洋三 猪 間 違 夫 岩 崎 平11雄

香 川 滑 利 佐 竹 啓一 佃 安弘

n. Q， 晃 山 下 隆 司

池田有隣・船越障由著 ③建築技術選書13 日本建築協会60周年記念出版
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医院・診療所の計画と設計

多くの事例詳細，医療行為の実態調査をもとに 計画から施工までのプロセ

ス上の問題点をあげた，設計者・施工者・建築主のそれぞれに役立つ手引書

目 次

1  医院 ・診療所の性格

2  診療所の墓本計画

3  計画 ・設計の手法

4  診療行為の解析

5  設計-施工の進め方

12月10日発売

A  5  160頁 1000円

6学芸出版社 京都市下京区木津屋精通商洞院東入 ft 075- ω- 0811



地玉三，セ
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総合天井システム相当強 |  

奥 村

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、、AL TS工法、は当社独自の

照明灯ユニットおよびアルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間住切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能| こした多機能を誇っております。 CPAT.  6件)

兵衛株式盆社日記: :; 士325ii

干 530 電 話 (06) 312- 4131f的

干 旬5 電 信 (03) 437- 3361f側

〒812 電 話 ( 092)291- 045邸側

〒451 電 信 (052)522- 543邸側

干 980 電 信 (0222) 65- 65681何

千 9∞ 電話 (0988) 53- 685α 仰

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  (英和 ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 鷹 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

テトカッパー防水

• 防 水 専 業 の 研 究 ー経験カ、ら生れたすくない資 iJ J i ¥のパーフェクトな防水防です。

この防水層は ( 一層防水) 施工するだけで、 l坊 水 は 完 堕 で す。

ｴ 且 Ｑ 定変化に伸びがなく、柔軟性に日み、面 ｴｾ 費、耐薬品性に ｩ 壷れ、腐蝕しません。

コー パータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オクロ ン防 水 帯 プ レ ノテ ク 卜 吹 付 工 法

選議

奥山化工業株式舎祉
事 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 11t話 03 ( 571)  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電 話 06 ( 391)  1081- 2  

2奇玉営業所崎玉県桶川市東1- 6- 10 惟筋 0487(74)2845 - 6

厚木出減所神奈川県厚木市金旺l平自畑259 llt 鯖 0462 ( 21 )  6092 

名古度出張所名古屋市南区若草町33 電話 052 (811)  3660  

九州出張所佐賀県開市町 電慌 0952 (47)  2945  

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本社: 大阪市東区間併町1- 12 日生ビル 宮 ( 943) 6571代 表

東京 ・術 i兵・慌 [.'1i[ ・ltI i 山・水戸・浜松 ・|凋崎 ・名古屋 ・富山 ・大 ; 1ト京都 ・堺 ・神戸 ・広島 ・福岡{ 也全国主要都市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 聞 和 ・ 冷 暖 房 股 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 股 備

φ 雲喜朗目玉業社

本 社 東京都港区浜松田J 1 -25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電 話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・繍 浜 ・静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

震災詞汚禁処 造 設 計脇工

曇 〈 持 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大阪 372局 7151( 代 )

京都 市 東山 区 大和 大 路 正面上 ル 電 話 京 都 561局4944 ( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電気・空間・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 底 大阪市内ir弐江戸沼 l T 目10番 ln う 〒550 地 J市(441 ) 8231  

本 社 東京都中央区銀座 2 T 同 2 書 17号 〒104 電話 ( 535) 5251

支 社 大阪 東京・名古1零

支 庖 札帆 ・仙台 ・金 沢 広島 伺間

営業所 斬潟 ・大:J 里・岡山 i官i総 熊 本

出張所 幣広 田空f 森・秋悶 ・盛 岡 市Iほ 千葉 ・償j兵 ・静岡

富山 ・稲井・盟 国 ・京都 ー神戸 倍、山 ・鹿児島 郡 街

海外宜庖 シン ガポール

空 気 欄 利 政 側

給 排 水・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 策

ム

環 境 衛 生 施 訟

荷 役 選 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

去を大阪支庖

取締役社長 各 務 節

大阪支底長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番 地 電話 大阪 ( 202) 代 蜜3011

本 膚 東京・ 日比谷 ・三信ピル

支 唐 名古屋‘ 福岡 、札幌、広 島. 仙台、北陸

出 蝉 所 有町浜. 高松 、勝問、費回 . 岡山 、金沢

. 給排水衛生 ・冷暖房

. 空気網和般備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑫ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 国 区 大 手 町2- 6- 2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) ー7411側

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443) 印刷 (側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 集 所 仙 台 ・千纂・名古屋・金沢・高松・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 般 ・ 苫 小 牧
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空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 式 奮 枇

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京都 中 央区 日本橋蝋殺町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431  ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 仙 台 ・札幌 ・広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・横浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 位 置 十 施 工

。

本
m

p

発 空 調1 式会社
-
--・・

出 張 所

大 阪市 北 区西天満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363ー1371

東京都新宿区 西新宿 新宿住友ビル 泣訴 03 - 344 - 1911 

大阪 市 北 区 西 天満 3 丁目 13昏20号 包ぷ 06 - 363- 1371 

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島町 11 - 2 司L 治052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22 サ 111ぷ0822- 47 - 4535 

福岡市中央 区 大名 Ｒ 丁 目 Ｔ 担 ｾ ＲＲ ｜ ｾ 泣活092 - 761- 3795  

仙台 機浜 ・福井 ・京都 ・神戸 松江 ・高松・沖縄

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

6 ヨ面白 よりよき環境へ技術て挑む一 一

す 株式会社事前町

本 社 大 阪 市 南区瓦屋町 3 番丁68脅地 (オートセ ンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東京都千代田灰九段南 2 丁目 2* 5号 (九段ピル8階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

$  
新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島j兵1 丁目 2 番 6 号 ( 新大ピ ル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本 社 東京都中 央区 日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・九 州 ・広 島 ・ 札 悦 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 大 分

c l eana i  r  
丸

。護室主業捗ZE舎fさ



商昂は宇気ですo ¥! ｾ＠
111 •• 熱と空気のエンジニア 』ーー-

L 〈J 5535註

空 気 調 和 ノｾ 搬送機設備

給排水衛生 『 ζ 7 設 計 施 工

第ーエ紫株式会社

大阪支庖

大 阪 支 底 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

本 社 干 100 東 京 都 千 代 悶 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

回

日差・冷房 ・空気温湿度調整装置

設; 11-

高 fi!!: 

施 工

套It
ふ晶ｾ

ー寺・

大阪支1苫 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪急 ビル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 級 河 台 4 丁 目 2 番 地

r - 町闘DAIRコ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 熊 工 割 前 竃 式 会 祉 大 騒 安 値

大 阪 市 西 区 初 本 田r 3  - 1  - 2  7  T  E  L  (443 )  8  0  7  1  

本 社 東京都中 央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 1ト12 電話 06 - 313 - 1846

z  iE 存霊能 大阪市北区西天満 5 - 1ト12 電話 06 - 313 - 1846

Z Z 主 主法 枚方市甲斐国東町 9 番 3 号 電話0720 - 49 - 2128

設 備 部 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11 - 12 電話 06 - 313 - 1846

祭 師12 ‘ 祭 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720 - 49 - 2128

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

3525 西原、衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

支庖・ 営業所 福岡・ 京都 ・広島 ・天寝・川西

空調・衛生・防災設備 設計並施工

⑨日本管工業株式会社

ヰヰ土及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 田 町 2 0 番 地 の 1

1(L話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜間l専 用 ( 691) 1045  

大 阪 支 庖 大阪市北区天満 1- 5- 20 電話( 06 )352- 350Ht l  

四 日 市 支 庖 四 日 市 市 西 末 広 町 屯 話 (0593)53ー 743Htl

津 営 費 量 所 湾 市 栄 町 2 - 111 ＢＱ芭結 Ｈ ＰＵＹＲ ＩＲＶ ー ＳＶ Ｑ Ｐｾ ｜ｪ

滋 賀 嘗 蟻 所 大 海 市 打 出 浜 13 - 15 ，.官話 (0775 Ｉ ＲＲＭＹＷＳＸｾ ｴＩ＠

名古屋営費量所 名古屋市中川区百船町 2世話 (052 Ｉ ＳＶＳ Ｍ ＰＶＸ Ｑ ｾｴＩ＠

<<'，'1M. 
2舎周産居期s

da:電'ー....

③域) 謀議梯芸iE

@平曲互業株式会社

大阪市西区よ戸港 1 -22 ・ 7 ｔｅｌ Ｈ ｗ Ｉ 附 Ｑ Ｙ ｾ 目 Ｈ ＴＴＳ Ｉ 刊 ＰＳＳＱ

⑫ 山 田Z 諸 積 京8 * %

本社品菅工事事車部 大 阪 市 西 区 l;( -r 峨 1 - 6  - 8  :llJ/;06(443)8161(大代 世)

環境装置事業 部 太阪市淀川区三部日! 神" 1  - 1  - 35 電話 06(308)1491(代 田 )

*  ＮｬｾＺ＠ ｾ＠ ｉｾ［＠ * .1;¥耐l江東区亀戸1・8- 4  ( uJfDピル) 電，l/; 03(683)8421(代 五)

れ 古 原 克 19 1'，古川市中区栄 2 Ｍ ＱＶ Ｍ ＱＳ Ｈ 京 悩ピ ルＩ 電 話 ＰＵＲ Ｈ ＲＰＲ Ｉ ∞ ＷＷ ＨＨｾ & )  

話 出l 支 出 福間市問 F区師 事駅班2+30(' 、わきピル) 電 話092(451)3456

1 1 ¥ 強 所 神 ド 怯 山
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⑤ 

Eヨ 再開署員 必 = .LJ&・ ー....b.

i窃 竜 丸 保 乱

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 烏 3 - 2 - 4 ｾ月 日ピル

T E L  大 阪 06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 }

市 垂 木 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  O  1  ( 代 )

庶 m 市 右 岸一 区 帽 京 俺 高 野 町 2 1  

T E L 中， l: s 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  U t )  

市 中 央 区 議 院 1 - 1  4  - 8  

T E L 九.jl 缶1 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 位 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工電 気 設 備

車月

電 気 ・言十装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

ー逮

回ux 

本

事司土営割陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 06- 3 13- II OI

支 広 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・四 国 ・ 九 州

信原菜取締役社長

耳聖書官官町雛 所

福 岡福 岡 出 現 所

且
，、.

代 表 取 締 役 坪 弁 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂 ピル 7 階 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区日 本 精 箱 崎 町 2 0 t昏 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 〉

川 崎 ・ 栴l 伐 原 ・ 堺 ・ 福 山

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

常 務 取 締 役 支 社長 姉 川 正 男

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一一
一

株 式 会 社

大阪市東区高嶋僑五丁 目二八番地 電話大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 悦 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市 20ヶ所

キ土

底

本

支

出 張 所

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 般 世 十 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂 ビル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代 )

東京都港区新 僑 2 - 1  6  ( ニ ュー新僑ビ ル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

堺 ・ 千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 然 本

電 気 ・ 計 装 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

ＱＷｙ ト圏雲完工［，Ｎ［］Ｎ［二王珂ｾＺＮ［ヲ蛾式 ｑ ｍｴ

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了日 l 番 3 号

T E L  06- 3 64- 3 0 56  ( 代)

東京 ・神戸 - 広 島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・滋 賀

京都・ 高砂・ 三原・徳山・ 松 山・新宿浜福岡・沖縄

取締役社長

社

支 I苫

事 業 所

ｾ＠

本

社

S込

H  

I苫

底

本

支

支

神 戸ポ ［［ｾ Ｏ ｗ

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

総 合 殺 備 工 事 〈設 計 ・ 施 行〉

電 気 ・ア ン テ ナ 送 電 線 ・プラント ・計 裟 ・空 調 ・土 木 重 祭

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

5

表

岡

n

h

U

巾
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、

目

刊

福

丁
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島

実

比

一

川
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江

げ

屋

中
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寸四

市

名

市

上

京

H
v
e

O

z
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-
ロ

大

電

東

田
取 締 役 社 長

社本

flIS  

大 阪 市 福 島 区 福島 7 - 22- 8  

T EL  (  06)  452- 1151 (大代 )

東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・ 福岡

四林取 締 役 社 長

本土本

営業所
事業所

⑨日本写植印刷株式会社

@明

Board &Sl ate Standard 

義

〒545 大 阪市 阿 倍 野区阪 南 町7-5・30 骨 06 (606)  1111代

〒892 鹿 児島 市 名山町4-7 三宝ビル ー0992 (26)  4371  

干708 遠山市大手町8番5号 機 民 広会館 e O民82 (4)  1771 

干筑泊 商風原村線級 沖縄印刷団地 官民泡8 (55)  61∞ 

者日田神代 表 取締 役

本 社

日本写樋セ ン? -

，霊山写値セ ンヲー

沖縄写植セ ンヲー

京宵

黒 板フ タ パ
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奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  '1) 鳶* * 歳月S

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 l ー 13- 33( 靭 本町 パ スf事前 )

電話 大 阪 06( 532)代 0461 __  550 

建E宣省認定の防 火材料

ソリジットスタイ ン 基材開噂 o  0  0  3 骨

エ パ ウ オ ー ル 基材何 等 o0  0  3 号

エ パ ー サ ン ド 基材間 帯 o0  0  4 骨

社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 電話 (06 ) 702- 7814 - 7  

東 京 穆 雛 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

吾> 日 S E 31 d

脳会社J l l Jl I商 底

大 阪首世銀所 〒 5 3 1 大 阪 市 大 混 区 大 淀 南 1 ー 1 ー 1 6

T E L  0 6 - 4 5 8 ー 1 8 7 2 - 6

本 社 干 1 0 5 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 0  - 1  

T E L  0 3 - 5 0 3 - 5 3 0 1 t t  

東 京 営 雛 所 干 1 5 0 東 京 郁 渋 谷 区 松 潟 2 - 1 8 - 2

T  E  L  0 3  - 4  6 5  - 8  6  1  1  t t  

札 傾 出 張 所 干0 6 4 札幌市中央区高+ 四条西日行君事グランドハイツ9 0 5号

T E L  0 1 1 - 5 1 2 - 7 6 8 9  

割《サンケークロス

J' I 島 株 式 舎 枇

本 社 * 京 都 中 央 区 日 本楠 小 伝 馬 町 1- 40 T E  L ( 03) 663- 3371  

大 阪 支庖 大 阪 市 平 野 区 背 戸 口 2 ー 14ー 14 T E  L ( 06) 702- 8102 

支 唐 名 古 屋 ( 052) 932- 1381 札 幌 ( 011 ) 74 1- 3721

広 島 ( 0822) 93- 4676 

I@ 
1( 1/ シ 壁 装 材

光 建 産 業 株 式 会 社

本 社 〒141 * 京 郎 品 川 区 西 五 反 則 2- 34- 4 T E L  03- 492ー 7341

東 京支 庖 〒 143 * 京 郎 大 田 区 予 利 品 6 ー l ー 1 T E L  03ー 767- 34 11

物 流 ピ ル A 棟 A E 5ー l

大 阪 支庖 〒538 大 阪 市鶴 見 区 荻 凹 大 宮 町301ー 1 T E L  06- 913 - 1031  

別 注 壁 紙 ( クロス ) 御 相 談 は

シ マ ク ロ ス で

司令 L マクロス株式会社

〒550 大 阪 市 西区 本田 3 丁目 2 - 1 8

T  E  L.  ( 0 6 )  5  8  1  - 7 4 6  1  ｾ＠ 5  

ｅ ＺＱＮＧＱＺ哩 ｅ 司 言 語彊臣蔵彊ｾ (壁 用 ・床 用)

Ｍ ＺｊＮｾｾ 謁・・・・四・・・ ｡ ・
E ヨヨ諸国譜画面置司園田・置

(ボード類直貼り接着材)

(土質安定用石膏)

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

大 阪 本 社 〒530 大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 4 - 1 7  

関 西 営 業 所 T E L  0 6 ( 3 4 4 ) 6 5 2 6  

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

大 阪 支J吉

大阪市東区高聞係 2 丁目 9 野村ビル5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

きらった( 誕生〉 ァ… 覚

: アースウェイブカーテン】l

〔ラグジュアリーカーペット】1

回 日本フェアトン株式会社

干臼0 ・大阪市東区鎗屋町1TI334番地 ・ヤリヤマチビル

T E L 鴎伶43) 6  4  8  1  ( 代)

更に充実の

**- ' 7D 2. 1 5集 新発売.グ

見 本 帳御 入 用 の 節 は御一 報 下 さい

で主号室額臨白書倍大阪支店

駐ヨコ
〒564 吹 田 市 広 芝 田T 13  - 31  

T  E  L  06( 386)  6  5  1  1  ( 代)

本 社 ・壁 装 館 〒 160 東 京 都 新 宿 区 新 宿 2 - 8 ー l

T  E  L 03 ( 354)  2  6  4  1  ( 代)

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さま のお越しを お待ち いたしております 。

株式会社 ブ フI テキスタイJl ノ大阪支庖

〒541 大阪市東区平野町 3 - 6 - 1

平聖子 町 セ ン チ ュ リ ー ピ ル 1 F  

T EL  0  6  - 2  2  7 ー 0 2 9 1  

特殊壁装材製造販売 和室に最適

凹一Ｈ株Ｉ副ｾＺｊＺｊＡｊ ｃ い
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建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

l憎た芯: : J - f t :

- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

4

『
へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新しい素材

ヘーペJL
O  

裁 関重

国吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト j五日

⑧雪31塁塁翌五善朗代)

明 石 支 j苫 〒 673 明石市西新町 2- 12-14 ｾＰＷＸ Ｈ ＹＲＲ Ｉ ＰＰＰＷ Ｈ 代 Ｉ

高槻営業所 〒569 高槻市宮田町 2- 1  - 29 ｾＰＷＲＶ＠ (96)  2889 

中国営業所 〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

宮1' 08202(2) 5211 

品 建 築 技 術
建 設 省 建 築 研 究 所 監 修.

昭 和 55年

NO. 3 4句

定 価

￥7 8 0  
1月号の内容

. P C集 合 住 宅 の 縦 目 地 補 修・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・ 日野三郎

・ ヵーラ ス プ、ロ ッ ク の 破.mを防ぐために・…・・・・・斎藤 ↑尊

- バイオハザード施設の紹介. . . . . . . . . . . . . . . . . .. . 内山 満

- 建 築 の 安 全 を 支 え る も の ・ ・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・吉 田克之

- 住 宅 平 面 型 の 把 握 評 価 ・ … . . . . . . . . . . 一. .. ・・・・ 延 藤 安 弘

・構 造覚 え 書 ( 新連 載). . .... .. . . .. . . . . . . . . .・・・・・・・ ・堀 井 昌 博

建 築 経 済 統 計 凶 ぷ ・フォトニュース ・ トピ ックス ・控 築 家

の 良 識 ・読 者 コ ー ナ - ・海外の 治 組 ・建 材 の 動 向 その他

直 接 購 読 ご 希 望 の 場 合年 間 予約 金 ￥ 9 . 3 6 0 ( 送料共)

全 図 書 庖 18 日一 斉 発 売 / 故寄り のおけ占にご注文下さい

E ・ 担 体 生 産 技 術 の 向 上 を め ざ し て (No.296) ー特 価 ￥ 780

集 ・ 建 築 と 接 合同 299) 特 価 ￥ 1，300

号 ・ 住 宅 部 品 シ ス テ ム の普 及 (No303ト ー 特価y . 1，400 

全 ・ 工事 環 境 と 技 術 対 策 (No.324) ・ ……ー・ 特 価 ￥ 1，000

己 ・ 住 宅 の 遮 音 (No328) ....，.. .. .. ...... 一 ー特価、' 1 1，000

54  

|建 |築 |技 |術 |の |出|版 |案 |内 i

寸門技術者のための

建 築 構 造 問 題快 答集 ヲ貴蛇 同 編 集 部

A 5 判 . 4日30頁 . ￥3，800(送料￥ 200)

目と手で確かめた水と土の記録

最 新 場 所 打ち くい工 法 北 中 克 己 著

A  5 判・ 325頁・￥ 3，500( 送料￥ 200)

設計者と現場マンのための

溶 接 読 本
井 上 1導著

8  5変型判・ 149頁・￥ 2，900(送料￥ 200)

納まりやすく施工しやすい配筋の指導書

配 筋 読 本 井 上 博 北 小 路 宏 共 著

8  5変 型判 ・162頁 ・￥3，200( 送料￥ 200)

生活環境造りに好個の設計資料

住 宅 団地 の 造 園施 設 ;中 中 健 著

8  5判・ 114頁 ・￥ 1，600(送料￥ 200)

快 適 な 住 環 境 を 造 成 す る た め の 技 術 資 料

住 宅 団 地 の 土木 設 計 小 池 正次 著

8  5判 ・11 3頁・￥ 1，600(送料￥ 200)

! E I - - 8 1…I  有 限 会 社 建 築 技 術 E

L:  振替口座東京 ｛ｉｾ 番宮東京｛｀ＤＩＺｭｮｾ代Ｉ 目



設備合理化に貢献する

ミ:JGg u- ユト:::J ! ! Jコ

S K- l 00S標 準 型

£← 

S K型 IJ嘗式( 桝 ) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・ 実 用 新実 特 許 第1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が って 領 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリ ースト

ラ ッ プ は こ の グ リー ス を 阻 集 す る ば か り で な く トラ ッ プ ・ マ ン

ホ ー ル ・受 カ ゴ ・スライドヰ反 ・拶ド水管( フ レキ シ ブル ジ ョ イ ン

卜 ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫工 事 に も 充 分間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・ 鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式 グ リ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付 費

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 文、残，査は受カゴで取り除き、トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 約 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お j苫の大き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で る す。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リ ー ス トラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り既 に全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・ 建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方面

か ら 多 く の 引 合 を I頁 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ます。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 様 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入実 績〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ドホテル/ 厚 別 副 都 心商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 仙 台 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 新 潟 新 堀 地 下 街 / 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市/ 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パー卜 / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル / 安 田 火 災 海上 新 本 社 ビ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ビ ル / 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー 卜 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー フ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ビ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ビ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ビ ル / 三 富 市 街 地 再 開 発 ビ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ビ ル / 鳥 取 一 番 館/ 高 松 ワ シ ン 卜ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ビ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ビ ル / 福 岡 天神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

《営業 品目 〉

S K式 グ リーストラップ/ S K式ガソ リン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 トラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・ 製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報 ヤ さ い 。ー一一一一一

製 造 発売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営業所/ 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井ピル) 宮 06 (304)  5481附

本 社/ 干 130 東京都畳図区東駒形4- 6- 9{和幸ビル)
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; E431Z127t l BI レヲ J l J 9J l

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃えない. ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタJ レカラース- r ¥ーメタJ レ( C5 PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

、

・オリエンタルサンセラム( 5  5  )  

f皮板 規 格 S 小 波 . 5 大 波 ・V 波 ・ボ ッ ク ス 波 . Wジ ャ ン ボ 波 ・V デ ッ キ

5 V ジ ャ ン ボ 波 ・ 其 の他

用 途 平 板 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い l  

犠市 I J I !J 9J 乱暴9J l 製造緯式会誼

大 阪 本 社 〒 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06)412ー 5131( 代 )

営 業 本 部 干 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 Ｇ ｉ ｾ ｴ￬＠ ，1舌大阪 ( 06)4 8 8 - 1081( 代)

支 庖 及 工場 大 阪 ・九州| ・ 名 古 屋 ・広 島 ・東条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工場 〒 335 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 厳 ( 0484)4 2 - 3115( 代 )

支 底 及 工 場 東 北

現場の信頼に応える ｾｉｾｉＮ＠ 告I j 口

語' t 口口

セ メ ン 卜 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セ メ ン 卜 耐 寒 ・防 凍 周

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ -

9 I i -; .，ート

ヲ ｾＹＮＮﾭ

' 1守- q L

セメンド起泡・軽量 ・裏込用 Z %: : I -#-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 Z i"..ニ7 - 16，

ーー セメント混和剤・助材綜合メーカー -

ｾ，ｾ＠ .  Ｎｑ， 株式ｾＮＮＮＮＮ田区 ＱＮＮＮＮＭ 喧 Ｔ
ＭＭＺｾ託金社ｉｩｬｬＺ｡ ｦｴ ｅｬ唱晶Ｎ｟ . . . . . .  

東京書官品川区二葉1- 18- 8 f t東京 (787) 1131代表

東 北 支 底 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原3- 2 ft0245(91) 1l 31側

関東営業所 茨 減 県 土 浦 市 大 町 14 - 3  f t 0298(23)  1131制

盛岡営業所 岩 手 県 盛 岡 市 月 ケ 丘3 - 39 含 0196(45) 1331聞

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 ft  06 (974)  1131 
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許ストライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強力な武器。一一一 一 一全国 90カ所にも

およぶ 〈日アス 〉 ネットワークの、* - もモラ

さぬたたかいぶ りに、ぜひこの注目くださし、。

水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリのスキ問でも、水は遠癒しません。

〈日アス 〉は、防水工事ひとすじに 50余年。

このノトさなスキ間との、長いたたかいを続け
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東 海 三 信 建 材 工 業 株 式 会 社

大池建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鎮業株式会社

宮崎建材株式会社

近 畿 池 田 沼 音 工 業 株 式 会 社

株式会社神原碕底

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工(株) 大阪出張所

日本綜合防水 (株) 大阪支庖

フヲパ興業株式会社

マルエス工業株式会社

有限会社丸藤商庖

大島応用化学工業株式会社

久下街底

東洋建材株式会社

中村涯青工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

国 東中国防水工業株式会社

株 式会社三洋妓 建

三和防水工業株式会社

豊永遠材株式会社

大和工業 (株)広島出張所

株 式会社巴商会

和光工業株式会社

国 大三工業練式会社

大三工業 (株) 高知支広

徳島大三工業株式会社

株式会社マル7 ス河野商庖

株式会社山本商会

九 州 安 藤 工 業 株 式 会 社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大二商会

日新興業株式会社

株 式会社北原建材 商会

上原建設工業社
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日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株 ) 旭川 出張所

日本防水総業( 株) 割11路出張所

日新建工(株 ) 札幌出張所

大和工業(練 ) 苫小牧 出張所

日新建エ(株 ) 仙台支庖

伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協 立工業株式会社

大東スレート株式会社

東京涯青株式会社

トーフジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野口工材株式会社

湯田工業株式会社

富 士工材株式会社

蕗涯青興業株式会社

フタ パ興 業( 株 ) 東京営業所

北条 ［ ｾ青工業株式会社

大和工業株式会社

［ ｾ青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港涯青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支底

石田建材工業( 株) ，宇都宮出張所

;I f 青建材( 株) 宇都宮出 張所

株式会社奈良屋商庖

同和建業株式会社

同和建業(株 ) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商底

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材抹式会社

協 和 建 材工業株式会社

三井工業株式 会社
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ト 防 水 工 業 協 同 組 合
融 制 点I;r ｾｾ ｾ＠ 24昧 認 可t涌心日本アスファル

司、ー_ ， 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2  1  - 2  8  

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8

中 部支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2- 19( 舷 阜正 ピ ル )

関 酉 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2

九 州 支 部 福 岡 市 惇 多 区 博 多 駅 前 1 - 2  4 ー 1 0  

合 ( 882) 2424大 代

合 ( 882) 2424大 代

ｾ＠ ( 741 ) 6257 代

ｾ＠ ( 329)  7737 代

合 ( 451 ) 1095 代

日 新 工 業 株 式会 社 内

日新 工 業 内

日 新 工業 名 古 屋 出 張 所 内

日 新 工業 大 阪 支J吉内

日 新 工 業 九 州 出 張 所 内
製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社
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A Cフロアは、疲れにくいか床材。厚い発泡層と、さざ波状の表層面がその決め手です二
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〈特徴〉床衝司書音遮断性 ・用途は、おもに学校・病院得祉範股など公共施殺
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建物| 人j て二人は立外に歩きま 1-0 机に向かう

こ ｴ の多い女イ Ｎ ｚ ｬｾ 務員でさえ、 Ｑ 日約 Ｔ ， ＵＰＰ 歩 。

消ーりやすく、1 i J l ! すぎたりやわらかすぎたり、また

目に 刺 激 的 で、騒々しL 、床は、どんな主主物ても

困りものです二とくに、立位作業の多い病院など

では、重苦Eなチェックポイン 卜になります。

A Cフロア IJ : 、発泡層 のクッション性 と表層 lui

のきざ汲:1JU':: じて、靴底に適度な抵抗を与え、!ぷ

を滑りにくくします。また、表面加工が反射光ぞ

やわら け、、発泡府 が床の衝撃昔 を巡断します

から、目やキ11
1経を疲れさせません。これまでご

採 l*IL 、l.:t:"L 、た、 医師l ・看 護 対 ・先生がたの

評価から、私たちは、さらに自信念もって、い疲れ

にく L 、床"A Cフロアをおすすめしています。


